








































異世界温泉に転生した俺の効能がとんでもすぎる 2




～湯船の中でならバレません……よね？～
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■プロローグ




「認めてなるものか。屋根もついていない野ざらしの風呂ごときが、気持ちいいなどとっ……！」

　頭から鋭い角が生えた黒い革かわ鎧よろいを着た低身長の女が、恍こう惚こつとした表情を浮かべながら、竹でできた衝つい立たてに囲まれた施設に向かって叫んだ。

　ついさきほどまで温泉に浸つかっていたせいだろう、肩の下まで伸びた髪はまだ湿っており、顔には仄ほのかな赤みが差している。

「なぜ、人が屋根をつくったか。日照りを避け、雨水を防ぎ、文化的な生活を得るためだ。屋根とは、生活をよりよくしようとした人間の知性の証あかし。それがなんだ、この露天温泉というものは。雨が降った日はどうするというのだ」

　ちなみに、熱美あたみ温泉は雨の日も変わらずに営業している。

　湯船が冷水に変わってしまうような豪雨や吹雪ふぶきでもない限りは、営業停止することもないだろう。

「こんなものに喜ぶなど、野草を頰ほおばる畜生の類ではないか……」

　恨みがましい言葉と表情が一致していないが、無理もない。

　なにせ、彼女が見ている施設──さきほどまで入浴していた熱美温泉は、浸かった人間の身と心を溶かし、どんな風呂嫌いでも風呂好きにしてしまうとんでもないお風呂なのである。

　彼女の表情も、温泉の心地良さの余よ韻いん故ゆえ。

　いくら言葉で強がってみせても、身体からだは正直なのだ。

　と、そこで女は自分の表情に気付いたのか、ぶんぶんと首を左右に振って気を持ち直すように両りよう頰ほおを叩たたいた。

　そして、腰の脇に両手を構えると、拳こぶしを握って「はぁっ」と声をあげながら気合いを入れる。

「絶対に、認めてはならん！　いや、違う！　湯の在あり方かたを取り戻してみせる！　湯の民、セントー民族の名誉にかけて！」





■第一章　ＶＳ異世界セントー




　この世界の温泉となってしまって、はや四ヶ月くらいだろうか。

　元いた世界と暦の数え方は異なるものの、年と月に週といった概念はこちらの世界にもあって、そのサイクルもほとんど変わらない。

　日本ほどではないものの四季もあり、春の気候も終わり今では夏のそれ。

　ライゲアはずいぶんと暑いらしく、俺こと熱美あたみ温泉を訪れる客も減りそうなものではあるが、この山奥は空気が涼しく、仕事や冒険の汗をさっぱりと流したい客の需要もあって、客足は増える一方だった。

「大人二人で、四ブロズとなりまーす」

　しかし、そんな絶え間ない客足に不満の一つも漏もらさず、番台に座ったエルフが潑はつ剌らつとした声で出迎える。

　大柄の男二人組から受け取った硬貨をガラス製のケースにチャリンと入れた、丈の短い杏あんず色の作さ務む衣えを着た少女こそが、この声の主レティシア・クルリララである。

　ちなみに彼女が着ている作務衣は、従業員のユニフォームとしてつくったもので、俺の提案でチーチクに用意してもらったものだ。

「さて、じゃあまずはゆっくりと風呂に浸つかり、その後はいつものように朝食といかせてもらうか。なぁ、兄者」

「そうだな弟よ。最近メニューに増えた、あのナットウとかいう糸を引く豆も楽しみだ。パンに乗せると格別に上う手まいからな」

「ごゆっくり～」

　レティシアに見送られながら、毛皮付きの鎧よろいを着て背に両刃の斧おのを背負った巨漢の常連二人組──グランハルト兄弟が暖の簾れんを潜くぐって浴場へと向かう。

　彼等らが入って行くのを確かめると、レティシアはすぐに視線を上に向けて嬉うれしそうに言った。

「今日もいい滑りだしね～」

『ピンポンパンポーン♪　試験放送です』

　レティシアの言葉に、朝の試験放送がてらにスピーカーで答える。

　今日のお客さまは、今のグランハルト兄弟で十五人目。

　開場してまだ三十分ほどだというのに客足はずいぶんと多いが、最近はずっとこんな感じだ。

「ライゲアを危機から救って以降、毎日のように千客万来。客足の絶えない日々に感謝しきりだわ。昨晩も、若い冒険者が勘違いしてたわよ。この温泉に浸つかればドラゴンが倒せると聞いて来たんですけどって言われて、思わず笑っちゃった」

　噂うわさというものの性質は異世界だろうと変わらないようで、人々の間を伝わる過程で尾ヒレが付いて大おお袈げ裟さになってしまう、なんてことはよくある話。

　先日のドラゴン騒動だって、ニールセンから離れた地では、いつの間にか俺の温泉に浸かった冒険者がドラゴンを退治したなんて話になってしまっているらしい。

「まぁでも、その大袈裟な評判のおかげでお客さまは増える一方なわけだから、感謝しておくべきよね」

　いや、それはどうだろう。

　俺は心の中で必死に首を横に振った。

　客が増えたのは嬉うれしい、確かに嬉しいのだが、正直言って忙しすぎる。

　客が増えればそれだけ湯量や湯温に気を遣うし、トラブルだって増えて酷ひどい目に合う確率も上がる。

　たまには一日まったりと女湯の裸を覗のぞいて過ごしたいなんて思ってしまう思考の俺としては、ちょっとばかり忙しさがしんどかった。

　でも、言えないよなぁ。

　神さまが怠だるいとか。もう少しゆっくりしたいとか。

　神さまだもんな。ライゲアを盛り上げるよう期待とかされちゃってるもんな。

　だけど、おかげでずいぶんとレベルも上がって、湯船は広くなったし施設も拡張された。

　今や俺のレベルは30で、温泉の広さは最初の状態と比べると約三倍だ。




『温泉レベル：30　名声：２５６　貯ちよ蓄ちくマナ：６５５３６』




　温泉の効能も強くなった他、男女それぞれに今まで使っていたもの以外の小さな浴槽が増え、打たせ湯なんてものもついた他、湯船に電気を流す電気風呂といった、大胆な変化もおこせるようになった。

　ちなみに、今の温泉の効能はこんな感じである。




『効能：体力・魔力回復（大）　体力・魔力の一時強化（大）　魔女の呪のろいの浄化

　毒・麻ま痺ひ・石化・混乱・火傷やけど・衰弱状態の回復　一定時間体力を徐々に回復（大）』




　他にも、変わったところはたくさんある。

　玄関兼フロントとなる場所には、お客さまが安心して外靴を置けるよう大きめの下げ駄た箱ばこが設置されたし、食堂だけでなく客がくつろぐための広い休憩室が二つも設置された。

　その他、これまでは木材や石材でつくられていた施設や浴場内の床を、自分の意思で自在にべつのもの──たとえば泥や砂といったものに変更できるようになったり、灯とう籠ろうやつつじの花といったものが設置され外観も整った。

　これらは温泉をよりよく客に利用してもらうため、レベルが上がることで追加された温泉の特性であり、このゲーム的異世界感に則のつとっていうなら、装備といったところだろうか。

　そうやってより便利に、より美しくなった温泉にはますます客が増えて、ここで働くレティシアとクムさんも頭が痛そうなものだが、幸いなことに必要となった手間分は新しく増えた従業員がカバーしていた。

　食堂から、そんな新しい仲間──この温泉を一躍有名にした原因でもあるドラゴンの声が聞こえてくる。

「温泉卵とパンのモーニング、お待ちどおさまなの～」

　声のした方に視界を向けると、そこに映っていたのは、レティシアと同じ作さ務む衣えを着た、鋭く尖とがった二本の角と鬣たてがみのような雄々しさを持つ桃色の髪を揺らす少女。

　透き通るような碧へき眼がんを煌きらめかせながら、楽しそうな笑みと声で食堂を明るくする彼女こそが、先日ライゲアを滅ぼしそうになった張本人──いや、張本ドラゴン。

　ライゲアのドラゴン、ミランド・ラリィヌ・イリザベラ、通称ミィである。

「ミィちゃん！　今日も元気がいいね！　ミィちゃんを見てると、こっちも力が湧わいてくるよ。攻撃力とか防御力とか」

「だってお客さん、ドラゴン殺しのアビリティを持っているなの～」

　殺す気か。

　まぁ、彼女にとって魔法の力を使って人の姿になるくらいは朝飯前らしく、最近はほとんどドラゴンの姿には戻らず人の姿で過ごし、温泉の運営を手伝ってくれている。

　なんでも、温泉のことをずいぶんと気に入ってくれたらしく、いつも気持ちよくしてくれているお礼に、ということなのだそうだ。

　そして、ミィに続いて焼きたてのパンを運んで来たのが、ドラゴンであるミィにマナを供給するための契約を結んだ魔法使いであり、エルフさながらの尖とがった耳を持つレティシアの妹。

　片目を覆い隠す銀髪がチャームポイントな、リザ・ハーベランだ。

「ゆっくりお召し上がりくださいね」

　彼女の笑顔に釣られて、パンの乗った平皿を受け取った若い男性客が口端を釣り上げてにんまりとした。

「はぁ～、いつ見てもリザちゃんの笑顔は最高だな～。惚ほれちゃいそうだ」

「え、えっと……その……そういうことは、えっと……」

　男の言葉に、頰ほおを赤くしながら恥ずかしそうにしどろもどろになるリザちゃん。

　その様子を見て、ミィがぷくーっと頰を膨らませた。

「お客さん、リザは本気にしちゃうから口説いちゃダメなの。あまり酷ひどいと温泉を出禁にするなの」












「あはは、ごめんごめん。冗談だから。おっかないなー、ミィちゃんは」

「ドラゴンだから当然なの」

　えへんと、可愛かわいらしく胸を張るミィではあるが、彼女が本気で怒ればこの施設など木こっ端ぱ微み塵じんになってしまうということだけは忘れないようにしないといけないだろう。

「二人とも、次の料理が出来たから取りに来てくださ～い！」

　と、そんな風にして遊んでいた二人に、キッチンにいたクムさんが、顔を出しながら呼びかける。

　作さ務む衣えの上からでもわかる豊満な胸を揺らし、のんびりとした声をあげているのがクムさんことクム・ユーリスト。

　この世界で一番大きな宗派であるラーダ教の神官だが、俺この温泉の成長を調査してラーダ教に報告するため、巡礼の旅を止やめて働いている従業員の一人だ。

　俺を調査するのは彼女の仕事の一部でもあるらしく、ここに留とどまっているのは趣味と目的の一致というやつらしい。

「速攻で取りに行くなの～！」

「は、はい！　ただいま！　って、ミィ、食堂で走っちゃダメ！」

　ミィとリザちゃんが応じて、慌ててクムさんのもとへと向かう。

　……さてさて、やっぱり今日も忙しくなりそうだな。

　働く必要もなくまったりと過ごせそうな温泉もいいなと思っていたが、客が増えるとやることが増えて労働しているのと大差がない。

　どうして俺は、異世界にまでやってきて、しかも温泉として働いているのか。

　考えても仕方のないことを考えつつ、俺の中に入る人々のために、俺は湯船の湯温を調節した。





　　　◆






　慌ただしい一日が終わり、お客さまも全員帰られた閉館後の食堂にて。

　洗い物を手伝っていたリザちゃんが、突如頰ほおを仄ほのかに赤らめて内うち股またをもぞもぞと動かし始めた。

　──まさか。

　すると、その様子に気付いたクムさんが、明日の仕込みのために行っていた野菜のカットの手を止める。

「どうしたの？　リザちゃん」

「あ、あの……ええっと……その……」

　もじもじと、なにかを我慢する様子のリザちゃんを見て、クムが「あー」と納得した。

「なるほど、アレね。いいわよ、行ってきて」

「す、すみません。ちょっと長くなるかもしれませんが」

「気にしないで。あとは一人で片付けておくから」

　いやいや、気にしないでって……俺は気にするんだが!?

　クムさんが、食堂の隅で椅い子すに腰掛け、そのまま寝息を立てているミィを横目に言った。

　もう何百歳にもなるはずなのに、ミィはどこか子供じみたところがあった。

　運動した後、夜が遅くなると気絶するように意識を失い、どこでもぐーすかと眠ってしまう。

「じゃ、じゃあ！　クムおねーちゃん、あとはよろしくお願いします！」

　リザちゃんは内うち股また気味に食堂を駆け出すと、レティシアが後片付けをしていたフロントを抜けて、女湯の暖の簾れんをくぐり更衣室へ。

　あっという間に身に付けていたものを脱ぐと、大きな胸と小振りなお尻がお目見えになる。

　彼女はこの温泉で二番目に胸が大きい。

　一番はクムさんなので相手が悪いが、それにしたって年齢からは考えられないほどの巨乳だ。

　リザちゃんは、身に付けていた衣類を備え付けの籠かごに投げ入れると、慌てて浴場へのガラス戸を開いて一直線に湯船を目指したところで──。

「あっ……」

　ぎりぎり我慢が出来なかったらしい彼女は、頰ほおを真っ赤にしながら全身を震わせる。

　って、ちょ──！

　刹せつ那な、リザちゃんのまわりの空気が震えて、彼女の周囲でいくつもの小爆発が起こった。

「あ、熱美あたみさん……ご、ご、ごめんなさ～い！」

　涙目になりながら、リザちゃんが湯船に飛び込む。

　リザちゃんが、バシャンと水みず飛沫しぶきをあげながら入浴すると、周囲で起こっていた超常現象的な小爆発が収まった。

　同時に、じわあああっと温泉俺の中に彼女から漏もれ出たあたたかいもの──我慢しきれずに排はい泄せつされたマナが広がって──。

　──ズドオオオオオオオオオオオオオオオオオン。

　ぎゃああああああああああああああああああああああ!?

　刹那、内臓が破裂するような痛みとともに、お湯の中で爆発が起こり派手な水の柱が上がる。

「はぁぁ……また、やっちゃった……」












　リザちゃんが、顔を真っ赤にしながら、放心するように湯船の中で震える。

　俺は爆発による痛みで、意識と視界が震える……。

　さきほどの小爆発と今の爆発は、マナのお漏もらしによるものだ。

　リザちゃんには魔ま漏ろう病びようという持病があり、本人の意思に拘かかわらず体内に蓄積されるマナと呼ばれる魔法のエネルギーが外に漏れ出してしまう。

　これを制御するために、魔法操作に長たけたドラゴンであるミィと契約して栓をしてもらっている状態なのではあるが、どうもリザちゃんの持つマナの量はドラゴンでも扱いきれないほどのものだったらしい。

　もっとも、リザちゃんの活動に必要なマナはしっかりとミィが保護してやっているので、彼女自身がどうにかなってしまうわけではないが、漏れ出たマナはこうやって超常現象──おおむね爆発を引き起こしてしまうらしく……。

　なので、漏らす際は周囲になにもない場所へ行くなり、周囲の魔法の使い手が全力で相殺するなり、あるいはマナを帯びたお湯で爆発を中和できる湯船に入るなりという対処が必要となってしまっていた。

「うぅ……今度こそ我慢するって決めてたのに。私のバカ……」

　ポンポンと自分の頭を叩たたくリザ。

　リザちゃんは生き真面目まじめな性格をしていて、勤務中に失敗をした時などにはすぐにこうやって自分を責めて反省する。

　い、いや、反省は確かにしてもらいたいし、出来れば漏もらさないで欲しいのだが、したくてしているわけでもないだろうし……俺が死ぬほど痛いだけで、今の爆発で被害があったわけでもない。

　ま、まぁ、そもそも、温泉でありつつも邪よこしまな精神の残った元人間である俺としては、俺の中で少女がお漏らししているというシチュエーションは、なんだかその気がなくてもグっとくるものがあるし？　汚いわけでもないし？

　──はぁ、仕方がない。

「ピンポンパンポーン♪」

　すかさず、俺は館内放送をするためにスピーカーを鳴らす。

「当温泉が開園して、もうすぐ四ヶ月を迎えます。ここまで来られたのは、頑張ってくれている従業員、そしてお客様のおかげです。これからも、変わらぬご愛顧よろしくお願い申し上げます」

　館内放送は、温泉の営業用のもの以外は行えないという酷ひどい制約があり、伝えられる言葉といえばこの程度が限界だ。

　本当なら、マナを消費して実体化して慰めでもしてあげたいところだが、レティシアに『神だろうが全裸の男が現れると教育に悪いからリザの前で実体化するな』と言われていたりもして、それはできなかった。

　すると、今の放送を聞いたリザちゃんが一瞬驚いたあと、すぐに笑顔でくすくすと笑い始める。

「ありがとうございます、私を励まそうとしてくれたんですよね」

　目の端に溜たまっていた涙を拭ぬぐって、天を仰ぎながらそう言った。

「熱美あたみおにーちゃん、私、ここで働くことができて幸せです」

　よかった、どうやら元気になってくれたようである。

　……あ、そうだ。




『水温が43から39に下降しました』




　湯温を少し下げて調節する。

　熱い湯にずっと入っていると、湯あたりを起こしてしまうからな。

　一度それで、調子に乗って浸つかりすぎたレティシアが、倒れてしまったことがあるくらいだ。

　リザちゃんは入浴時間が長い。

　魔ま漏ろう病びようの治療のためという理由もあるが、姉のレティシア同様に、お風呂が好きすぎるせいもあるのだろう。

　そうこうしていると。

　ガラガラガラと浴場入口の戸が開いて、誰かが入ってくるのがわかった。

　さきほどまでフロントを掃除していたレティシアと、さきほどリザちゃんを見送ったクム、そして眠っていたはずのミィだった。

　三人とも一糸纏まとわぬ──いや、クムさんだけは首輪を付けた姿ではあるが、魅力的な裸を惜しみなく披露していた。

「もー、一人でお風呂に入っちゃうなんてズルイのー！」

　ミィが、湯船のリザに対して不満そうに言う。

　胸も尻も超豊満なクムさんに、歳とし相応に発育したレティシアという二人と比較するならば、ミィは控え目で平へい坦たんな肉付きだ。

　もっとも、子供っぽい見た目からすれば当然の範はん疇ちゆうではあるが、彼女の場合実齢はもう数百歳……これ以上の成長はないのかもしれない。

　そんなミィが、桃色の長い髪をわっさと揺らしながら、勢いよく俺に飛び込んでくる。

　慣れたものだが、あまり乱暴に入られると痛い。ミィには散々注意したのだが、どうも聞き入れてもらえないらしい。

「ミィ、起きたんだ」

「おはよーなの！　今日も元気に頑張るなの！」

「……もう終わるよ？」

　ミィに続いて、レティシアやクムさんも入ってくる。

　当温泉の従業員たちが勢せい揃ぞろいして、肩を並べて湯に入る形になった。

「はぁ～、極楽極楽。今日も一日お疲れさまでした、と。うーん、いいお湯ね。熱美あたみ、今日もいい仕事をするじゃない」

　それはどうもと、泡を立てて頷うなずく。

「そういえばクム、さっきはなにをトラブってたの？」

　風呂に入るなり、横に入ったクムさんにレティシアが聞いた。

「あれです。自称勇者さまご一行です。下げ駄た箱ばこやら陶器の中やら、挙げ句の果てには男のくせに女湯の更衣室にまで入ろうとされてたので、ご退場いただきました」

「ああ。お客さんが多くなって見かけるようになったわよね……。小さな島国の女王さまが特殊なメダルを貴重なアイテムと交換してくれるからって。そんなメダル、温泉には落ちてないっていうのに」

　レベルが上がり、いろんなものを施設内に置けるようになったせいもあるのだろう。

　こういったファンタジー世界で、アイテムが入ってそうな飾りや家具の類を置きすぎると、迷惑な冒険者を引き寄せてしまうデメリットもあるらしい。

　俺としても、身体からだの中をこそこそ探られているようで気持ちがいいものではない。

「でも、一番困った客は肉体を失ってしまったと言ってた鎧よろい騎士よね。自分はこれが裸だから鎧のまま温泉に入らせて欲しいって。確かに裸ではあるんだけど……」

「あの時は、鎧を綺き麗れいに磨いて入ることを条件にしたんでしたっけ。まぁ、理由があるのであれば仕方なくはありますが、他のお客さんの迷惑にもなりますし」

　と、クムさんが自分の付けている首輪を触った。

「私も、あまり人のことは言えませんが」

　そして、苦笑いを浮かべる。

「そういえばその首輪って、はずせないんですか？　ずっと付けていますけど」

　リザちゃんが聞いた。

「ええ。ちょっと事情がありまして」

　クムさんが、申し訳なさそうに答える。

　首輪については、以前レティシアも同じように質問したことがあった。

　その時も、クムさんはそう答えていたのだが、結局詳しい事情は誰も知らない。

　大事なものなのか、ラーダ教にそういう決まり事でもあるのか、あるいは生まれた場所の風習的なものなのか……そういうものだと思っていたけど。

「クムの中にある妙なマナの流れと関係しているなの？」

　意外な質問をしたのは、ミィだった。

「ミィちゃん、わかるの？」

　どこかバツが悪そうに、それでいて深刻そうな表情でクムさんが聞いた。

「えへん。こう見えても名の知れたドラゴンなの」

　胸を張るような仕草でミィが返す。

　幼い振る舞いから忘れてしまいそうになるが、こう見えてもこいつは人々から恐れられたドラゴン種だ。

「なるほど……そうですか。ちょっと漏れちゃっていたんですかね」

「漏もれる？　どういうこと？」

　レティシアが聞き返すと、クムさんが今度はリザちゃんの方を見た。

「リザちゃんと同じ感じでしょうか。私にも、漏れちゃうものがあるんですよ。この首輪はそれを閉じ込めるものなのです」

「要するに、リザにとってのミィみたいなものってこと？」

「ですね。漏れないようにする道具ってところです」

　にっこりと、クムさんがそう答えた。

　なるほど……わかるようで、わからないような。

　とにかくあの首輪は、クムさんの中のなにかが漏れないようにするための道具らしく──




『──助け──』




　……!?

　あれ、なんだ？

　今、変な助けを呼ぶ声が聞こえたような。

　……いや、気のせいだろうか。

　──ガラガラガラ。

　と、その時、再び浴場の戸が開く。

　あれ、誰だろう。

　もう営業時間は終わっている。

　今、温泉に入っているみんなを除けば、施設内に人などいないはずだが──。

　姿を現したのは、ぴょんぴょんと可愛かわいらしい耳を揺らす小さな女の子。

　当然、全裸だ。

「皆さん、勢せい揃ぞろいなのですね」

「チーチクじゃない。どうしたのよこんな時間に」

「この温泉は私の所有物です。日々の業務の疲れを癒やしにやってきて悪いですか？」

　現れたのは、この温泉の地主でもある、麓ふもとの村の幼き村長、チーチク・マイナポットだ。

　どうやら、興味深いクムさんの話に気を取られすぎて、彼女がやってきたことに気付かなかったらしい。

　チーチクは湯船までやって来て、童顔のわりに大きすぎるリザちゃんの胸を見て溜ため息いきを漏もらすと、湯船に足を伸ばした。

「相変わらず、見せつけてくれるですね」

「ん？　なにが？」

「いえ、なんでもないですっ！」

　チーチクが、胸を隠すようにして慌てて湯に身体からだを沈めながら言った。

　俺の世界の年齢でいえば、リザちゃんは十四歳、チーチクは十五歳と、チーチクの方が一つ上だ。

　胸のサイズにちょっとしたコンプレックスを持つチーチクにとっては、年下のリザちゃんに大敗を喫していることが悔しいのだ。

「まぁ、ただ休みに来たというわけではないのですけどね。実は、みんなに報しらせたいことがあってきたです」

「報せたいこと？」

「とはいっても、そのうちここを訪れる冒険者から噂うわさくらいは聞くとは思うですが……」

　こほんと、チーチクが小さく咳せきをしながら仕切り直すように。

「この温泉がパクられたです」

　……うん？

「温泉はここにあるじゃない。チーチク、なにを言ってるの？」

「場所が盗まれたって話じゃないです！　そうではなく、こういう施設に似たものがつくられたってことですよ」

　ああ、なるほど、そういう意味での〝パクリ〟か。

　チーチクが事情を説明する。

　なんでも、ライゲアから馬車で一時間ほどの距離にあるコムネイという街に、どうみても熱美あたみ温泉を真ま似ねしてつくったとしか思えない入浴施設ができたらしい。

「運営者は、昔コムネイでセントーという公衆浴場を運営していた一族の生き残りらしいです。しかも彼女は、自分のつくったセントーこそ真の入浴施設であり、熱美温泉は野の晒ざらしの邪道な浴場だと主張しているですよ」

　野晒しって……しかもセントーって……これまた親近感のわく名前だが。

「セントー民族。かつて、氷の民に対抗するため、世界中に公衆浴場をつくったとされるドワフィの民族ですね。氷の魔女が猛威を振るっていた時代、彼女によって精神被害を負った人々の治療には、熱い湯による入浴が効果的だったと聞きます」

　クムさんがチーチクに代わって説明を続ける。

　なんだかよくわからないが、この世界では銭湯の普及に壮大な歴史があるようである。

　どうでもいいが、この世界では人間以外でも民族と呼ぶのか。

「でも、氷の魔女の脅威が去ったあと、公衆浴場は皮膚病の流行もあって流は行やらなくなってしまったんですよね。水路の発展もありましたし、家庭単位で使う桶おけ型のお風呂が置かれるようになりましたし」

　そういえば、この世界には魔法という便利すぎる技術があるが、これらはなんでも出来る万能の力というわけではなかった。

　現象はつくれても、物は生みだせない。

　火は起こせるが、最初に生みだした火はすぐにマナに戻ってしまうし、つくりだした水を飲んでも体内に吸収される前に消えてしまうのだ。

　よって、生活水は現代同様に水路を使って確保する必要があるし、これは土くれなど水以外のあらゆるものも同じである。

　今はそこそこ水路などのインフラが整っているようだが、それ以前の時代では、公衆浴場が流行ってもお湯の張り替えに苦労したことは容易に想像できた。

「で、それが、今頃になってこの温泉を真似して復活したってこと？」

「らしいです。しかも、本当に熱美あたみさんと同じような効能を持ったお湯──つまり、温泉が湧わいたと言い張ってるのですよ」

　え、俺と同じ……？

「ちょっと待ってください。熱美さまと同じって、魂機物グリムってことでしょうか。生きているお風呂をつくったと？」

「セントーにも神が宿り、生きたお湯である温泉が湧いた、そう言っているらしいです。しかも、ここと同じように、冒険者の能力値を強化したりなどの特殊な効能もあるらしいのです」

「待ちなさいよ、こんな特殊なお湯がホイホイ湧くわけないでしょう！」

　レティシアが憤怒する。

　いや、向こうの世界では、温泉はホイホイ湧いていたわけだが……。

「でしたら、見に行きたいですね」

　クムさんが呟つぶやいた。

「この温泉を調べている理由もそうなのですが、魂機物の保護と観察はラーダ教徒の大事な任務です。ひとまず、そのセントーを見てみなくてはいけません」

「だったら、私も行きたいわ」

　クムさんの呟きに、レティシアが言った。

「え？　レティシアちゃんもですか？」

「ええ。だって、こっちの真ま似ねっ子をしておいて、自分たちが本物だ、なんてことを言っているわけでしょう？　そんなの許せないもの。かちこみよ！」

　お前はヤ○ザか。

　というか、どっちが本物で偽物かなんて、どうでもいいだろう。

　それに、最近急がしすぎるくらいなのだ、偽物認定されて少しくらい客足が落ち着いてくれた方が俺は助かる。

　──めんどくさいことになる前に止めよう。

　考えるや否いなや、体内に溜たまっていたマナを搔かき集あつめるようにして力を発現させる。

　浴場の真ん中、湯船の前付近に、緑色の光が現れて人の形をつくると同時に、視界がその光からのものへと移動した。

　湯船に入っていたみんなが、一斉にこちらを向く。

「ど、どうしたんです、急に出てきて」

　チーチクが焦り声で言った。

　裸の俺は当然恥ずかしいわけだが、これにももう随分と慣れてきている。

　この世界の俺は、この温泉の神なのだ。

　神が人間に裸を見られて恥ずかしがるわけがないし、ここで動じては彼女たちの裸を見ていることに不信感を持たれてしまいかねない。

「聞けよ人の子たち」

「エルフよ」「ファーボットです」

　レティシアとチーチクに即否定される。

「聞いてくれみんな」

「あ、言い直したわね」「言い直したです」

　というか、神への対応とは思えない冷めたものだな。

　神対応ならぬ塩対応、いやちょっと違うか。

「俺は、なにが偽物でどれが本物だろうがどうでもいい。そういう瑣さ末まつなことは気にせずにだな、これからも普段通りに営業を行ってだな──」

「いいのよ熱美あたみ」

　レティシアが言葉を挟む。

「熱美が神として、私たちに迷惑をかけたくないのはわかる。でもね、私たちも自分たちが信じる神さまを馬鹿にされて腹が立っているの。神さまが許しても、信徒である私たちが許さないわ。これは宗教戦争よ」

　マジでか。

　神の意見関係なしに、そんな大きな話になったのか。

「その通りです。それに、今や熱美さんはライゲアの主要収益源。それに傷を付けられては村長として黙ってはいられないです」

「え、えーっと、そういうわけじゃなくて、俺は純粋に……」

「まぁまぁ、熱美さまが私たちを心配してくださるのは本当にありがたいです。あ、そうだ、でしたら、せめてどういう話になったのかわかるよう、熱美さまも瓶に入れて持って行きますから」

　あー、なんだ、なんかそう言い切られると反論しづらくなってきたぞ。

　そもそも、なぜこの騒動を止めたいのか聞かれたところで、俺としては楽をしたいし面倒なことに巻き込まれると嫌としか言いようがないわけで……。

「あ、ああ、わかった。よろしく頼む」

　観念して、そう答える。

　どうしてこうなってしまったのか。

　するとそこで、レティシアが表情を一転、きつい表情でこちらを見た。

「それはそうと、熱美。私、言ったわよね？　リザの前で裸になるなって。教育に悪いものを見せるな、って」

　あ。

　俺は、リザちゃんの方を見た。

　顔を両手で覆い、その隙すき間まから窺うかがうようにしてこちらを見ている。

　レティシアはさすがに慣れてきているが、リザちゃんに関してはそうでないし、レティシアが言うように教育に悪いというのもよくわかる。

「ほら、これ！」

　そう言うと、レティシアは湯船を出て浴場に放置されていたキュロリン洗面器を手に取って、俺に渡した。

「湯気だって操れるんでしょう!?　出てくる必要がある時は、そういうのを使って上う手まく隠しなさいよ！　神さまなんだから、しっかりして！」

「……お、おう！　わ、わかった！」

　というわけで、渡されたキュロリン洗面器で股こ間かんを隠す。

　しかし、なんだろう。

　話は聞いてもらえないわ、こんな威厳のない格好をさせられるわで、俺は本当に神さまなのだろうか……？





　　　◆






　コムネイへの視察は、翌々日に行うことになった。

　一いつ旦たん休業の貼はり紙を出して、一日くらいは置いていかないと、常連客に迷惑がかかると思ったためだ。

　当日、温泉近くにライゲア住民の手を借りてつくった従業員用の寮に寝泊まりしているレティシア、クムさん、リザちゃん、ミィの四人は、まず温泉にやってきて俺を瓶に汲くみ取とった。

　汲み取られたお湯は俺と神経のようなものが繫つながったままで、それを通じても視覚や聴覚といったものを持つことができる。

　これを使えば、温泉である俺でも疑似的な移動ができるというわけだ。

　以前はガラス容器に入れてもらって移動していたが、今回用意してもらったものは、落としても割れず熱に強いといった性質を持つ透明の鉱石で、これであれば浴場内に持ち込んでも危険がないだろう。

「熱美あたみ、どう？　大丈夫？」

　お湯の入った瓶を腰元に括くくり付つけながら、レティシアが聞いてきた。

　──コポコポ。

　視界を瓶へと移してお湯を沸騰させると、レティシアが「よし」と頷うなずく。

「じゃあ、行きましょうか」

　それから施設の施錠を済ませて、チーチクの待つライゲアへと向かい合流して、コムネイ行きの馬車に乗った。

　二頭の馬が四輪付きの座席を引っ張る八人乗りの乗合馬車だが、この日はチーチクの命により五人の貸し切り状態だ。

「ほ、本当によかったのかな。私もついてきて……」

　仕事着である作さ務む衣えではなく、薄手の可愛かわいらしいローブに短めのパンツという格好のリザちゃんが、後部座席で揺られながら言う。

　コムネイには、レティシアたちだけでなくリザちゃんとミィもついてくることになった。

「だって、熱美あたみがついてくるとなると、どのみち温泉は運営できないし、お留守番しているだけじゃ暇でしょう？」

　レティシアが答える。

　当然、他の四人も冒険用の外行き衣装だ。

　前方に座る三人、レティシアは馴な染じみの革と金属の鎧よろい、クムは神官服で、チーチクもいつもの民族衣装のような服を着ている。

「そうなの！　お留守番は退屈なの～！」

　リザちゃんの隣のミィは、ゴシック調のシャツに幅の広いスカートを穿はいていた。

　これは普通に人間が着るための服で、ライゲアの服屋でレティシアとリザちゃんが見繕ったものだ。

「で、でも……その、えっと……」

　リザちゃんが、内うち股またのあたりをもじもじとした。

「大丈夫よ。最悪、リザが人のいる場所で漏もらしそうになったら、私とクムとミィで結界をつくって防ぐから。この日のために編みだした合体結界魔法──オブストラクト・ムーニー・ツイスト──通称オムツを使ってね」

　レティシアがドヤ顔で答える。

「はい、リザちゃんのために、私も頑張らせてもらいます」

「ミィも頑張るの～」

「う、うん。ご、ごめん……おねーちゃん……みなさん……」

　リザちゃんのお漏らしだが、人ひと気けのない場所であれば問題はないし、周囲に結界魔法を使える優秀な魔法の使い手が数人いれば、防げないものではない。

　温泉で働いている時だって、営業時間中は施設外の安全な場所で漏らしてもらっている。

　そうこう話しながら、俺は瓶の中から馬車の外に見える牧歌的な風景を眺めつつ──馬車に揺られること、一時間くらいだろうか。

　遠くにぐるりと円形につくられた石の壁と、その中につくられた建築物が見え始めた。

　街の外周をぐるりと囲んでいる石壁は、過去に戦争でも起こっていた時の防壁の名残か、あるいは強暴なモンスターが外を出歩いていた時代の産物なのかもしれない。

「さて、そろそろ着くですよ」

　馬車が、入口の門の前までやってきて止まる。

　それから御者が門番と話をして、門を開けてもらって、中へと進んだ。

「ようこそ、コムネイへ。ライゲアからとは、遠路はるばるご苦労さまだ。あの村には同じような温泉があると聞いている。本物も試してみたくなったというわけか。ゆっくりしていくといい」

　門番がそんなことを言った。

「失礼な人ね。本物はこっちだというのに」

「まぁまぁ、コムネイの人々からすれば、自分たちの街のものをよりよく語りたいものでしょう。仕方のない話です」

　一同がそんなことを話していると、やがて噴水のある広場のような場所に着いて、馬車が止まった。

　馬車が運んでくれるのはここまでのようで、レティシアたちはそれを降りて、御者さんに説明された道を進んで目当ての浴場を目指す。

　露店に挟まれた赤あか煉れん瓦がの大通りを真まっ直すぐ、五分くらい歩いた場所にあるのだそうだ。

「わ、わわ、人がいっぱいいるの」

　人の多い街は初めてなのか、ミィが物珍しそうに周囲を見回しながらあたふたした。

　コムネイの街並みは、元の世界のヨーロッパあたりにありそうな、活気のある小こ洒落じやれた街という印象だろうか。

「リザも、街は珍しいでしょう」

　ミィと同じように、キョロキョロと周囲を見回していたリザちゃんに、レティシアが言った。

「幼い頃に病気の治療目的だったり、先日は馬車の乗り継ぎで立ち寄ったりはしたけど、こうやってゆっくり歩くのは始めて」

「そうよね。来てよかったでしょ？　今はまだ自由にってわけにはいかないだろうけど、もう少し漏もれなくなったら、いっぱい遊びましょうね」

「うんっ。ありがとう、おねーちゃん」

　リザちゃんの顔がぱああっと明るくなって、レティシアの言葉に頷うなずいた。

　しかし俺も、この世界にやってきて数ヶ月だが、ライゲアくらいしか人里を見たことがなかったので、こうやって発展した街を目にするのは新鮮である。

　施設もひとつひとつがライゲアのものよりも立派で、武器屋と防具屋が一体になった品しな揃ぞろえのよさそうな大型の武具屋も多い。

「しかしあれですね……なんていうんですか。調子に乗ってるですね」

　と、そんなことを呟つぶやいたチーチクの視線の先には、道具屋に置かれた温泉卵ならぬセントー卵なる商品があった。

　しかも、その道具屋に置かれているのはそれだけではない。

　旅人への土産用なのだろう。セントーを売りにしているらしいタオルや、工芸品の数々、他になんにも関係なさそうな道具にまでとりあえずセントーと名付けられた物が売られていた。

「ねぇ、おねーちゃん、セントー薬草ってなに？」

「適当な名前を付けているだけでしょ。なにがセントーを使って栽培した薬草よ。ほんっと、なりふり構ってないわね」

　まぁ、確かにパクられている感は否いなめない。

「ずっと昔、コムネイはセントーを観光の目玉として街を発展させた経緯があるです。それこそ今のライゲアの温泉のように。そんなセントーが再び人気になったとなれば、街の人々は総出で盛り上げて当然ってことですよ」

　へ～、そうなのか。

　そうこう瓶の中から話を聞きつつ、御者の人に教えられた道を五分ほど進むと、いかにもうちを参考にしましたと言わんばかりの、日本建築のお屋敷のような木造の建物に辿たどり着ついた。

「なんというか、一いち目もく瞭りよう然ぜんねこれ……」

　そりゃあ、周囲が石造りの建築物ばかりなのに、こんなものがあれば目立って当然だ。

「看板にはスーパーセントーって書いてますが～」

　スーパーセントーって、ますます馴な染じみ深ぶかくなってきた感じだな！

　しかし、それにしても大きい。

　この施設、正面からだとわからないが、俺の十倍くらいの大きさがあるんじゃないか？

「まぁ、とりあえず入ってみるですか。いいですか？　とりあえずはどういう場所なのかの確認です。特にレティシアさん、騒ぎは起こさないよう気をつけてくださいです」

「なによ、私が問題児みたいな言い方。するわけないでしょう、そんなこと」

　かちこむとかヤ○ザみたいなこと言ってたしなぁ……。

　レティシアたちが、風情すらも感じる横開きの木の戸を開けて、他の客とともに中に入る。

　すると、これまたうちとよく似たつくりの、板張り床のフロントがお出迎えした。

　ただしこちらはうちのセントーのものよりも数段と広く大きく、番台ではなくホテル……いや、それこそスーパー銭湯のロビーのようだ。

　入ってすぐの場所にはロッカー式の下げ駄た箱ばこが設置されていて、そこに外靴を入れられるようにもなっているが、これまたうちの物もの真ま似ねとしか思えない。

「あはは、熱美あたみ温泉にそっくりだね」

「そっくりなの～♪」

「「「いらっしゃいませ～♪」」」

　俺たちに気付いた（これまた熱美あたみ温泉そっくりの）作さ務む衣えを着た従業員たちが、愛想よく挨あい拶さつをした。

　レティシアたちは靴をぬいでフロントに近付く。

　フロントで受付をしていた頭に二本の角を生やした背の低い女性が、やってきたレティシアたちに愛想良い笑みを浮かべながら言った。

　あの羊のような角と低い背丈は、ドワフィと呼ばれる種族の特徴だ。

　うちの温泉にも客としてきたことがある、強きよう靱じんな筋力と器用な手先を駆使した、鍛か冶じが得意な種族らしい。

「五名さまですね。お一人さま一ブロズですので、合計五ブロズとなります」

「ちょっと、どうなってるのよこれ。うちの温泉の猿さる真ま似ねじゃない」

「ライゲアを馬鹿にしているですか！　どう見てもパクリです！」

　その受付に対して、レティシアとチーチクがキレ気味に言った。

「って、ちょっとレティシアちゃん！　チーチクちゃん！　いきなりなんで騒ぎ起こしてるの～!?」

　レティシアはまだしも、チーチクなんて自分で注意してたしこれは酷ひどい。

「うちの？　温泉？　猿真似？」

　すると、それを聞いた少女が、狐きつねのような細い目をレティシアたちにジトーっと向けた。

　そして、しばしじーっと見た後、少女はすぐに「わっ」と驚いたようになって。

「お前たち、ライゲアの温泉の従業員じゃないか！」

　え？　この少女、レティシアたちのことを知っている……って、あ。

　この少女、一ヶ月くらい前に熱美温泉にやってきていた客だ。

「知っているなら話ははやいわ！　これは一体どういうこと!?　うちのパクリじゃないの」

「パクリだなんてとんでもない！」

　少女が声を荒らげる。

「もともと、公衆浴場は我ら湯の民が広めていた設備であり文化だ。そのアイデアを盗んだのはライゲアの温泉だろう」

「公衆浴場なんて、べつに独占すべきアイデアでもないでしょう!?　それに、セントーの存在なんてこれまで知らなかったわよ！　難癖をつけないで！」

「だったら、温泉というものをお前たちが最初につくったという証拠はどこにある。この施設の見た目だって、べつにお前たちのものを参考にしたわけではないかもしれないじゃないか！」

「いや、これはどう見ても真似をしてるですよ!?」

「だからその証拠はどこだと言ってるんだ！」

　二人の間に、ジリジリと見えない火花のようなものが散る。

　いやまぁ、どうみても熱美あたみ温泉を参考にしたとしか思えない施設の外観と内装、そしてユニフォームである作さ務む衣えの存在といい、証拠を持ち出すまでもなく真ま似ねされているのは間違いないよな。

「まぁまぁ、レティシアちゃんもチーチクちゃんも落ち着いて。この人の言うとおり、私たちがあの内装のオリジナルだって証拠はないわけだし」

「「で、でも……」」

「とりあえず、どういうお風呂か確かめてから、改めて文句を言っても遅くないんじゃないかしら。肝心のお風呂に入ってないでしょ？　案外いい場所かもしれませんし」

「そ、それはそうね。わかったわ。このセントーのお風呂に入って、改めてケチをつけさせてもらうことにしましょう！」

「その時は細かいところをいちいちあげつらって馬鹿にしてやるですよ！」

　まぁ、俺はどっちが真似しているとかどうでもいいが、お前たちの方が悪役みたいになってるぞ。

「ふん、だったらせいぜいゆっくりと満喫して、真の温泉たるセントー……いや、今ではスーパーセントーと呼ぶべき我が湯の心地良さ、とくと味わっていくがいい！」




　女性にお金を払ったレティシアたちは、脱衣所に向かう前に他の設備を確認した。

　まず、休憩室の隣には食堂があった。

　これもまた、うちの温泉を参考にしたらしい似たような内装で、メニューにはセントー卵のモーニングなんてものまである徹底ぶりである。

　ただし、従業員の多いこちらは、営業時間に縛りもなく一日中開いているようだ。

　食堂内では、数多くのお客さんたちが楽しそうに食事をしていた。

「あ、見て見て！　なにあれ！　うちにはあんなのないよ！」

　また、食堂の端にはなにやら変わったテーブルが並んでいて、そこには子供たちが集まっていた。

　レティシアたちが近付いてみると、そのテーブルはテレビのような画面を映し出す結晶が貼はり付けられており、縦型の画面の下部を移動する四角の記号が、丸い弾たまを吐き出して画面上部から迫ってくる怪物たちをやっつけていた。

　ええっと、あれだ。

　向こうの世界でずっと昔に流は行やっていたというインベー○ーゲームみたいなやつ。

「わわ、これって最新式の魔法ゲームだよ。結晶に向かって上う手まくマナを流しこめば、画面の中のキャラが動くの。こんな高級なものまで……!?」

　リザちゃんが感激するように驚いた。

「子供に人気だから仕入れたのでしょう。昔、まだ営業していたセントーに入ったことがあるのですが、そこではアトリウムと呼ばれる広い庭のような場所で、軽い運動も楽しめるようになっていました。遊ぶこともできたという当時の名残でしょうね」

　クムさんが説明する。

　いやいや、高級云うん々ぬんとかよりも、この世界にはこんなハイテクな技術が存在するのか？

　あちらの世界と比べてアナログな文化だと思っていたが、魔法という異能や特殊な鉱石などの存在で、思いがけない技術が発展しているのかもしれない。

　そうして一同は、食堂と遊技スペースを一通り眺めた後、女性用の脱衣所へと向かう。

　ここもやはり、熱美あたみ温泉のものを参考にしたと思われるデザインの棚や籠かごが設置されていた。

　服を脱いで脱衣所から出ると、今度はその広さに圧倒される。

「でかっ……!?」

　レティシアが啞あ然ぜんとしながら声をあげた。

　豪邸のような外観の施設ではあったが、なるほど浴槽もその通りの大きさだったようで、客入りも噂うわさに違たがわぬ盛況ぶりだった。

　ところどころ女神ラーダのレリーフが彫られた柱が並ぶ石造りの内装からは、熱美温泉の影響だけでない、この世界に本来あった大衆浴場の文化が感じられる。

　浴槽も普通のものだけではなく色々とあった。

　そのうちの一つの縦長の浴槽では子供たちが泳いでいるが、あれはプールだろうか。

「なによこれ、めっちゃ広いんだけど」

　レティシアたちが中に入りながら、興味深そうにお風呂一つ一つを眺めていく。

　リザちゃんが、そのうちの一つ、勢いよく泡を噴射させている湯船の上に設置されたプレートを見た。

「ふむふむ、お風呂に泡を立てる魔法結晶を入れて水流で、マナの流れが活発になるツボを刺激するジェット風呂。へぇ～、こういうのもあるんだ～」

「過去のセントーにはなかったものですね。これは、打たせ湯からヒントを得たのかもしれません」

「こっちにもなにかあるです。なになに？　最弱の武器も、お風呂にすればよい香りをもたらす最高の武器となる？　このお風呂は、１０００本以上のひのきの棒をヘシ折ることによってつくられました？　ひのき風呂っていうらしいです」

「あ、ひのき製の浴槽はエルフの里で見かけたことがあるわ」

「こっちになにか部屋があるの！」

　ミィが石のドアを開いて、その先の部屋に入る。

　その部屋は不思議なことに浴槽がなく、布の敷かれた石の椅い子すのみが並んでいて、休憩室のようだった。

　椅子には、既に部屋に入っていた別のお客さんたちがジっと座っていて、汗を流している。

　これは──、

「ラコニクムと呼ばれる蒸し風呂です。これは湯の民が広めたセントーに必ずついていた特徴的なお風呂ですね。せっかくですし、ちょっと楽しんでいきましょうか」

　クムさんが椅子に座りながら説明した。

　この世界では『ラコニクム』というらしいが、思った通りこの部屋はサウナで、あの石に敷かれた布は入浴者が火傷やけどしないようにするためのものなのだろう。

　他のみんなも、クムさんの隣に並ぶように座る。

「い、息苦しいですが。これは我慢大会でもするためのお風呂ですか」

「あはは、違いますよ。これは、この熱で汗を流して気持ちよくなるためのものです。普通の入浴よりも血行がよくなりますし、なによりたくさん汗をかけるから瘦やせることだってできるというわけです」

「な、なるほど。まるで火山にあるダンジョンにでも入ったかのような暑さです……」

　チーチクとクムさんが、鼻だけで呼吸するのが苦しいのか、口も使ってすぅはぁと艶なまめかしく息をしながら喋しやべる。

「へぇ、アンタの根性はその程度なのね。私にとってはこんな暑さ、寒くて仕方ないくらいだけど」

　レティシアが、全身の穴という穴から汗を流しながら、挑発するような口く調ちようでチーチクに言う。

　いや、どう見ても暑そうなんだが。

「ふ、ふん！　べつに音を上げてるわけじゃないです！　ちょっと息苦しいな、って言っただけじゃないですか！　私にとっても涼しくてたまらないですよ！」

「だったら、どっちが長くいられるか勝負する？」

「望むところです！」

　強がるレティシアとチーチクが睨にらみ合あい、火花を散らした。

　おまえ等らは小学生か。

　……それにしても、せっかくのサウナだというのに、心地良さを感じられないのは悔しいな。

　瓶の素材が熱を弾はじいて熱さがわからないし、とはいえ蓋ふたを開けてもらったところで今の俺はホットな温泉だ、温度差がなければ蒸し風呂を楽しむことは敵かなわないだろう。

　まぁ、その代わりに──

「も、もーお姉ちゃんったら……私はちょっとクラクラしてきたよ……でも、確かに、汗がたくさん出て健康には良さそう」

　リザちゃんが、特に蒸れてしまうのか、胸の谷間あたりを両手で扇あおいで風を送りながら、息苦しそうに言った。

　隣のミィの額からは、だらだらと大粒の汗が零こぼれ、上半身から股こ関かん節せつを伝い落ちている。

　──サウナで汗を流す女の子たちの姿を覗のぞき見みれるという状況なのだから、これはこれで幸せなのではあるが。

「う～ん。なんだか懐かしい気持ちになれる場所なの。昔、人間に捕まって、蒸むし釜がまに入れられた時のことを思い出すの～」

「あはは、ドラゴンのお肉はパラメータが上がる高級食材だからね……」

　ミィの苦労話に、リザちゃんが苦笑いを浮かべる。

　……あいつも苦労してるんだな。

「まぁ、そろそろ出ましょうか。私たちの目的はここではありませんし」

　と、そうこうしばらく楽しんだ後に、クムさんが立ち上がりながら言った。

　サウナを出た一同は、浴場の冷たい空気に触れて、心地よさそうに身体からだを伸ばす。

「しかし、本当にいろんなお風呂があるのね。まるで魔法職と回復職を取ったあとに近接職にクラスチェンジした自己完結型の隙すきのない冒険者のよう」












「真ま似ねをしているとはいえ食堂も立派でしたし……認めたくないですが、装備すると攻撃力もあがる盾みたいです」

　わかるようでよくわからないたとえだが、二人が誉ほめていることはわかる。

　その通りだ。

　悔しいけど、この施設はただ俺を真似しているだけではない。

　真似した上でしっかりパワーアップさせて、もともとあった施設のよいところも取り入れ、発展させた入浴施設となっている。

「あらあら、二人とも、この場所は気に入らないんじゃなかったの？」

「べつに気に入ったわけじゃないわよ！　予想よりいい場所だったからちょっとだけ誉めてあげてただけだし！」

「その通りです。それにまだ、肝心の温泉には入っていないです」

「ええっと、お目当ての温泉は──」

「あれじゃないかなっ！」

　リザちゃんが、浴場の奥にある扉の外に、他のお客さんたちが歩いて行ってるのを見た。

　みんなもその扉を開けて外へ出る。

　するとそこには、熱美あたみ温泉そっくりの露天風呂があった。

「や、やっぱり真似しているじゃない！」

「まぁまぁ、とりあえず入ってみましょう」

　平日の昼間だというのに、湯船には二十人くらいの客が入っていた。

　湯船のすぐ近くには浴槽の説明をする立て看板があって、そこには湯の効能が列挙してある。




『効能：体力・魔力回復（小）　体力・魔力の一時強化（小）

　毒・麻ま痺ひ・石化・混乱・火傷やけど・衰弱状態の回復　一定時間体力を徐々に回復（小）』




　熱美温泉のものから、魔女の呪のろいの浄化が消え、全体的に効果が弱まった形のようだ。

「う～ん……変なの……」

「ミィ、どうしたの？」

「このお風呂、熱美とは同じに思えなくて。なにかが違う気がするの」

　そう言いながら、ミィがお風呂に足を伸ばした。

　肩まで入って、「やっぱり」と言う顔をする。

「……これは、違うの」

「違う？」

　リザちゃんもミィを追いかけるようにして湯船に入る。

　他の皆も、肩まで入った。

「なるほど確かに。なんでしょう……魔法の力を帯びたお湯ではあるみたいですが、マナが温かくないというか……」

　クムさんが言った。

　俺も、感覚を研ぎ澄まして、ジっと湯の方を──ライオンの形をした湯口を──そこから注がれるお湯を観察してみる。

　駄目だな、これだけじゃわからないか。

　そうだ。

　俺は、一度意識を瓶の中の湯からライゲアの温泉に戻すと、マナを使ってレティシアに念を飛ばした。

　──レティシア。聞こえるか？

「!?」

　驚いたレティシアが、湯船の傍そばにタオルとともに置いた瓶を見る。

　念話。

　俺は、温泉を通じて自身への好感度が高まった相手に、蓄積したマナを消費して念話を飛ばすことができた。

　──俺を少しだけ、湯船に垂らしてみてくれないか。

「わかったわ」

　レティシアが囁ささやくようにして返すと、周囲の客に見られないよう、瓶の中の湯を数滴湯船に垂らした。

　すると、浴槽に投下された俺の一部にセントーの湯が混ざり合い、俺の中へと入ってきた。湯が持つ水質や効能、どういった存在なのかというものを、自分の一部とすることでなんとなく理解していく。

　物は試しとやってみた行為だが、どうやら液体である俺は、他の液体と混ざり合うことによって、それを自分の一部のように感じることができるようなのだ。

　──レティシア、聞いてくれ。このお湯は、温泉じゃない。

「え？　そ、それは本当なの？」

　──ああ、天然のものではなく、なにかを混ぜて温泉のようにしているお湯だと思う。当然、生きているなんてこともない。

　入浴剤のようなものを混ぜているのか、あちらの世界の人工温泉のように鉱石でも削って混ぜているのか。

　説明が難しい極めて感覚的なものだが、温泉マニアである俺には、天然温泉と人工温泉の違いが入浴を通じてわかる。

　それが、自分と混ざり合って一体化したような状況であれば尚なお更さらだ。

「どうしたの？　おねーちゃん」

「このお湯、温泉じゃないみたい。熱美あたみがそう言っているわ」

　一同が、驚きながらレティシアの方を見る。

「お湯になにかを溶かして温泉っぽく見せているだけのものなんだって。それに、生きてもいないって言ってるわ」

「お湯になにかを溶かして……」

　すると、クムさんが難しい顔になった。

「……人工魂機物アーテイグリム」

「え、そうなの？」

「いえ、命が宿っていなかったのであれば、このお湯そのものがそうだというわけではないのでしょうが。責任者に聞いてみる必要がありそうです」

「様子を見に来てみれば、なにを失礼な話をしているんだ」

　すると、いつの間にか皆のすぐ傍そばに、受付の少女が仁王立ちをしていた。

　浴場だが、服は着たままである。

「私がその責任者、この温泉の持ち主であるシャーラだ」

　あ、この少女が責任者だったのか。

　少女──シャーラが一同を睨にらみ付つける。

「人工魂機物？　そのようなものを入れているものか！　いいか？　この温泉に入っているのは、回復成分や補助効果のある魔法薬の類だ。そこに特殊な香料や無機塩類などを投下して、ライゲアの温泉に似た湯心地をつくっている！」

「なるほど……って、アンタそれ、やっぱり温泉じゃないんじゃないの！」

　レティシアが立ち上がりながら言うと、少女がしまったという顔をして自分の口を押さえ、周囲の客を見回した。

　幸いにも、他の入浴客はレティシアたちの会話を気にしていなかったらしく、誰も聞いていなかったようである。

「ふ、ふん！　でも温泉のようなものだろう！　効能はしっかりある！　噓うそはついていない！　普通の湯ではステータス強化を望む冒険者が離れてしまうし、おまえ等らのような偽物に対抗ができない。本物になるために必要な細工だ」

「いや、偽物でしょ！」

　う、うーん。

　確かに、天然温泉でないくせに天然だと言って客を呼んでいるのは問題だが、あっちの世界にも人工温泉はあるわけだしなぁ。

　偽装表記ではあるが、温泉の偽物なのかと聞かれると、返答に困りそうだ。

「温泉の名を勝手に持ちだして偽物で客を集めるなんて、営業妨害ですし風評被害です。即刻、この施設の営業停止を命じるです！」

　と、レティシアに続いて立ち上がり、そう言ったのはチーチクだ。

「そちらこそ営業妨害だ！　このセントーに湧わく温泉を偽物などと。さきほども言ったが、人々に風呂の素晴らしさを伝えるため浴場をつくったのは我々セントー民族だ。盗人ぬすつとはお前たちの方である」

「べつに、セントーをモデルにして熱美あたみ温泉がつくられたわけじゃないですよ！」

　それはその通りだ。

　あの温泉は、俺が勝手に成長して、元の世界の知識を元に設備をつくったものだからな。

「……だったら、こういうのはどうだ？　勝負をしようじゃないか。このセントーとお前たちの温泉、どちらがより上なのか！　勝った方をこのナアルケスト国内における真の浴場と認める」

「望むところで──っ……！」

　売り言葉に買い言葉と、話を受けそうになってチーチクが言葉を飲む。

　歯を嚙かみしめながら、チーチクが拳こぶしを握りしめた。

　俺のために怒りを嚙みしめてくれているのだろうが、もし彼女の安い挑発を受けて、なにかしらライゲアに不利益を被ることがあるとまずい。

　レティシアもまた、それをわかってか黙って少女の方を睨にらんでいた。

　──そんな時。

「あ、熱美おにーちゃんのことを悪く言うのは、許しません！」

　立ち上がったのは、リザちゃんだった。

　頰ほおを真っ赤にして、身体からだを震わせていた。

　お風呂の熱ではない、あれは怒りから発生している熱だ。

「熱美おにーちゃんは、私を……私を自由にしてくれた、恩人です！　だから……」

　と、リザちゃんの全身が濃いマナで纏まとわれた。

　そのまま、もじもじと内うち股またを動かしはじめる。

　──って、ちょっと待った、これって。

　熱美温泉の一同が──そして当然、リザちゃん自身も異変の正体に気付いた。

「あ、や、やだ、ちょ……こんな時に!?」

　怒ったことが原因で、リザちゃんのマナが昂たかぶってしまったのかもしれない。

　今、リザちゃんの中にある莫ばく大だいなマナが、外へと漏もれ出そうとしていて。

「うん？　いきなりどうしたんだ？　だからなんだと？」

　事情をわからないシャーラが、困惑した様子でリザちゃんの方を見る。

「クム、けっか──」

　レティシアがクムさんに言うが、間に合わない。

「……っ!?」

　とっさに、リザちゃんがもう一度身体からだをお湯に沈める。

　刹せつ那な。

「ご、ごめんなさい！」

　──ザバアアアアアアアアアアアアアアアアン！

　お湯の中で大きな爆発が起こった。

「きゃあっ!?」「な、なに!?」「ば、爆発!?」

　周囲の客たちがリザちゃんたちの方を見て驚く。

　破裂し、炸さく裂れつし、セントーの湯が雨のようになって浴室内に降り注いだ。

　啞あ然ぜんとするシャーラが、その様をジっと見ていて。

「ど、どういうことなんだ、これは。っ、もしかしてお前たち、勝負になると負けるから、その前にここを破壊しようと魔法を!?　ぶっとんだ奴やつ等らだな！」

「ち、違う。今のリザのは魔法じゃないから！　そうじゃなくて！　ええっと……おならよ！　今のはリザのでっかいおなら！」

「お姉ちゃん!?」

　リザちゃんが顔を真っ赤にして慌てる。

「今の……魔法のように思えたがおならだったのね」「あんな可愛かわいらしい顔をして、あんなに大きな屁へを」「おそろしい子っ……！」

「だ、だから、違いますからっ!?」

　あーあー、リザちゃん可哀かわい想そうだよ。

　そしてレティシア、フォローが最悪だよ。

　しかし、そんな二人を、受付の少女は冷たい視線で一いち瞥べつすると、

「ふん、そっちがその気なら決まったようなものだな！」

　聞く耳持たないと言った感じで、そう言い放つ。

　あいつはもう勝負する気満々みたいだな……。

　しかし、勝負するとは言っても、こんな大きな街の浴場と、なにをどう勝負するというのだろう。

　売上げを比べる場合、勝負するまでもなくこちらの負けだろうし……。

　とか、考えていると。

「でしたら、その勝負私が預かりましょう！」

　ざばぁと、大きく音を立てながら、見知らぬ女が立ち上がった。

　茶色く毛先が跳ねるようなショートカットをしたデコ広の女は、おおよそ年齢は二十過ぎくらいに見えるだろうか、湯船だというのに縁に赤みが入った眼鏡をかけている。

　立ち上がった女は、推測される年齢のわりに貧相な裸体を隠すことなく、両腕を組んで仁王立ちのようなポーズを取った。

「ちょっと、アンタは誰だい？」

　って、あれ？

　シャーラも知らないらしいが、俺はどこかで見たような……。

「私は冒険者雑誌『アドベント』の編集者であり記者でもあるカレン・ランドレッドと言います。今回は、コムネイで有名なセントーに取材に来ていました。レティシアさんたちはお久しぶりです」

「あ、一度うちに取材に来ていた人！」

　レティシアに続いて、クムさんとチーチクもポンと手を叩たたく。

　思い出した。

　実は、以前一度熱美あたみ温泉で冒険者向け雑誌の取材を受け、取り上げてもらったことがあったのだが、その時インタビューのためにやってきた記者である。

「そうそう、思い出してくれたみたいですね。その節は取材に応じてくれてありがとうございました。温泉特集、冒険者さんたちに好評でアンケートもいい結果でしたよ！」

　グっと、親指を立てながら喜ぶカレンさん。

　うちの温泉が有名になるのは悪いことではないというか、素直に嬉うれしいな。

「で、どういうことなんでしょうか。この勝負を預かるというのは」

　クムさんが質問する。

「ふふふ。勝負するとはいっても、公平な比較が難しいでしょう？」

「ええ」

「だから、『アドベント』で、このコムネイと熱美温泉どちらがよい施設だったか、勝負する企画ページをつくりましょう。採点には、我が雑誌が新しく導入したマジックアイテム、『評価結晶』を使います」

「『評価結晶』……？」

「はい。その結晶は、装備して行った体験をパラメータ化して満足度を算出する魔法の道具なんです。それを、こっそり協力してくれる多種多様な冒険者や観光客などに使ってもらい、調査員として派遣、その平均値を出して勝負します」

　この世界には、そんな便利なものまであるのか。

「冒険者雑誌がなんでそんなものを用意したわけ？」

　レティシアが聞いた。

「『アドベント』では、冒険者向けのアイテムのレビューコーナーを設けているのですが、昨今、やれ公正でない、やれステマだと、クレームの多い読者が増えて困ってたんです。そこで、絶対に公正な評価を行うために、数字を出せる道具を用意したというわけです」

「でも、いくら公正な道具を用意するとはいっても、不正が行われない証拠はないじゃないですか。評価の買収とかされるかもしれないですし」

「セントー民族がそんな卑ひ怯きようなことをやるはずないだろう。そちらこそ、負けそうになったら不正をするのではないかと心配だが？」

　シャーラが、今度はチーチクを睨にらんだ。

　──いかん、止めないと本当に対決とか始まっちゃいそうな勢いだ。

　今も既に忙しいのに、これ以上客が増えるなんて状況になると、客を受け入れている温泉としてはかなり重労働だ。

　──レティシア。

　レティシアに言葉を飛ばす。

「……なに？」

　レティシアが呟つぶやいて返した。

　こんな馬鹿げた企画は止めないと。

　──あのだな。二日前も言おうとしたが、俺こと温泉の神としては、どちらが上とか下とかどうでもいいと思っているのだが……。

「いいのよ、私たちのことを心配してそんなことを言わなくても。神や精霊が格を気にするのは知っているし、偽神呼ばわりは存在を否定されるようなものだもの。私たちがバシっと言ってやるから」

　──いや、そうじゃなくて。そんな勝負事になったら俺はのんびりできないし──、

「チーチク、ここまで言われたら受けてたちましょう！　今、熱美あたみからもお告げがあったわ。偽物がいたらおちおちのんびりとできもしない。白黒勝負をつけてやる、ってね！」

　レティシアさん、俺そんなこと言いませんでしたよね!?

　前から少し暴走癖があるタイプの子だとは思っていたけど、なに勝手に俺の名前で喧けん嘩か売ってるんですか!?

　レティシアの言葉を聞いてチーチクが頷うなずき、シャーラが不敵に笑った。

　その状況を確認したカレンさんが、にっこりと笑う。

「では、当雑誌アドベントが責任を持ってこの対決あずからせていただきます！　ライゲアとコムネイの名誉のため！　そして、この企画を掲載することによって増えるであろう部数のために！　公平オブ公平に！」

　ああもう、勝手に決まっちゃったよ。

　……はぁ。

　やっぱり、大変めんどくさいことになりそうである。





　　　◆






「ごめんなさい！」

　セントーを出るなり、リザちゃんが謝った。

「いいのよ、リザのせいってわけでもないから。あの女、こっちが必死に弁解しているのに話を聞かなかったし」

　この状況は最終的にレティシアのせいだし、話を聞かなかったのもお前だけどな……。

「まぁ、怒ってたのはリザちゃんだけじゃありませんし。レティシアちゃんもチーチクちゃんも、あと一歩で爆発してましたよね」

「それは当たり前です。熱美あたみ温泉はライゲアのものですから。そして、ライゲアの村長は私です。自分のものがバカにされて気分を悪くしないやつなんていないです」

「ちょっと待ってチーチク、場所を借りているだけでライゲアのものってわけでもないでしょう？　誰が所有者かって話だと、最初に見つけた私になるのが道理だと思うけど？」

　いや、誰のものでもねーよ。

「二人とも、それは違うでしょう？」

　と、今度はクムさんが横から。

　そうだクムさん、なにか言ってやってくれ。

「熱美さまは神さまですよ？　私たちは、その神さまの下で働いているのですから、これはもう仕えているようなものです。つまり、レティシアちゃんやチーチクちゃんの方が、熱美さまのものだという認識こそが正しいはずです」

　ええぇ、いやいや、それも違うだろう。

　俺は別に、レティシアやチーチクのことを自分のものなどと思ってないのだが。

「そ、そっか。なるほど……確かにそうかもしれないわね……」

「そうですね、ライゲアが守られたのも熱美さんのおかげですし。確かに、私たちの方こそが、熱美さまのものなのかもしれないです」

「わかればよろしい。ラーダ教徒である私は、ラーダさまのものであり、熱美さまのものでもあるということで」

　クムさんが満面の笑みで頷うなずきながら言った。

　ラーダ教的に、それはいいのだろうか。

「大変な状況だというのは本当ですけどね。勝負で負けた方はパクリ扱い。そして、勝った方の系列店舗ということになって、上納金を収めなきゃならなくなる、と」

「でも、どのみちあのセントーにはガツンと言ってやる機会が必要だったとは思うけどね。勝手に元祖とか名乗って営業妨害してきそうな勢いだったし。冒険者や観光客を取られるとライゲアも困るんでしょう？」

「その通りです。悔しいですが、ライゲアは小さな村ですから。コムネイのような街がバックアップをして本気でアピールでもはじめると、徐々に立場を奪われてしまうと思うです」

　個人的には、どちらも残って客を棲すみ分わけさせていけばいいのだと思うが、シャーラという少女の好戦的な態度を見ていると、そう簡単にはいかなそうでもあった。

　面倒だが、この勝負は避けられようのないものなのだろう。

「まぁ、大丈夫ですよ。勝てばいいのですから！　勝てば！」

「そうね、熱美あたみが負けるわけないわよ。絶対に余裕だわ。なんてったって、ドラゴンをも沈めたお風呂よ！」

「沈められたの～♪」

　いや、ドラゴンを沈めたのは本当だが、それが満足度で勝てる理由にはならないだろう。

「それに、この勝負に勝てば温泉はもっと有名に──いえ、上う手まくいけば世界中に名を知らしめることになるわ。国内だけでなく国外からも客が増えるかもしれない。なにせ『アドベント』の企画だもの。いいことじゃない」

　冒険者雑誌『アドベント』は、冒険者ギルドと呼ばれる冒険者幇ほう助じよ組織や国の協力のもと、ニールセン国内に留とどまらず国外にも流通する大変有名で読者の多い雑誌である。

　今よりさらに忙しくなる──地獄だ。

　国外から、まだ見ぬ可愛かわいい種族の女の子が俺に入りにきてくれるかもしれないとか、良いこと探しでもしないと心が折れそうである。

「勝ちましょう、ライゲアの──いや、熱美の名誉のためにも！」

「はい！　熱美さまのためにも！」

　行きすぎた信仰心みたいなものもあるのだろうか。

　崇拝されていること自体はありがたいはずなのに、どうしてこうなってしまったのか。

　俺は、心の中でもう一度大きな溜ため息いきをついた。





　　　◆






　周囲が暗くら闇やみに沈んだ後。

　コムネイの街の端にあるセントー、その受付となっているアトリウムと呼ばれる部屋に、黒いローブを羽織った瘦やせこけた男と、彼から物を受け取るドワフィの少女がいた。

「ベラドンナにアサにマンドレイク、ダマスカスにハイゴッドにミスリル……いつもながら本当にいいのか？　こんな高額な薬品や鉱石を大量に安価で譲ってくれるなんて」

「言ったろう？　私の目的はセントーの復興。私の祖母は魔女の呪のろいの三次被害者でしてね、当時呪いに苦しむ人々を救ってくれたあなたたち湯の民には感謝しているのです」

「だが、あなたは大赤字だろう、マギア殿。いや、大層な資産をお持ちなのは薄々気付いている。街からこの施設を買い取っていたくらいだ。まさか、安価で貸し出してくれるとは思わなかったが……」

「在るべきところに返しただけです。なぁに、本当にお金の心配はいらないですよ。本業の方が随分と儲もうかっております故ゆえに」

　男──マギアの商売は魔法の道具をつくりだし、販売する魔造士だ。

　通常、魔法で生み出された現象は世界に残り続けないが、然しかるべき技術を持った人間が、然るべき対価を媒体として使えばその限りではない。

　そして、そうしてつくりだされたものを販売して、生業なりわいとするのが、魔造士と呼ばれる職業なのである。

「それに、もともとお世話になっていたのはこちらの方です。あなたのつくった武具は業わざ物ものである上に魔法の付与成功率も高い。どれだけ儲もうけさせてもらったのかわかりません」

「はは、元本職である鍛か冶じ師しとしての腕を認めてもらえるのは素直に嬉うれしいな」

　セントーの経営を始める前、シャーラの仕事は鍛冶師だった。

　ドワフィは物を製造する技術と才能に長たけた種族で、その技術をいかして各地に公衆浴場を建築したのがセントー民族だ。

　公衆浴場文化が衰退した後、各地に散らばったセントー民族とその子孫は、武具をつくる鍛冶師となっていた。

「では、品物はお渡ししたので自分はこれで。この銭湯の益ます々ますの発展を願いますよ」

　マギアが恭うやうやしく礼をして、アトリウムを去る。

　そんな彼の背中を見送った後、シャーラが再び拳こぶしを握りながら意気込んだ。

「絶対に勝つ。勝って、もう一度我ら一族に栄華を。父のために、祖父のために……！」












■第二章　温泉式チェーンコンボ的な？




　勝負の準備は一週間で行われ、『アドベント』主導の浴場対決はさっそく幕を開けた。

　カレンさんが決めた勝負の期間は三ヶ月。

　月が半分過ぎた頃、各施設に中間報告が行われ、その後月末に発売している雑誌でその月の結果を掲載。

　これを三回繰り返して、累積されていくポイントをより多く獲得した方が勝ちというルールらしい。

　得点は覆面の調査員が行うらしいが、この調査員は種族性別年齢と多様で、満足度を高めるには隙すきなく要望を満たす必要があるのだとか。

　温泉の心地良さは勿もち論ろんのこと、設備の清潔さ、接客のよさなど。あらゆる側面で客が感じた満足度となって計測され、評価ポイントとなる。

　そんなわけで、我が熱美あたみ温泉従業員の一同は、いつも以上に張り切って業務に当たっていた。

　施設の隅から隅まで、汚れを一切残さない姿勢でしっかりと清掃を行い、出迎えは腹の底から大きな声で。

「いらっしゃいませ！　熱美温泉へようこそ！　人繫つなぎ、心繫ぎ、冒険へと繫げるライゲアの秘湯、ホっとする熱美あたみ温泉はホットに営業中です！」

　番台に座ったリザちゃんが、あざとい笑顔を男性客に向けた。

　リザちゃんの笑みに射い貫ぬかれた客が、にやけ顔を隠せない様子でそそくさと浴場を出て行く。

　その様子を見守っていたレティシアが、思わずガッツポーズをつくった。

「作戦成功ね。やっぱり、リザも番台に座るべきよ。可愛かわいいからね」

「そ、そんなことないよ。おねーちゃんの方が私より綺き麗れいだし向いてるって」

「いいや、リザの方が可愛い。リザの笑顔はサキュバスの魅了魔法チヤームよりも強力よ。そんなあなたより向いている番台なんて、存在するはずがないでしょう？」

　そういって、レティシアがリザに抱き付きながら自らの頰ほおをすりすりと寄せた。

「も、もー！　おねーちゃんったら、恥ずかしいからあんまりからかわないでよ！」

　リザちゃんが照れながら頰を膨らませるが、あれはからかってるんじゃなくて本気で言ってるぞ。

　と、二人がじゃれついていると、男湯から中性的な顔立ちの、作さ務む衣え姿の男性が忙せわしない様子で出てきた。

「ううう、楽してお金がもらえると聞いたのに、かなり騙だまされた気分なんですけど。ちょっと忙しすぎじゃないですか～」












　新しく雇い入れた男性従業員、フレイ・ブラッドだ。

　彼はかつて、この熱美あたみ温泉で働いていた元従業員であり、チーチクを陥れてこの温泉を奪おうとしたギリアムに飼われていた奴隷でもある。

「というかね、アンタをまた雇い入れてる状況が異常なのよ。嫌なら出て行ってもらっても構わないけど？」

「そ、そんな殺生な～。そんなこと言わないでください。この温泉に捨てられたら、本格的に行くところがなくなって……僕、僕……！」

　フレイが、ぼろぼろと涙をこぼした。

「ああああもう、わかってるわよ！　鬱うつ陶とうしいから泣かないで！」

　文句を言いながらも、レティシアが懐に忍ばせておいたハンカチを彼に差し出す。

　先日のギリアムの一件で、フレイは一度ラーダ教による審問を受けた後、ラーダ神の下に行われる裁判にかかっていたらしい。

　だが、彼はあくまでも自分の意思では行動しておらず、ギリアムの隷属魔法によって強制的に従わされていたことが判明したため、教会が言い渡したいくつかの奉仕活動の後、自由の身となった。

　しかし、自由になったとはいえ、もともと資産の類を所有していなかった上に、ギリアム以外のろくな知り合いもいない彼は、身柄を拘束されていた王都からライゲアまで歩いてきた後、途方に暮れたのだという。

　それを知り、空き家と働き口を提供したのがチーチクだ。

「でもおねーちゃん、フレイさんのお陰で助かってるんだよ？　前から、営業時間中に男風呂がメンテナンスできなくて困ってたじゃない。いつも常連さんに甘えてたし。経験者であるフレイさんは即戦力で大助かりだよ」

「ううう、リザさんは癒やされます。やっぱり意地悪なお姉さんとは違いますよねっ！」

　グイっと、乗り出すようにしてリザちゃんの手を握るフレイ。

「アンタ、うちの妹に手を出したら殺すわよ。いいから、忙しいんだから働きなさいってば！」

「ひぃ！　わ、わかってますよ～！」

　フレイが逃げ出すようにしてその場を立ち去る。

「ったくもう。いくらコムネイのセントーに勝つためとはいえ、あんなことをやった奴やつを雇うなんて、チーチクはなにを考えてるのよ」

「うーん、その時は私いなかったからわからないんだけど、そんなことがあった人だからじゃないのかな。悪いことをしちゃっただけで、悪い人ではないんだよね？　この温泉って、そういう人が働く場所として丁度いいような気がする」

　リザちゃんの発言に、レティシアが一瞬キョトンとして、すぐにくすくすと笑い始めた。

「な、なにかおかしいこと言った？」

「いや、リザの言う通りよ。うん、そう。多分この温泉って、そういう人が働くのに丁度いいのよね。入っているとあたたかくなって、悪い感情とか後ろ向きな気持ちとか、そういうのが落ちちゃうから。ごめん、ちょっと意地悪言ってみただけよ」

　まぁ、レティシアがフレイのことを嫌ってないのは、俺が見ていてもわかっていたけどな。

　温泉というものに対する考え方は個人によって違うと思うが、当温泉に限って言うのであれば、従業員だろうが客だろうが迷惑行為さえしなければ誰でもどんとこいである。

　たとえドラゴンやモンスターだろうが、タトゥーを入れたダークエルフや黒ギャルだろうが、温泉を愛してくれるのであればそれでいい。

　そんなことを考えていた矢先、ズドオオオオオオオオンと、腹をミサイルかなにかで抉えぐられたあと爆発させられたような痛みが走った。

「ははは！　俺の勝ちだな弟よ。さすがにこの水柱には勝てまい！　お前とこの温泉でどちらが激しい水柱を立てられるかの競争をすると決めてから、ずっと練習してきたのだ。今日まで周囲に他の客がいるから試せなかったがな」

「風魔法を使って水面に衝突する勢いを上げるとは、さすが兄者。だが、俺だって無策ではない。今日この日のために習得した、身体からだを鉛に変えるこの魔法、いざ試さん！」

　やめてくれ。

　ああ、誰でもとは言ったが、一つ追記だ。

　マナーさえ守ってくれたら、な！




　その日、熱美あたみ温泉には改めて『飛び込まないでください』との貼はり紙が貼られた。





　　　◆






　半月後、営業時間終了間際、フロントにスーツのような服を着たカレンさんが現れた。

　最初の中間報告のためだ。

　番台に座っていたレティシアに、カレンさんが胸元のポケットに入れていた紙を手渡した。

「現在の結果はこの通りになっているわ」

「ええっと……って、ちょ、ちょっとっ！　これってどういうこと!?」

　すると、内容を確認するやいなや、いきなりレティシアが大きく声をあげた。

「どうもこうもありません。私たちの用意した評価結晶を使って、公平に価値比べをしただけですよ。その結果がこうなわけです」

　……なんと書いてあるんだろう。

　残念ながら、俺はこの世界の文字が読めないんだよな。

「ダメですよ、レティシアちゃん。こういうのは熱美あたみさまにもわかるように読んであげないと」

　と、レティシアが受け取った紙を広げていると、フロントの清掃をしていたクムさんがやってきて、内容を読み上げた。




『ライゲアＶＳコムネイ　浴場対決企画　第一回中間報告




　熱美温泉　　　　　37満足ぅ

　コムネイセントー　48満足ぅ




　自分たちこそが本元だと名乗りを上げたコムネイのセントーは、その自信に違たがわぬ満足度を顧客に提供して熱美温泉に一歩リードした。

　湯の心地良さは満場一致で熱美温泉が上だと答えた調査員だが、栄えた街中にあることによるアクセスの良さ、健康志向のニーズに上う手まく嵌はまった蒸し風呂、家族連れ向けの魔法ゲームに遊び心のある大きな浴場と、それ以外の面でコムネイが大きく優勢。

　熱美温泉が無類の風呂好きに人気のある名湯であるならば、コムネイのセントーは大衆受けするお湯の娯楽施設というところだろうか。

　第一回中間報告では、対象客数の差が明暗を分ける形となった』




　クムさんの言葉によれば、あの紙にはこんな感じの文面が書いてあるらしい。

「そんな。接客もしっかりやってるし、お客さま方にだってみんな笑顔で利用していただけているわ！　今できる精一杯のおもてなしをやっているはずよ！　それなのに、負けてるなんて……」

「この温泉以上に、コムネイのセントーに満足しているってことでしょうね」

「それになによ、この満足ぅって！　ふざけてるの！」

「わ、わかりやすい単位だと思いますが、ダメでしたか？」

　カレンさんが苦笑いを浮かべる。

　単位がアレなのはともかく──こちらの施設が悪いのではない、相手が悪いのだ。

　確かに、一度訪問した際、素晴らしい施設だとは思ったが……向こうの世界でも住宅街近くのスパリゾートは元気だしな。

「まぁ、満足度は僅差ですから、頑張ればまだまだ逆転の芽はありますよ。とりあえず、結果はお伝えしましたので、今日のところはこれで」

「せっかく来たのに、温泉には入って行かないの？」

「この勝負が終わるまで、お預けにしようかと。改めてどちらかが気に入ってしまって、肩入れオブ肩入れしたくなってしまったら嫌じゃないですか。では、また後日」

　そう言うと、カレンさんが一礼をして温泉から出て行く。

　──さて。

　レティシアとクムさんが、黙ってカレンさんの出て行った入口の方を見ていた。

　そんな二人のもとに、食堂を清掃していたリザちゃんとミィが駆け付けてくる。

「どうしたの？　誰かお客さんが来てたみたいだけど」

「二人とも、真面目まじめな顔してるの～」

「カレンさんが来て、勝負の途中経過を報しらせて行ったのよ」

「……なるほど。あまりよくない報せだったんだね」

　リザちゃんの言葉に、レティシアが神妙な顔で頷うなずいた。

「とりあえず、ちょっと山を降りてチーチクを呼んでくるわ。それから作戦会議にしましょう」





　　　◆






　みんなが集まった食堂にて。

「それは厳しい状況ですね。街中にあるから観光客のアクセスが容易。施設も楽しくて満足度に大きな差がある……と。予想はしていた範はん疇ちゆうです。負けたことはそんなに不自然じゃないです。納得できるです」

　状況を聞いたチーチクが、当然といった表情でそう口にした。

「なによアンタ、この間はあんなに強気だったのに！」

「強気と盲信は違うです。結果として負けを表示されたのであれば納得するですし、そこにゴネても仕方がないじゃないですか」

「そ、そうだけど……」

「あちらの方が、敷居が低くて楽しいってところでしょうね～」

　敷居と楽しさ、か。

　心地良さ以前に、アプローチの方法で差を付けられてしまっているよな……。

「というかさ、あっちの温泉が偽物だってバラして営業妨害すればいいんじゃないの？　風評が悪くなれば客足も遠のくでしょう。こちらの得点を上げずとも、向こうの点を下げれば勝利に繫つながる。発想の転換よね」

　またレティシアは、ドヤ顔で酷ひどいことを提案してくるな。

　確かに、競争している以上は相手の点数を下げればこちらが勝利に近付けるというのは間違いないし、妨害工作だって上う手まく働けば有効なのかもしれない。

　だが、それはあくまでも本当に下げられればの話だ。

「利用客にしてみれば、本当に温泉が湧わいているかどうかなんて瑣さ末まつな問題です。冒険者に必要な効果はあるわけですし、この街の住民に盛り上げたいという気持ちはあっても、騙だまされたからといって怒り出すようには思えないです」

　チーチクが、俺の思っていたことを代弁してくれる。

「そもそも、仮に人工的であったとしても、あんな効果を持つお風呂を実際につくって安価で提供しているなんて、喜ばれこそすれ叩たたかれるわけがないですから」

「不思議といえば、そこが一番不思議なのですよね。あのお風呂、普通に考えると絶対に巨額の赤字しか出ないはずなのですが。どうやってあれだけのものをつくり維持するための素材を調達しているのでしょうか」

　クムさんが不思議そうに言った。

「聞いたけど教えてくれなかったのよ」

「それに関しては、少し調べてみてもいいかもしれませんね。勝負の役に立つかはわかりませんが、なんだか気になりますし」

　今の俺の温泉ほどの強力さはないとはいえ、普通は再現できないはずのバフ効果を持った銭湯、か。

　自分の凄すごさに関してあまり実感がないが、レティシアたちが最初に入った時の反応を思い出せば、人を強くする効能というものがどれだけ珍しく普通ではないものなのかがよくわかる。

「ひとまず、ライゲアとこの温泉を往復できる馬車を出すです」

「それはいいアイデアじゃない。冒険者以外も通いやすくなるわ」

　確かに、交通の便をよくするのは、敷居を下げるための一つの策ではあるか。

　だが、まだそれだけじゃ弱い気がする。

　村から馬車に乗って移動するのと、街の中にあるのとでは圧倒的に後者の方が楽だ。

　それに、施設の楽しさの差も狭まっていない。

　──って、待てよ……そうだ、なぜ気付かなかったのだろう。

　本当に可能なのかはわからないが、やってみる価値はある。

　思いつくと同時に、俺はマナを搔かき集あつめて実体化を行う。

　──って、やばいやばい。

　先日レティシアに怒られたばかりだ、まずは温泉のお湯から湯けむりを起こして、それをこの食堂まで運ぶように飛ばして──。

「な、なに!?」

「湯けむりが食堂に入ってくるです!?」

　部屋にいたみんなが騒ぎ出すが、気にせず俺はマナを搔かき集あつめて、今度こそ実体化。

　同時に、俺の出現した位置を湯けむりで隠して、その隙すきにテーブルの上に放置してあった白皿を手に取って、自分の股こ間かんに押し当てる。

　湯けむりが晴れて、白皿で股間を隠す全裸の俺がみんなの前に出現した。

「久しぶりだな、みんな」

「熱美あたみ!?　なんでそんな騒々しく出現してるの!?」

「なんだって、お前が言ったんだろう。リザに教育に悪いものを見せるなって」

「そ、そうだったわね!?　って、それはそうと、なんなのよその格好は！」

「なんなのと言われても、白皿で股間を隠している……いや、白皿を装備しているだけだが」

　今更だが、この世界はずいぶんとゲームっぽい。

　そしてゲームによっては、衣服を装備してない状態でアクセサリー欄に食器だけ装備したりできる状況が、稀まれによくある。

　だとすれば、全裸に白皿だけという状況も、べつに不思議ではないのじゃなかろうか。

「なにかおかしいか？」

「おかしいでしょ！　大事な部分だけ隠しているから余計に変態っぽいんですけど!?」

「む……」

　どうやら、この世界では白皿だけ装備というものが普通ではなかったらしい。

　確かに向こうの世界の常識で考えれば俺もそう思うが──やれやれ、異世界の常識というものは難しい。

「だったら、外した方がいいか？」

「ああもう、それでいいから！　リザに教育に悪いものを見せないで！」

　リザちゃんが顔を真っ赤にしてこっちを見ていた。

「いや、すまん」

　なんだか申し訳なくなって、謝りながら念入りに股間を白皿で隠す。

　うっかりはみ出さないように気をつけよう。

「それで、熱美さんがこのタイミングで出てきたってことは、なにかいいアイデアでも浮かんだってことですか？」

「あぁ、その通りだ。いや、実現できるかはわからないんだが──」

　俺は、こほんと小さく咳せき払ばらいをして続ける。

　上う手まくいった場合、死ぬほど忙しくなりそうだが、この案しかないよな。

「村の中に、この温泉の二号店をつくるというのはどうだろう」





　　　◆






　翌朝。

　再び瓶詰めしてもらった俺は、チーチクに運ばれてライゲアの村の中を歩いていた。

「とりあえず、こうやって村の中を歩き回ればいいんですよね？」

　コポコポ。

　瓶の中の湯を沸騰させて、チーチクにオッケーサインを出す。

　チーチクに教えてもらってわかったことだが、熱美あたみ温泉のあるあの山はレギア山と呼ばれる火山で、はるか昔に何度か噴火をしたこともあるらしい。

　転生先があの山の温泉だったのは、おそらくそういった地理的かつ温泉的な背景があってのことなのだろう。

　火山の周囲には温泉が湧わきやすいが、その原因は地下に眠るマグマ溜だまりだ。

　マグマ溜まりによって温められた地下水が、塩化物やら硫化水素やらなんやらを煮詰めて混ざり合い、地上に噴出して温泉となるのである。

　そしてライゲアは、熱美温泉のある山のすぐ麓ふもとにある村であり、地下を俺が流れている可能性が高い。

　いや、高いではない、間違いない。

　今もライゲアの地下に、身体からだから切り離された自分の一部があることを、朧おぼろ気げながら感じているのだから。

　こんなことができるようになったのはレベルが上がって温泉としての自分の機能みたいなものを強く感じられるようになったからだが、赤ん坊が身体能力を発達させて立てるような感覚に近いのだろうか。

「どうです？　熱美さん、湧きそうです？」

　ダメだ、このあたりは深い。

　もっと水脈が地表近くを流れている場所を探さないと。

　チーチクに連れられて、村の中を端から端まで探索する。

　レティシアたちは、温泉の経営があるので付き合ってはいない。

「こうやって二人で歩くの、なんだか懐かしい気がするです」

　チーチクが笑みを浮かべた。

　そういえば、最初ライゲアの村を訪れた時もチーチクと二人だったか。

　ギリアムの策略に嵌はまり、温泉の所有権と村長の権利を奪われた際、その状況を打破するためにチーチクと二人でギリアムの素行を調査しに来たのが初の来訪。

　それからは、熱気を帯びていくライゲアの様子を確認するため、何度か瓶に入れて連れて来てもらっていたが、その相手は念話での意思疎通が可能なレティシアとである。

「熱美さんのおかげで、村に人が増えて活気も戻りました。もう、人口ややってくる冒険者の数だけなら、パパさまが盛り上げていた時代以上です」

　そう言って、チーチクが村を見回す。

　ライゲアの土道はコムネイの石畳と比べると質素なものだが、常に綺き麗れいに均ならされていて景観の悪さは感じない。

　チーチクが仕切って村人に整備してもらっているのだろう。

　景観が悪いと、人が寄りつかなくなるだろうからな。

「村長のあたしは、まだまだパパさまとは比べるまでもないんですけどね。これでも色々考えてるです。村にお金が入っても、煉れん瓦がの建物はつくらず、木造と草くさ葺ぶきのものを主流としたままです。煉れん瓦が造づくりの家は、揺れに弱いそうですから」

　そういえばまだ経験してないが、火山がすぐ近くにあるから地震が多いのか。

　今更気付いたが、煉瓦を使っているのは入口のアーチと、派手好きそうなギリアムの家の屋根くらいだ。

「その上で、ライゲアの良さを引き出します。最近、ちまたではすろーらいふってやつが流は行やっているらしいです。ゆっくり、急がず慌てず人生を謳おう歌かする。そういうものを売りにして、若い人を集めているです」

　──なるほど。

　確かに、村全体を流れる和やかでのんびりとした空気には、牧歌的な魅力がある。

　こいつも色々と考えてやってるんだなぁ。

　と、そんなライゲアの景色を眺めつつ、田畑が広がる村の外れまでやってきた時だった。

　──近い。

　人間の身体からだの時でたとえるなら、完全に痺しびれてしまった身体の一部が、ほんのりと感覚を取り戻していくような状態に近いだろうか。

　コポ、コポ、コポポ。

　俺は、お湯を何度か沸騰させて、事前に打ち合わせしていたモールス信号のような合図をチーチクに送った。

「このあたりですか」

　合図に気付いたチーチクが、少し歩調を緩めて水脈を探るように歩き始める。

　あ、ちょっと遠くなった、そっちじゃない。

　コポ、コポポ。

「む……こっち、ですか？」

　チーチクが方角を変えて、再び歩き始めた。

　なんだか、自分の身体がダウジングマシンになったような気分だ。

　そうだ。

　コポ、コポポ。

「うん？　だったらこっち、ですか？」

　コポ、コポポ。

「む？　では、こっちですかね」

　コポ、コポポ。

「ううん？　じゃあこっちですか？」

　コポ、コポポ。

「…………」

　チーチクが立ち止まって、ジトっとした目で瓶を睨にらんだ。

「熱美あたみさん、からかっているですよね？」

　コポ。

「じゃあ、熱美さんがもっとわかりやすいように、瓶の中の水を土に返して差し上げるですかね」

　チーチクが瓶のキャップを開いた。

　コポ、コポポポポポ！

　必死に信号で否定する。

　すまん、出来心なんだ！

「はぁ、真面目まじめにやってくださいです。熱美さんの面子メンツのためにやっているところもあるんですからね」

　……なんだか面白かったので遊びたくなってしまった。

　そんなことを何度も繰り返して、気配のする方を目指して歩いてもらう。

「しかし、面倒ですねこれ。なんであたしは熱美さんから言葉を受け取ることができないのですか。レティシアさんはやれるですのに」

　悔しそうにチーチクが言った。

　まぁ、チーチクより付き合いの長いクムさんともやれてないし、多分レティシアがチョロすぎるだけなのだろう。

　普通は、念話ができるまで好感度が高まるのは難しいのだと思う。

　と、何度か向きを変えて、歩き回っていると、他に比べて一際水脈が近い場所を見つけた。

　村の外れ、田畑に囲まれた道の先、ギリアム邸の近くにある空き地だった。

　コポ、コポ、コポポ、コポポポ。

「ここ、ですか」

　ああ、間違いない。ここを掘れば、俺は湧わく。

　さてさて、無事に温泉の湧く場所を見つけたわけだが、となると今度はここを掘る必要が出てくる。そして当然のように。この世界には温泉が掘れるような掘削機械はない。

　だが、掘削機械はなくとも、地面を掘れる生物ならいる。

「では、一度温泉に戻るですか。ミィを連れて来ないと」

　コポコポ。

　俺が頷うなずきの合図を送ると、チーチクは踵きびすを返して来た道を引き返した。




　一度温泉に戻ったチーチクは、ミィ、そして彼女と契約しているリザちゃんを連れて、温泉の気配がした場所へと戻った。

　ミィにとって、リザちゃんはアンテナのような存在で、距離が離れすぎると魔力の供給が断たれてしまうからである。

「漏もらさないようにしなくちゃ……我慢しなくちゃ……我慢……我慢……」

　リザちゃんは、ここにやってくる途中、緊張した面持ちで譫言うわごとのように同じようなことを呟つぶやいていた。

「だから大丈夫ですってばリザ。これまで一度も人ひと気けのある場所で漏らしたことはないじゃないですか」

「で、でも、一度失敗してしまうと、緊張しちゃうんです。我慢しなくちゃいけないって思っちゃって、そうすると余計に出そうな気がしちゃうし……」

　ああ、あるある。

　俺のはトイレの我慢の話だが、ああいうのは我慢しようとすればするほど、出ちゃいそうな気がして不安になるんだよな。

「昨日のは事故です。あの女が挑発してきたのが悪いですし。とにかく落ち着くです。ほら、深呼吸して」

「は、はい……す～、は～、す～、は～」

　チーチクに諭され、ゆっくりと深呼吸をはじめるリザちゃん。

　チーチクにとって、リザちゃんは数少ない自分の年下だ。ミィはああ見えて数百歳だし、温泉の従業員で唯一年上ぶれる相手がリザちゃんである。

「う、うん、もう大丈夫です」

　若干不安が残る発言だが、とりあえずリザちゃんは落ち着いたようで、それを見たチーチクが満足そうに頷く。

　以前、レティシアとチーチクを姉妹のようだなんて思ったことがあったが、だったらリザちゃんがその二人の妹ポジションにでもなるのだろうか。

　その全員の姉がクムさんかもしれない。

　ミィは……ペット？

「では、ここを掘るらしいです。ミィ、お願いできるですか？」

「わかったなの」

　チーチクの言葉を受けたミィが、両手を大きく広げて空を仰ぐ。

　すると、眩まばゆい光を放った彼女の身体からだが、形を変えながらみるみるうちに大きくなった。

　ミィの身体は、周囲の建物よりも大きなサイズとなった後、発光を止めて姿形を周囲にハッキリとさせていく。

　先程までのあどけない童顔は、ぎょろりと鋭い瞳ひとみを持つ巨大な爬は虫ちゆう類るいの顔へ。

　全身はぎざぎざとした鱗うろこで覆われており、背中には空を飛ぶための翼が、お尻には矢尻を連結させてつくったような形の長い尻尾しつぽがついている。

　気付けば、リザちゃんがミィの着ていた服を持っていた。

　彼女が変身する瞬間に、破れないよう早はや業わざで脱がせたらしい。

「で、でもいいのでしょうか。ミィが思いきり地面を叩たたいたら地面が揺れちゃうような」

「お二人を呼びに行く前、このあたりの家の方々には気をつけるように報しらせて回っているから大丈夫です」

「そ、そっか。だったらミィ、お願い」

「んじゃ、行っくの～」

　本来の姿に戻ったミィが、爪つめを立てるようにして地面に右腕を振り落とした。

　話に聞くところによると、ドラゴンの持つ爪は最上級の武具をつくる素材にもなるらしく、つまるところ大変頑丈なものだ。

　そんなものを、全長十メートル以上はあるドラゴンが思いきり振り下ろせば、その威力は現代のショベルカーなど相手にならない。

　ずしんと一帯を激しく揺らし、地面に亀き裂れつを入れながら、ミィの爪が地面を抉えぐる。

　最初は落とし穴でもつくっているかのように、深度を深めた後は、身を乗り出すようにして穴を掘った。

　表面の比較的柔らかい土は勿もち論ろん、固い岩石のような地層も、溶けかけたアイスを掬すくうスプーンのように、引っかかることなく抉り取っていく。

　ある程度削ると、地表からは届かなくなったので自分の身体が入るくらいの空間を確保して、足を空に向け翼をはためかせながら掘り進めた。

　邪魔になった土は地表まで持って来て、土山にしていく。

「ドラゴンの爪は最高級の武器の素材にも使われるくらいですが……なるほど、これは凄すごいです。魔力も使って爪を強化しているようですが……」

　チーチクが息を吞のんだ。

　なるほど、そういえば日本では土の竜と書いて土竜もぐらと読んだよな。

　やがて、ミィの掘った穴の先が見えなくなり、地底へと続く大空洞のようになる。

　穴の先は真っ暗くら闇やみ、誤って落ちればそのまま命を落としそうである。

　周囲の民家や通りかかった人たちが、気になったのかこちらにやって来て集まり始めた。

「なにやってんだこれ」「村長が温泉さまを掘ってるんだってよ」「えええ～、温泉さまって掘れるのかい!?　神さまなのに!?」

　集まった人々が、がやがやと騒がしくしながらミィの掘削作業を見守る。

　この世界の人にとっては、温泉を掘るところなんて見るのは珍しいだろうな。

　いや、向こうの世界でも珍しかったし、ドラゴンが温泉を掘るところなんて見るのは俺も初めてだったが……。

　──コツン。

　と、その時、身体からだの奥がコツンと小突かれるような感触を覚えた。

　間違いない、今ミィが触れた箇所、そこが俺の流れる水脈だ。

　ごりごりと、ミィの爪つめがその周辺を解ほぐすようにして何度も叩たたき、突いてくる。

　あ、や、やだ、これ、なにか込み上げてきて……くっ！

　どくどくと、熱を帯びた液体が、俺の身体の中を上へ上へと駆け巡る。

　──で、で、出ちゃう。熱いのが……ああああああああ！




　ぷしゃああああああああああああああああああああ！




　刹せつ那な、ミィが掘った穴の奥から温水が噴き上がった。

　噴き上がった水の天てつ辺ぺんには仰あお向むけのミィがいて、温水の勢いに押し戻されたのか、逃げるように飛行しようとしたところ背中を押されたのか、温泉に押し出されるようにして地上に戻ってきていた。

「きゃああああああああ、あ、熱美あたみの、あついなのおおおおおおおおおおお！」

　って、いかんいかん、火山性の温泉が湧わきだしてきているんだ、そのままだとやばいくらいに熱い可能性が高い。

　ドラゴンがどの程度熱に強いのかわかっていないが、熱がっているのを放ほうってはおけないよな。

　ええっと、あのお湯を操作──こうか？




『座標（58、１２６）を操作します。

　水温が１００から50に下降しました』




　お、持ち運んでもらったお湯を操作する時と違ってしっかりとアナウンスが出たぞ。

　山の上の本体と、今の俺にとっての血とも呼べそうな、水脈と繫つながっているからかもしれない。

　表示された座標はあのお湯の湧いた位置なのだろう、ついでに水量も減らすように働きかけておく。

　このまま温泉が溢あふれて周囲が水浸しになるとやばいし、水を汲くみ上あげすぎると一帯の地盤が沈みかねない。

　ライゲアの空き地に出来上がった噴水の勢いで空に打ち上げられ、そのまま地上に落ちて来たミィのところへ、リザちゃんが慌てて駆け寄った。

「ミ、ミィ、大丈夫？」

「熱いのが思いきり顔にかかっちゃったの……警戒するからああなるなら先に言っておいて欲しかったの～」

　すまんすまん、ドラゴンなら大丈夫だろうとか高をくくってしまっていた。

　人間の姿になった時にしっかり謝っておこう。

「熱美あたみさん、やりましたですよ！」

　飛沫しぶきを散らし虹にじを描いた温水を見ながら、チーチクが笑みを零こぼした。

　ああ、源泉の掘削、成功だ。

　まさかこんなにスムーズにいくとは。

　だが、安心するのはまだ早いか。

　熱美温泉二号店計画は、最初で最大の難関を越えたことでようやく本番に突入する。

　まずは、温泉の湧わき上がっているこの穴に水路を通さないとな。

　穴も埋めないと危ないだろう。

　そして、水路の先に──

「それで、熱美さん。このお湯で温泉をつくって、その横に新しい宿屋をつくるんですよね」

　コポポ。

　──そう。

　温泉施設の横に新しい宿屋を建てて、併設させる。

「温泉併設の宿屋……確かに、それはいいアイデアかもしれませんです。朝起きてそのまま温泉に入ることもできるですし、食事用の食堂だって用意できるです。さすが熱美さんです」

　思い付きというよりは、元の世界の温泉旅館なわけだが、巨大な桶おけに水を張るのがメジャーな入浴文化となっているこの世界では、大胆なアイデアになるのかもしれない。

　当然、新設の浴場は宿泊客以外も利用できる広いものだ。

　そして、コムネイのスーパーセントーとまではいかなくとも、あの大きさを目指して多様な湯船をいくつも設置する。

　俺の力さえあれば、水風呂から電気風呂まで、温泉は多様に変えられるからな。

「では、あたしはさっそく村に残って、そのための準備といくですか。熱美さん、もしなにか気付いたら、あとで伝えてくださいです」

　コポポ。

　俺も、瓶から視界を確保できている間は、チーチクの様子を見守るとするか。

　と、待てよ。

　この新しく湧わいた温泉に視界を移せないだろうか。

　俺は、いつもの要領で視界を切り替え、そこに湧いている温泉へとチャンネルが合うように意識を向けた。

　──っ、一度暗転した視界にもう一度光が広がって、地面から湧き上がる温泉から見た村の景色が映った。

　よし、成功だ。

　今後は、ここを通じてライゲアの様子を眺めていくことにしよう。

　──さて。

　とりあえず、これで二号店の準備は整ったわけだが、まだ安心するのは早いわけで。





　　　◆






　熱美あたみ温泉二号店の建築は、急ピッチで進められることになった。

　完成予定は約一ヶ月後。

　この世界では物を運んだり加工したりという工程を、機械に頼らず魔法で行うことができるし、元いた世界に比べると頑丈な鉱石や木材など質がよく便利な材料が多い。

　圧縮魔法と切断魔法を組み合わせて魔法金属を加工すれば、対震・対火・対水・対風の対属性効果がついた建築物の土台となる鉄筋ができるし、図面をつくるための縮尺だって、計測系の魔法を使えば一発で判明する。

　おかげで、現代世界のそれに比べると何倍ものはやさで建物をつくることができた。

　そういえば、山の寮も二階建てのそれなりに立派な木造建築物だったりするのだが、あれは完成まで二週間くらいだったっけ……。

　とはいえ、コムネイのセントーとの勝負の期限は三ヶ月。

　その間も覆面調査員たちは評価していくわけで、黙って完成を待っているだけでは不安である。

　となれば、他の策も講じておくべきだ。




　営業時間後、もうライゲアに戻ったフレイを除く、従業員の集まった元休憩室の片方にて。

「っ──相変わらずの卓越したラケット使いね！　というかクム、教会の一神官でしかないはずなのに、なんでそんなに上う手まいわけ!?」

「鈍器を振り回すのはメイスで慣れていますから。身のこなしに関しては……うーん、そうですね。秘密です♡」

　板張りの床の上で、二号店の宿泊客用にと準備した館内着である浴衣ゆかたを着たレティシアとクムさんが、会話の応酬をしながらピンポン球を打ち合っていた。

　球が跳ねているのは卓球台、両者の手にはラケット。

「そこっ！」

「っ!?」

　クムさんの打ち込んだ球が、レティシア側の卓球コートを叩たたいた。

「はい、今のでゲームセットです。今回もクムおねーちゃんの勝ちです」

　審判をしていたリザちゃんが、クムさん側の手を上げて勝利を告げる。

「……つ、強すぎる。本当に初心者なの？」

「ええ。昨晩、熱美あたみさんにルールを教えてもらったばかりです」

　レティシアが、放ほうるようにラケットを台に置いてがくりと崩れ落ちた。

　クムさんとレティシアがやっていたのは、そこに設置してある卓球だ。

　この卓球台（卓球セット一式）はレベルアップによって設置できるようになったもののうちの一つだが、この世界の住民にルールを説明するのが面倒なのと、俺個人は特に卓球に思い入れがあるわけでもなかったので放置しておいたアイテムだった。












　だが、今は状況が違う。

　多様なお客さんの満足度を高める必要があるためだ。

　そういえば、最近は拡張していく温泉を使って、既に来ているような客を効率的に気持ち良くすることばかり考えていた気がするが、今はまだ見ないお客さんを取り入れる努力だって大事だよな。

　街中に二号店とまではいかなくとも、ライゲアから馬車を出してアクセスを改善するくらいすぐにでも思いつけたはずだが、それをやらなかったのは客は温泉を求めて山を登ってきてくれるという勝手な先入観があったからだろう。

「はぁ～、でも楽しいわね、このタッキューってやつ。いい汗かけるし、反射神経も鍛えられそうだし、冒険者の鍛錬としてもいいかも。お客さんにも教え甲が斐いがありそうだわ」

「盛り上がったら、大会を開いてみるのもいいかもしれませんね。入浴券とか、賞品も用意して」

　と、二人が盛り上がっていると、

「だったら、これの大会もやって欲しいの～」

　タッキュー台の横に設置されたゲーム筐きよう体たいに向かうミィが言った。

「ミィはずっとそれに嵌はまってるわよね。リザやクムも気に入ってたみたいだけど、なにが面白いんだか」

「レティシアちゃん、クリアできないからって一度怒って壊しそうになったんでしたっけ？」

「相手は遠くから攻撃ばかりしてくるし、近付くと狙ねらったみたいに投げとばしてくるし、なによりそのレバーとかいうやつ操作がしにくいのよ！　というか、魔法ゲームは子供に人気だから、私が大人ってことでしょ!?」

　いや、ミィはお前より年上だろ。

　今ミィがプレイしているのは、魔法ゲームではなくマナで動く、２Ｄ格闘アクションのゲーム筐体だ。

　これも俺の能力で生み出せたものだが、以前設置した時は、コンピューターに負けてキレそうになったレティシアに破壊されそうになったので引っ込めておいた。

　だが、セントーで魔法ゲームが流は行やっているのを見て、これはいけるのではとタッキューとともに出してみたら予感は的中。

　レティシア以外の三人には非常に好評である。

　というか、レティシアが下手すぎただけだな……。

「大体、それまでピンピン元気に動けてたやつが、ゲージがなくなったからっていきなり倒れるのはおかしいでしょ!?　ありえないわ！　もう少しゆっくり動けなくなったりすべき！」

　いや、ゲームに文句を言われてもだな。

　とりあえず、卓球はチーチクに言って同じようなものを物理的に生産、二号店の宿を使って設置予定の遊技場に置いてもらおう。

　ゲーム筐きよう体たいも……どうにかなるのだろうか？

　これもできれば設置したい。

　イン○ーダーに似た魔法ゲームなんてものが存在したんだから、いけそうな気はする。

「でも、良かった。この娯楽室と完成した二号店さえあれば、コムネイのセントーなんて一ひと捻ひねりな気がするわ。もう勝ちも見えてきたってものよね」

「そう簡単にいけばいいのですが～」

　あははと、クムさんが苦笑いを浮かべる。

　うん、楽観視はできないよな。

　コムネイのセントーで一番印象に残ったのは蒸し風呂だ。

　元居た世界でもサウナは人気があったし、うちにもあれに対抗できるなにかが欲しい。

　こちらもサウナを製作……あんな大規模な施設、ノウハウのない状態で上う手まくつくれるものだろうか。

　ライゲアの住民は二号店の準備で忙しく、そんなに余裕もないはずである。

　それに、相手とまったく同じことをやるというのも芸がない。

　なにかもっとインパクトがあって、サウナをつくるなんてことよりは手間もかからず、それでいてお客さまにも喜ばれそうなアイデアはないだろうか。

　とはいっても、労力なしに俺の力でやれることといえば、この温泉の浴場にオブジェクトを置いたり床を変えたりとか、その程度くらいだしなぁ……。

　──うん？　床？

　そうだ、今ライゲアでは入浴施設と、温泉を運ぶための水路をつくっている。

　もしかしたら、あれがつくれるかもしれない。

　そうとなれば、さっそくチーチクに報しらせる必要があるな。

　自分では無理だから、ここにいる誰かにお願いする必要があるか。

　であれば、今から実体化──いや。




『貯ちよ蓄ちくマナ　３０００』




　この数日、実体化したり瓶に入れて運んでもらった湯を操作したり念話をしたりと、マナの消費が激しかったからな。

　接触と感覚のともなう完かん璧ぺきな実体化ができるようになって以降、実体化では１分につき５００マナを消費する。

　今の残量じゃ数分程度しか保もたないし、チーチクとの会話に必要なことを考えると今無駄遣いはできない。

　──レティシア。

　だから、念話を使う。

　念話は10秒１マナの通話料──いや、消費量で済むからな。

「わっ!?　な、なに？　急に話しかけないでよ」

　──お願いがある。明日の夜、チーチクをここに呼んできてくれ。提案があるんだ。

「な、なに？　またなにか思いついたの？　わかったわ！」

　これでよし、と。

　さて、上う手まくいくといいけど。





　　　◆






　そこから半月後、対決企画開始から計一ヶ月後の夜。

　カレンさんが、次の中間報告のために銭湯を訪れた。

　番台に座っていたのはリザだったが、すぐに他の従業員たちもカレンさんの姿に気付き、彼女のもとへと集まっていく。

　今日はフレイも残っていたし、この時のためにとチーチクも温泉を訪れていた。

「はい、一部差し上げます。今回の企画のページはここです」

　カレンさんが雑誌を開いて、例の対決がまとめられたページを皆に見せた。

　例によって、クムさんにそれを読み上げてもらう。




『ライゲアＶＳコムネイ　浴場対決企画　連載第一回




　熱美あたみ温泉　　　　　74満足ぅ

　コムネイセントー　86満足ぅ




　本号より始まったライゲアの熱美温泉と、コムネイのセントーの名湯対決。

　三号に渡って連載予定の勝負第一回目の報告では、コムネイに軍配が上がった。

　湯の心地良さは熱美温泉に分があったものの、アクセスの良さと設備の豊富さで勝負がついた形だ。

　熱美温泉がコアなお風呂好きに人気のある名湯であるならば、コムネイのセントーは大衆受けするお湯の娯楽施設というところだろうか。

　とはいえ、二つの湯にさほど大きな差はついていない。

　ライゲアの温泉も日々利用客に向けて進化しており、先日はタッキューと呼ばれる遊戯が設置されることになり、利用者の間で密ひそかな人気を博している。

　猛追しているライゲアの巻き返しに期待したい』




　前回の報告書に書かれていた文章をもとに、雑誌用に少し手直ししたものみたいだな。

「あ～、やっぱり負けちゃってるのね。まだ盛り返せなかったか～。タッキュー面白いのに」

　レティシアが悔しがる。

「まだまだルールが浸透してませんし、仕方ありませんよ。私たちだってつきっきりでお客さん方にレクチャーするわけにはいきませんし～」

「あ、でも、グランハルト兄弟が他のお客さんに教えてくれてましたよ。あの二人、冒険前のウォーミングアップに丁度いいとハマってましたし。僕は何度も対戦相手をやらされそうになって面倒です……」

　フレイがゲンナリと肩を落とした。

　だが、客同士でルールを教え合ってくれるのは、従業員の負担が少なくて済む。

　簡易的なマニュアルを置いておくのもいいかもしれない。

「でも、これから、なんだよね？」

「そうなの！　これからなの！　なの！　魔法ゲームもミィが教えてるの！」

　リザとミィの言葉に、チーチクが頷うなずいた。

「その通りです。ライゲアの温泉と宿の完成までもう少し。それから逆転すればいいだけの話です！」

　その通りだ。

　むしろ、これからなのだ。

　ライゲアの温泉宿、そして、あれが完成すれば──。





　　　◆






　それからさらに、半月後の夜。

　営業時間を終えたコムネイのセントー受付にて、訪問してきたマギアに対して、カーラが今朝聞いた中間報告の結果を自慢気に話していた。

「ははは、こちらが１２０満足ぅなのに対して、熱美あたみ温泉は１０４満足ぅと差が開いたみたいだな」

　カーラの話を聞いたマギアが、我がことのような喜びの笑みを浮かべて頷いた。

「ふふ、よいペースのようでなによりですよ。でも、村に温泉をつくって新しい宿と一緒にオープンするという話みたいですが、気にしなくていいのですか？」

「勝負が始まって急造した施設だ、どうせボロを出すに決まっている。大体、温泉の横に宿がついてなにが変わるというのだ」

　シャーラが握り拳こぶしをつくる。

　むしろ、ポイントを突き放すチャンスかもしれない。

　山の中の温泉と同じものを地下から掘り当ててつくったらしいが、あの温泉には特有の湯の臭においがあった。

　本店同様野の晒ざらしの入浴施設をつくっているらしいが、そんなものを村の中につくっては、村に臭いが広まってしまうだろう。

「こちらは、半端物に負けないよう浴場の愛を前面に押し出していく。それこそが、今のセントー民族の使命だからな……」

　今のセントー民族の使命、それは世界中に浴場をつくり、ぬくもりを広めること。

　街の人々だけでなく、世界中に風呂のよさを広めて、あたたかい世界を目指す。

　それはかつて、今は亡き父がカーラに語ってくれた夢でもあった。

　いや、それを叶かなえるのが幸福なのだと、ただそれだけのために生きぬくべきなのだと、彼女は教えられ続けていた。

　その役目のためだけに自分はあるのだと、教えられていた。

　──公衆浴場が廃れたあとも、浴場のある世界を再興させるために一族は頑張ってきたんだ。いきなり現れた奴やつなんかに横取りされてたまるものか。

「……その役目は、私のものだ。私が一番、浴場を愛しているんだ。私が一番、風呂を上う手まく使えるんだ……」

　濁りきった目でシャーラがぼそりとこぼしたその言葉を、マギアは聞き逃さなかった。





　　　◆






　二ヶ月目の中間報告を終えた翌日、ついにライゲアの村の温泉と隣の宿が、オープンすることになった。

　ありがたいことに、初日から宿の前は観光客や冒険者で大おお賑にぎわい。

　宿は朝から満室御礼、温泉の方も早々に順番待ちとなっている。

　ここまで賑わった理由は、山の温泉である本店──今後はこちらを本店、ライゲアの方を二号店と呼ぼう──で告知していたのと、なにより『アドベント』の例の企画を通じて温泉が有名になっているせいだろう。

　──しかし、予想以上だな。

　二号店へと移した視界から客の入りを何度も確認しては、安あん堵どと感心の言葉を漏もらす。

　大胆に部屋数を増やした木造三階建ての大きな宿の横につくられたのは、本店によく似た内装ながら、あちらの八倍の面積を持つ露天温泉だ。

　この温泉は、湯船のお湯こそライゲアで掘り当てた俺を使っているが、施設そのものは建築の技術を持った職人たちによる手作りだ。

　岩を使った浴槽に、つつじによく似た花の植え込みに、わざわざ竹に近い材質の木材も取り寄せて竹垣も再現してくれた。

　男湯と女湯、それぞれに設置された浴槽の数は四つずつで、一号店と同じ水質と効能の温泉、対水属性付与の効能がある水風呂、対雷属性付与の効能がある電気風呂、長湯をしたい客に向けた温度の低いぬるま湯といった品しな揃ぞろえ──いや、湯ゆ揃ぞろえである。

　そんな浴場に人が所狭しと入っているのだから、その盛況っぷりも数える前にわかるというものだ。

「幸さい先さきのいいスタートですね。ありがとうございますです。宿に温泉をくっつけるなんて無理を聞いてもらって」

　その様子を見回していたチーチクが、隣を歩いていた作さ務む衣えを着たガタイのよい女性に言った。

「なにを言ってるんだい。温泉さまのおかげでライゲアにも人が戻ってきてるからねぇ。協力しないわけがないじゃないか」

　ガタイのよい女性──宿の女将おかみがにこやかに笑みを浮かべ、威勢のよい声で答える。

　掘り当てた温泉は村に所有権があるが、それを宿に貸し出すという形で運用している。

　お金まわりが面倒そうな話だが、そのあたりは大らかな村の気質とチーチクの手腕と女将さんの協力もあって、なんとかなったそうだ。

「こんな立派な浴場をつけてもらって、感謝こそすれ不満なんてないよ。温泉で力を付けてやれば、冒険者あいつらが無事に冒険から帰ってくる可能性だって高まるわけだろ？　いいことじゃないかい」

　客としてやってくる若い後輩たちのことを思っての発言だろうか。

　女将は、かれこれ二十年近くここライゲアで宿屋を営んできたらしいが、その前は名の知れた冒険者だったと聞く。頰ほおにある十字の傷きず痕あとがその時代の彼女を感じさせた。

「村の中に臭においが漏れないか心配だったけど、それも問題なさそうだしねぇ。不ふ埒らちな輩やからを叩たたき落おとすためのトラップだってあって安全安心の設計だ。私も客の少なくなった夜中にでも、また入らせてもらおうかね」

　浴場の床には、温泉特有の臭いが外に広まらないよう対臭効果の結界を張る魔法が掛けられており、温泉を囲う高さ十メートルほどの竹垣には、中を覗のぞこうと登った不埒な輩を電気魔法で退けるトラップが仕掛けられていた。

　臭においは──俺は苦手というわけでもないんだけどな、街中に建てるのであれば配慮はあるに越したことはないだろう。

「あたしも入らせてもらうです。まだ、あれを試してませんですし」

「ああ、あれかい。あれはいいものだよ。他のみんなも連れてきてあげたらどうだい？」

「ええ、そうさせてもらう予定です」

　そういうと、チーチクと女将おかみが、浴場の端に設置された砂風呂を見た。

　砂風呂。

　全身に熱した砂をかぶって楽しむ特殊な風呂で、これこそが勝負の最後の一押しになるかもしれないと思って用意した、秘密兵器である。

　丁度、女性客が入るところだったようで、従業員がスコップのような道具で砂を掘り準備をしていた。

　砂風呂は、サウナ同様に発汗作用があるだけでなく、砂の重みによる圧力が身体からだのツボを刺激して大変身体によい。加えて、温泉同様に特殊な効能があった。

　アイテムを鑑定する魔法を使って判明したのは、対火属性と対地属性効果の付与に、一時的な素早さの上昇。

　温泉を汲くみ上あげるためにつくったパイプを底に沈めて、その余熱で温めているのだが、おそらくその影響らしい。

　パイプ越しの余熱だけで特殊な効能を発生させてしまうとは……我ながら凄すごい温泉である。

「では改めて、今日からよろしくお願いするです。女将さん、そして熱美あたみさん」

　チーチクが、湯船に向かってそう告げた。

　俺は、答えるように、湯船のお湯をこぽこぽと──。

「きゃああああああ!?」「な、なに!?　急に温泉が泡立ったんだけど!?」

　中に入っていたお客さま方が騒ぎ出す。

　…………。

「熱美さん、今はお客さんが入っているんですよ？」

　チーチクが呆あきれる。

　そうだ、今は瓶の中ではないのだ、本店の景色でないとどうも駄目だ。

　謝りつつ、俺もはやく二号店の景色に慣れることにした。





　　　◆






　その晩、チーチクの提案によって、さっそくレティシアたちがやってきていた。

　一糸纏まとわぬ姿になった一同は、女湯の湯船に入りながら、感心するように場内を見回した。

「はぁ～、湯加減も向こうと変わらず気持ちいぃ。しかしこうやってみると、本当にあっちの温泉とよく似ているのね」

「まったく同じものをつくれたわけではないので、ところどころ違いはあるですが……浴槽や装飾だけでなく、照明の灯あかりの色や強さまで、なるべく似せてつくったですよ」

　浴場内は、山中の本店にあるものによく似た灯とう籠ろうや、竹垣に吊つるされた花の形をした灯りで明るく照らされている。

　灯りも当然、山の温泉とは違ってこちらの世界の職人の手作りだ。

　この灯りは、雷の魔法を使えば発光する性質のある、魔ま灯とう結けつ晶しようと呼ばれる、特殊な魔法鉱石を使ってつくられたもので、この世界の灯りは大体この結晶を使ってつくられているらしい。

　と、そこで「よし」と自分の両りよう頰ほおを叩たたいて、レティシアが立ち上がる。

　湯船を出た彼女は、温泉の湯を滴らせながら砂場の前まで歩いた。

「さてさて、普通の湯船は堪たん能のうしたことだし、こっちも試しておかないとね。本店でも、お客さまに質問されるかもしれないし？」

　リザちゃんも湯船から立ち上がると、レティシアの傍そばまでやってくる。

「うふふ、おねーちゃん、そういう建前で楽しみたいだけだよね」

「も、もう、リザ！　いいでしょ？　ずっと楽しみにしてたんだし！　それよりこれって、どうやって入るのかしら」

「ええっと、砂場をそこにあるショベルで掘って、中に入ってもらって砂で埋めるです」

「え、それじゃ息が出来ないじゃない。生き埋めにするの？　ひょっとして死ぬんじゃ」

「どんな入り方を想像しているですか。顔だけ出すですよ」

　呆あきれるようにチーチクが返した。

「じゃあ、ミィが掘るの～」

　ミィが、ショベルを手にして砂場の砂を掘り始めた。

　ガシガシと人が縦に入るくらいの深さまでショベルで掘って──って、そんなに深く掘ってどうするんだ!?

「なるほど、ここに入るのね」

　レティシアが飛び込むようにして穴に入ると、ミィが砂を埋め直した。

　ええっと、これは……なんだろう、砂湯というより、畑に生えた生首？

　レティシアの首だけが、地面から生えているような形となる。

　違う、そうじゃない。

「おー、あったか……って熱っ！　下の方めっちゃ熱いんだけどっ!?」

「そりゃあそうですよ。下の方は熱の出ているパイプに近いですから。というか、レティシアさん、今凄すごい間抜けですよ。畑の野菜にでもなったつもりですか？」












「アンタが中に入るって言ったんじゃない!?」

「おねーちゃん、多分そうじゃなくって、浅く掘ってそこに寝るんじゃないかと……」

「わかってたならリザも止めてね!?」

　ミィに掘り起こしてもらって、レティシアが地面に出てくる。

「しかし、こうやって埋めていくと、一人だけ一緒に入れませんね」

　クムさんが困り顔で言った。

　ここの砂湯は、横並びで丁度五人が同時に入れる広さなのだが、確かに最後に砂を掘って埋める人間は同時に入れない。

　その時、女湯の入口がガラガラと開いた。

「騒がしいと思ったら、やっぱりアンタたちかい」

　女将おかみさんだ。

　作さ務む衣えを着ているので、風呂に入りにきたのではないのだろう。

　声が気になってやってきたのだろうか。

「女将さん、丁度よかったです。砂湯に入りたいので、手伝って欲しいです」

「はいはい。というか、そのつもりで来たんだよ。他に誰かがいないと、砂湯には一緒に入れないからね」

　女将おかみさんがミィからショベルを受け取って、先程とは違って浅く掘った。

「ほらほら、そこに寝転がって」

　脱衣所に近い方から、クムさん、リザちゃん、レティシア、チーチク、ミィという順で寝転がる。

　みんなが横になると、掘ったばかりの砂を今度は上からかぶせていった。

「しかし、壮観だねぇ。かわいらしい嬢ちゃんが、五人も横並びに裸で転がっているなんて」

　女将さんは、一気に一人を埋めるわけではなく、横並びに仰あお向むけになったみんなに少しずつ砂をかけた。

「あ、あんまり言わないでください。恥ずかしいです……」

　まるで、全身を粉末状のチョコレートでトッピングしたような姿のリザちゃんが、頰ほおを真っ赤にしながら言う。

「なんだか恥ずかしいですねこれ。その、ここなんて、山になってますし」

　自分の上半身にできた、巨大な二つの砂のお椀わんを見てクムさんも照れる。

「ずっと昔、人間に巨大な砂魔法で埋められたことがあったけど……その時のことを思い出すの～」

　ミィ、お前、大変だったんだな……。

　そりゃあ魔女の呪のろいで暴れ回りもするというものである。

　しかしなんというか、裸の女の子が横並びになって、砂をかけられていく光景……これはなかなかにフェティッシュでエロい。

　先日のサウナもそうだったが、これまで俺は普通の入浴というものに目を向けすぎていたのかもしれないな。

　入浴方法も千差万別、となれば麗しき女性が湯船に浸つかる光景も多様であり、まだ見ぬ可能性が広がっていたのである。

　温泉の神として、女性が入浴する様子の絵作りとその探究も、もっと進めるべきなのかもしれない……いや、エッチだから俺が見たいとか、そういうのではなくて。

「というか女将さん、遊ばずにはやく砂をかけてくださいです。風邪引いちゃうです」

「そうね。暖かい季節になってきたとはいえ、こんな姿だとはやく埋めてもらわないとお腹なかも冷えちゃいそう。うん、はやくかけて。そのあついのを、私の身体からだに」

　レティシア、その言い方はまずいぞ。

「あはは、ごめんごめん、あまりにも色っぽい光景だから、惜しくなっちゃってね。じゃあ、埋めていくよ」

　女将さんはからかうように言って笑うと、どんどん砂で全員を埋めていく。

　やがて、身体のラインが隠れるほどに、砂山が盛り上がった。

「あぁ、これは気持ちいいです。お湯とはまた感じが違うですが」

「うん……身体からだの芯しんからあったかくなる……お腹なかの奥までアツいのが、ジンとくる感じ」

　だからレティシア、言い方が駄目だって。

「でも、おねーちゃん。これがお風呂っていうのは不思議な話だね。セントーのサウナもそうだったけど、砂なのにお風呂だなんて変な感じ」

「そうでもないですよ。もともと入浴というものは、汚れを落とし、穢けがれを落とし、健全な肉体と精神を得るための行為です。なれば入浴行為は、水に限る必要がないのではないでしょうか」

　クムさんが言った。

「たとえば、ラーダ教徒に限らず、世界各地には儀礼を行う際に身を清め、身体を綺き麗れいにする決まり事があります。入浴文化が生まれ、広まった理由の大きな一つです」

　なるほど、こちらの世界のお風呂も、俺の世界のものと似たような経緯で広まったのか。

　俺の世界でも、日本では仏教の伝来とともに、西洋では神を祭る神殿に清めの沐もく浴よくを行うために入浴施設がつくられたのだと聞いたことがある。

「そっか。じゃあ、身体から悪いものを出すような効果さえあれば、それは立派な入浴行為に成り得るわけですね」

「ラーダ教徒の見解としてはそうなります。だから、熱美あたみさまが魔女の呪のろいを浄化できるのも理解できます。お風呂だからこそ、そういった魔を退ける力を備えることができた」

「つまり、お風呂は凄すごいってことですか？」

「お風呂の本来の力──真価を発揮できている熱美さまが凄いのです」

「ま、あいつが凄いのは確かよね。最初は山でちょろちょろーっと湧わいてたくらいだったのに、いつの間にか大きくなっちゃうし、挙げ句には村の中にまで湧いちゃうし。……このままじゃ、あっという間にもっと有名になっちゃいそう」

　そこまで言うと、レティシアはなぜか大きく「はぁ」と息を吐ついた。

「あれ？　どうしたんですかレティシアちゃん。なんだか寂しそうな顔をしてますが。コムネイのセントーと勝負することが決まる時、国外からも客が増えて有名になれるからいいって、そんなこと言ってませんでしたっけ」

「べ、べつに寂しい顔なんてしてないわよ！　ただ、ほら、なんていうの？　自分だけが知っているお気に入りのスポットを、多くの人に知られる寂しさ、みたいな？」

「してるんじゃないですか」

　……しかし、誉ほめてもらえるのは勿もち論ろん、寂しがってもらえるのも嬉うれしいが、ちょっと照れる。

　俺も、それだけ慕われる温泉になったということか。

「大体、あの時は熱美が見ていたじゃない。アイツに見られている時に、寂しそうにするのはちょっと腹立たしいし、恥ずかしいでしょう？　いや、でもヤキモチとかじゃないのよ？　ないけど、ね？　でも二号店ここなら、あいつはいないわけだしさ」

　…………。

　うん？　俺が見ていない……？

　すると、レティシアの言葉に疑問を覚えたらしいリザちゃんが。

「ねぇ、おねーちゃん。熱美あたみおにーちゃんなら、すぐそこにいるよ？」

「え？」

「あれ？　おねーちゃん知らなかったの？　この温泉も、山にいる熱美おにーちゃんと同じお湯が湧わいてるわけだから、そこの湯船におにーちゃんの意識はあるの。多分、今も私たちのこと見てるよ？」

「は!?」

　レティシアが、砂に埋もれていた身体からだを起こした。

　そして、身体中に砂がついたままの状態で、湯船の方に走ってきて──。

「さ、さ、さ、さっきの、聞いてたの!?」

　──コポコポ。

「っ！」

　レティシアが、目をぐるぐるさせながら、逃げるようにして浴場を出て行く。

　って、ちょっと待て、お前身体中に砂がついたままだろ！

「……女将おかみさん。レティシアさんには、あとで更衣室を掃除させるですから」

「ああ、そうしてくれると助かるよ」

　チーチクと女将さんが、呆あきれるように言った。
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　みんなが二号店を出た後。

　チーチクは家に戻り、レティシアたちは山の寮へと戻ることになったのだが、その道中。

「あの、私はちょっと用事がありますので、皆さんは先に帰っていてもらえますか？」

「え？　用事って、こんな時間に？」

　もう夜も深い、クムのように若い女が一人で出歩く時間ではなかった。

　このあたりはモンスターも少なく平和とはいえ、夜盗の心配だってある。

「大丈夫ですよ。私の強さはレティシアちゃんたちも知っているでしょう？」

　クムが、手に持っていたメイスを振るってみせた。

「そうだけどさ、いくらクムが強くても群れで襲ってこられると危ないでしょ。リザたちを送り届けたあと、私も付き合おうか？」

「え、えーっと、私も付き合ってもいいよ？　ね、ミィ」

「ミィも大丈夫なの！」

「うふふ、みんなありがとう。でも、大丈夫だから。それに、ナイショの用事だから一人じゃなきゃ駄目なの。ね？」




　クムは、みんなと別れた後、本業のためにライゲアから数キロ離れた小さな森林まで街路を歩いた。

　お目当てである商人たちは到着済みのようで、森の入口に荷馬車の影が見える。

　それを確認したクムは、商人たちに気付かれないよう、一度森の中を通って木々に身体からだを隠すようにして、様子がはっきりと見えるよう商人たちへと近付いた。

　取引をしている商人が二人に、その二人の背後に立つ武器を携えた四人の傭よう兵へいらしき影。傭兵は、それぞれの商人に雇われた護衛なのだろう。

　珍しいことに、全員女だった。

　クムはさらに近付き、わずか五メートル程度しか離れていない茂みに身体を隠すと、商人たちの会話を聞こうと聞き耳を立てる。

「では、約束の品です」

　商人のうちの片方が、槍やりのようなものをもう一人の商人に渡した。

「なるほど、これが例のどんな者が使っても相手を貫けてしまうという必殺の槍ですか」

「ええ。その槍は生きております故ゆえ、宿りし意思が相手の隙すきを察知して突くのです。人の気配、一瞬の隙を探り稼働する力。天然物ではないので、いささか精度は悪いのと、時々味方を刺し殺してしまうのがたまに瑕きずですが」

「いいえ、とんでもない。《Ｍ》さまのつくった人工魂機物アーテイグリムは、質がよいと闇やみ商人の間で評判です」

　クムは、《Ｍ》の名を聞いて僅わずかに眉まゆを吊つり上あげた。

《Ｍ》とは、最近よく聞くようになった人工魂機物をつくる魔造士の名だ。

　仕事が丁寧で作成された人工魂機物のデキは非常に良く、なにより見せびらかすように物に刻まれた《Ｍ》という文字からは、顕示欲と露出趣味めいたものが垣かい間ま見みえる。

　人工魂機物を取り締まるのが仕事のクムにとっては、自分への挑発行為のようにも思えた。

　もともと、クムがライゲアを訪れたのは、この魔造士の手掛かりを追っていくうちに辿たどり着ついたからだ。

　先日、ライゲアの村でギリアムという女性が引き起こした騒動で使われた人工魂機物にもこの名が刻まれており、レティシアが彼女から受け取った超万能薬エリクシルをすぐ疑って調べたのは、《Ｍ》の字が刻まれていたからというのがある。

　……とりあえず、あの槍やりを使われると厄介だ。

　クムはそう判断すると、胸元から小さな鍵かぎを取り出して、首輪の鍵穴に挿して、それを緩めた。

　刹せつ那な、彼女の身体からだに溢あふれんばかりのマナが宿る。

　──っしゃあ、おはよーだぜ！　ひさびさに暴れるか！

　クムの中にいる別のなにかがそう叫ぶと、彼女の身体が弾丸のように跳ね、槍を持っていた商人へと飛び掛かる。

「何者!?」「──イドバン」

　気付いた傭よう兵へいがとっさに商人を守ろうとするが、動こうとした矢先クムが魔法を唱える。

　クムの身体から生まれた黒い触手が、傭兵四人を絡め取る。

「シャバス！」

　続いてそう口ずさむと、彼女の身体がそれまでのクムと、新しく発生した全裸のクムの二人になった。

「なっ!?　分裂した……!?」

　傭兵たちが絶句する。

　それもそのはず、クムの使った分け身の魔法は、世間ではまず見ることがないであろう特殊なものだ。

　魂の一部を切り離して、マナを使い実体を成す、通常の人間には扱えない禁忌の魔法。

　──とれーな、こいつら！

「相手が女だと自重せずに済みますね」

　分裂した方のクムは縛った四人の傭兵を殴打して、もう片方のクムは二人の商人の目前まで迫った。

　そのまま、商人の持っていた槍をメイスで払い、地面に落ちたところを思いきり叩たたきつけて粉砕する。

　そこで、傭兵たち全員を気絶させたもう一人のクムが、商人に迫るクムに吸い込まれるようにして消えた。

「お、おい、こんなに簡単に割れるなんて！　偽物だったの!?」

「違う、あれは本物のはず！　そもそも、メイスで槍を砕くなんてありえない！　つーかなによ、あの魔法は」

　──かああああ、やっぱこの瞬間が痺しびれるなぁっ！

「あなたたちに聞きたいことがあります。その人工魂機物アーテイグリムの製作者の所在を知りませんでしょうか？」

　いつもの穏やかな表情とは一転、冷たい顔でクムが言い放つ。

「し、知らない。私はただ市場に流れていたのを買っただけで──」「──でしたらもう用はありません」

　最後まで聞かず、再び振り上がったメイスが商人の頭に落ちた。

　クムは、なにくわぬ顔でもう一人の商人の方を向いた。

「さて、あなたはなにか知ってますか？」

「…………」

　だが、商人はなにも答えない。

　否いな、答えられない。

　クムへの恐怖心からか、高価な人工魂機物アーテイグリムを壊されたショックからか、失禁しながら気絶していた。

「今回も情報の収穫はなさそうですね～……」

　──待て、全然暴れたりないんだが。なんだこいつら。つーかクム、もうなんでもいいからそこらでモンスターでも見つけて来いよ。それかドラゴン。ほら、いいから俺にもいい加減あの温泉のドラゴンと──。

　クムが、再び鍵かぎを挿して緩めていた首輪を元に戻すと、彼女の全身から溢あふれていたマナが落ち着き、自分の内側から聞こえていた声が消えた。

　首輪は、彼女の中にいるもう一つの魂が漏もれてしまわないように付けているもので、言わば制御装置だ。

　クムは自分の心の中に、自分以外のべつの魂を宿していた。

「しかし、見つけても見つけても減りませんね、人工魂機物ってやつは。製造法の問題もありますが、なによりその方法と知識は、忌まわしき氷の魔女の呪のろいとして、強く禁じられているというのに……」

　氷の魔女が封印されて、もうどれだけの月日が流れたというのか。

　なのに、この世界にはまだその名残があり、人々の欲望と絶望を煽あおっている。

「はやく、この世から全部消してしまわないと。それこそが、人工魂機物である私の使命なのですから」












■第三章　世界は変われどそれはいる




『ライゲアＶＳコムネイ　浴場対決企画　連載第二回




　熱美あたみ温泉　　　　　１５８満足ぅ

　コムネイセントー　１５８満足ぅ




　前号より始まったライゲアの熱美温泉と、コムネイのセントーの名湯対決。

　三号に渡って連載の勝負第二回目の報告は、なんと引き分けに終わった。

　計測期間前半までは前回通りコムネイの勝利かと思われたが、ライゲアの村の中に建てられた熱美温泉二号店の存在によって終盤に猛追走。

　この二号店、人気の理由は村の中にあるというアクセスのよさだけではない。

　なんと宿が併設されており、「宿泊しながら手軽に気持ちのよい温泉に入れる」という自由かつ新しい入浴スタイルが若い冒険者の間でちょっとしたブームに。

　浴場も本店のものより随分と広く、多様な魔法属性への耐性をつけることができるさまざまなお風呂が設置され、魔法を使うモンスターの多いダンジョンへと出かけるパーティーからも絶大な支持を得た。

　珍妙な砂を使った風呂も登場し、その心地よさと発汗作用から女性客を中心に人気なほか、「自然と一体になれる気がする」と、木々の精霊を尊ぶ部族や種族たちの間でも話題を呼んでいるようだ。

　また、本店と二号店にはこれまでになかった遊技場が設置され、風変わりなタッキューと呼ばれる球遊びと、対戦相手を殴って気絶させるという、これまでにはなかった新感覚の魔法ゲームが楽しめるようになった。

　この魔法ゲームは、ニールセン最大手の魔法ゲーム社フレイム社が「革新的なアイデアである」と絶賛しており、熱美あたみ温泉側の提案してきたライセンス契約という方式を用いた上で別商品の製作を行うという発表もされることになった。

　当浴場対決企画とは関係ないが、こちらの発売も楽しみである。

　さて、今回は引き分けだったが、今の流れが続くとなればライゲアの逆転は必至。

　このままライゲアが追い抜くのか、それともコムネイ側になにか手があるのか、最後まで目が離せない戦いだ』




　もう日も沈んだ時間の、温泉入口前。

　入口の扉の上に吊つるされた魔ま灯とう結けつ晶しようの灯あかりを頼りに、クムさんが読み上げた『アドベント』の記事内容は、そのようなものだった。

「やったああああああああ！　やったわよ、リザ！」

　クムさんが両手で広げるようにして読んでいた雑誌を、隣から食い入るように見ていたレティシアが、喜びの声をあげてリザちゃんに抱き付いた。

「ちょ、ちょっとおねーちゃん！　抱き付きながら胸揉もまないで！」

「ミィも、頑張って穴を掘った甲か斐いがあったの～」

　皆が喜ぶ様子を見ていたカレンさんも、釣られて笑顔になる。

「ライゲアがしっかり追いついてくれたおかげで、雑誌としても盛り上がってくれて最高オブ最高ですよ。このまま、ライバル誌の『クロノス』を人気で上回ることができれば……！」

　よしと、何度もカレンさんがガッツポーズを取る。

　カレンさんもカレンさんで、他誌と勝負しているのか。

「ここからは逆転してくれても、コムネイに負けてくれてもどちらでも構いませんから。『アドベント』が盛り上がりさえすれば。ではでは、私は今日もこれで失礼させてもらいます」

　笑顔で無責任なことを言ったカレンさんが、満足そうにお辞儀をして帰っていく。

　とはいえ、こちらは勝たなきゃいけないわけだが。

「ま、大丈夫よ。この調子でいけば間違いなく私たちの勝ち。これだけ追い上げているんだもの、次の中間発表では大逆転だわ。そうね、この勝負が終わったら、祝賀会といきましょう。熱美あたみも、本当にお疲れさま」

「おねーちゃん、まだ油断は禁物だよ。そういうこと言ってると失敗しちゃうんだから」

　まぁでも、まだまだ気を抜けないにしろ、危機的状況からは好転してようやく一安心というところだな。

　レティシアの言っていたとおり、よほどのことがない限りこのまま勝てそうではある。

　よほどの問題──それこそ、温泉の近くにモンスターの巣が発生するなんてことがない限りは大丈夫だろう。

　…………。

　そういえば、以前チーチクに土地代を収めるために金を貯ためていた時は、こういう風に順調になった頃合いでモンスターの巣が見つかったとかいって騒ぎになったんだっけ。

　二度あることは三度、一度あることは二度……いやいや、まさかな。

　それこそ、フラグじゃあるまいし。




　しかし、お約束を裏切らない形で、一週間後にそれは起こった。
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　二号店。

　外の客への営業時間を終えて、宿泊客のみが入浴できる時間帯。

　女湯では、二人の冒険者が湯に身体からだを委ゆだねていた。

　どちらも種族は人間で、まだ若く歳としはレティシアと変わらないくらいだろうか。

　そばかすの目立つ青髪の素朴な少女と、地味な印象の拭ぬぐえない緑髪の少女だった。

「うーん、呪のろいを浄化する力があるって噂うわさを聞きつけてやってきたのに、消せるのは氷の魔女からの呪いだけなんてガッカリだよねー。こう、がーっとぱーっとだーっとやってさ、なんでも都合よく消してくれればいいのに、ケチー！」

「おしまいだぁ、もうおしまいだぁ。私たちはこのまま死ぬまで呪われて生きていくんだ。私があんな怪しい宝箱を開けてしまったばかりに……ごめん……ごめんねアンちゃん」

「もー、だからラックは悲観的すぎるんだってば！　言ってるでしょ？　病は気から、心はからから、親にとって子は宝って。あれ？　なんの話してたんだっけ」

「この温泉には呪いを解く力なんてなくて、もう多分死ぬまで呪われて生きることになるって話だよぉ。もうおしまいだぁ……」

「ああ、そうそう、それそれ。いやでもさ、『不幸なトラブルに見舞われる呪い』なんてべつに気にしなければよくね？　それが普通だと思えば、それが常識になるだけじゃね？　アンはそう考えるわけですよ」

「アンちゃんは楽観的すぎるよぉ。やっぱりおしまいだよぉ」

　どうやら、楽観的すぎる青髪の冒険者をアン、緑髪の方をラックというらしい。

「どうせまた不幸なことがあるんだよぉ。温泉に入っていたら酷ひどいことが起きて、酷い事件に巻き込まれて、酷い目に合うに決まってるもん。いつものように」

「だーかーらー、起きると思うから起きるんだってば。今日はなにも起きない、起きない、起きないから。ね？　だからなにも──なに──」

　と、いきなりアンが固まるようにして言葉を止める。

　どうしたというのだろう。

「アンちゃん？」

　ラックが、アンの視線の先を追った。

　俺も彼女とともに、その先──入浴施設を囲う高い丈の竹垣の上を、湯船からの視点で見上げるように見た。

　するとそこには、竹垣の上で仁王立ちする瘦やせこけた全裸の男が、魔ま灯とう結けつ晶しようの灯あかりに照らされながら偉そうに湯船を見下ろしていた。

　アンとラックと、男の目が合う。

　びくりと震えた二人は、とっさに互いの肩に手を掛け、抱き合うようにして震え始めた。

　すると、男はその様を見て、

「やはり何も感じない……か」

　なにかに納得したかのように呟つぶやいた後、颯さつ爽そうと竹垣を飛び降りた。

　──って。

　ちょ、ちょっと待った、今のは──

「「へ、へ……変態だあああああああああああああああああああああああ!!」」

　閉店間際の二号店の女湯に、二人の冒険者の悲鳴が響き渡った。
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　翌朝、チーチクが日課である開店前の二号店の視察に訪れた際、現場である女湯の浴場で昨晩の事件の説明を行った。

　二号店のお湯を使っても実体化は可能だったので、それを使って実体化した俺が女将おかみとチーチクに説明する。

　しかし、持ち運びしてもらっている際のお湯では無理だったのだが、この湯船を使っての実体化が可能なのは、湯量の問題だろうか。

　まぁ、温泉のお湯は俺の一部なわけだし、その体積が確保できればやれることが多いというのはそんなものなのかもしれない。

　と、それはさておき。

「というわけで、昨晩は覗のぞきが出たわけだ」

　ライゲアの職人さんたちの手で量産されたキュロリン洗面器を使って股こ間かんを隠しながら、チーチクに向かって言った。

「覗きって……で、でも、あの竹垣に設置されているのは罠わな造り一筋三百年、ニールセン老舗しにせ罠わなブランドのトラップル製ですよ!?　まさか、故障していたとか!?」

「とんでもない、村長だって確認したじゃないか。罠で発動する雷撃を食らっても平気でいられるような魔法抵抗力があるんじゃないかね」

　女将おかみさんが、火傷やけどした手を振りながら、苦笑いを浮かべて言った。

　あの後、女将さんがわざわざ自分で確認してみたのだが、結果はご覧の通りである。

「あの罠の雷撃に耐えられる魔法抵抗力って……どんなスゴ腕の冒険者ですか。そんな変態がいるとは思えないのですが……」

「腕の善よし悪あしに変態かどうかは関係ないさ。偶たま々たま街を訪れたスゴ腕の変態がいたのかもしれない。ま、事故みたいなもんだよ」

　スゴ腕の変態って……凄すごい言い方だな。

「事故って……お客さまには迷惑をかけてしまったですし、それで済ませるわけにはいかないですよ」

　チーチクが言うと、隣で話を聞いていた昨晩の被害者二人──アンとラックが声をあげた。

　事件の被害者である二人にも、チーチクへの事情説明の場に居合わせてもらっていた。

「ち、違うんです！　昨日のは、私が不幸の呪のろいを持っているから、だから普通は有り得ないような変態を呼び寄せてしまったんです！　私が不幸なばかりに……」

「そうだよ。村長さんは気にすることないない。お風呂入っているところなんて、見られて減るもんでもないんだしさー？　それに、あの神さまだって気にせず裸を見せてるわけだし～？」

　さきほどから、ちらちらとこちらの様子を窺うかがっていたアンがこちらを見て言った。

　裸の男だもんな、気になるよな……。

　女将はまったく気にしてなさそうだけど、ラックなんて少し泣きそうというか、怯おびえるような表情でこちらを見ているし……出てこなきゃ良かったかな。

「熱美あたみさんは人間じゃないので見られても平気なのです！　恥ずかしくないのです！　ですよね、熱美さん」

「お、おう！　その通りだ！」

　いや、俺だってめっちゃ恥ずかしいぞ。

　洗面器で股こ間かんを隠すなんて、間抜けなポーズをしているなら尚なお更さら。

「それに、この村に変態が現れたなどという状況、村長として放ほうっておくわけにはいかないです。とりあえず、村の自警団にお願いして犯人を捜査してみるですよ。ひとまず、この騒動に関しては内密に──」

　──と、チーチクが言いそうになって。

「いえ、客には十分な注意を促して欲しいです」

「ああ。そうしてくれ」

　俺も続く。

　黙っていてもバレてしまいそうだし、なによりも客の安全を第一に考えるべきだ。

　このような状況を報しらせずに温泉を運営するのは、当人──いや当神である俺としてはありえない。

「営業は続けるのかい？」

　チーチクがちらりとこちらを見た。

「コムネイのセントーと勝負中だし、営業を自重して解決する問題でもないように思える。休業する理由はないように思える」

「はい。私もそう思うです」

　時間を置いて痴漢が出なくなってくれるのであれば一考するが、そういう問題でもないだろうしな。

「客に最大限の注意は促して欲しい。あと、なにか気付いたら報せてもらえるよう、協力もお願いして、な。俺もなにか手掛かりが得られないか、ここをしっかり見張っておくよ。温泉として」

「わかりましたです」

　客は減ってしまうかもしれないが、そこは仕方がない。

「ま、偶たま々たまこの村に立ち寄ったスゴ腕の変態の仕業であれば、もう村を出ている可能性が高いわけだしねぇ。わざわざ警戒心を煽あおった浴場に二度も三度もやってくることもないだろうさ」

　そう信じたいところだ。




　──だが、俺と女将おかみとチーチクの期待は裏切られ、その晩も、その翌晩も、その次の晩も再び変態が現れて、女湯は覗のぞかれることになった。
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　覗き魔が現れて四日後の夜。

　本店の食堂で、レティシアたちは現在の状況について話し合っていた。

　この場にいるのは、村からやってきたチーチクと、レティシアにクム。

　フレイはもう村に戻っているし、リザちゃんとミィは寮に戻っておねむの時間だ。

「はぁ、困ったことになったわね」

　レティシアが、テーブルに肘ひじをつきながら言った。

　まったくもって、今の状況はとてもまずい。

　折せつ角かくコムネイを追い抜けそうだったのに、このまま覗のぞかれ続ければ客足が減ってしまう可能性はあるし、防犯意識の低さから評価も下がってしまいかねない。

「というか自警団はなにしてるのよ。捜査したんでしょ？　仕事してるの？」

「失礼な、皆さん必死に頑張ってくれてるですよ。今晩は浴場のすぐ近くでこっそりと見張ってもらっていたですし。外から、誰か竹垣を登ったらすぐにわかるように」

「それなのに、わからなかったんですか？」

　クムさんの問いに、チーチクが神妙な表情を浮かべた。

「ずっとその状況を見守っていた自警団の皆によれば、いつの間にか現れて、いつの間にか消えたと言っているです」

　俺も、その一部始終は湯船から見ていた。

　温泉に覗き魔が現れてすぐ、竹垣の外を見張っていたらしい男たちが驚きの声をあげたのだが、それを聞いた変態はその場で消失。

　まるで、最初からそんな変態なぞいなかったかのように、消えてしまったのだ。

「幽霊とでも言うつもり？」

「それはわからないですが、村ではそういった類のものである可能性は高いという話になっているです」

「人間の変態が覗いているのと、幽霊の変態が覗いているの、どっちの方が客に嫌がられるのかしら」

　幽霊を怖がる客もいそうだし、死んでる方が客は減るのではないだろうか。

　しかし、この世界にもやっぱり幽霊なんているのだろうか……って、よく考えたら俺のこの意識はそういうものに近いのか？

「まぁでも、幽霊だったら祓はらえばいいんじゃないの？　アンデッドモンスターなら神聖魔法で倒せるわけだし」

「それも試したですが、その変態の幽霊は手て強ごわくてですね、魔法を弾はじかれてしまうのですよ。自警団や、協力してくれた冒険者の方々ではさっぱりで。事前に温泉にも入っていてもらったのですが……Ａ級の専門の神聖魔法使いに」

「なにそれ。アンデッド系のモンスターって魔法に弱いものでしょう？　他の魔法は？」

「普通の魔法もさっぱりです。　それに、あの浴場の竹垣に仕掛けられている罠わなは、そこらの幽霊系モンスターなら触れば逃げ出してしまうほどのものなのです。仁王立ちできるようなものではないですよ」

「つまり、魔法抵抗力の高い強つわ者ものな変態の幽霊ってこと？」

　嫌すぎるだろう、そんな存在。

「……本当にそれは幽霊なのでしょうか」

　そんな中、黙っていたクムさんが質問した。

「先程説明したじゃないですか、捕まえようとすると消えてしまう相手だって」

「でも、魔法が効かないわけでしょう？　神聖魔法だって効いてない。相手が強力すぎて倒せないならともかく、弾はじかれるとなると普通ではありません。実体のない、べつのなにかの存在ではないでしょうか」

「実体のないべつのなにかって──アンデッド系のモンスターじゃないなら、それこそ精霊か神のような存在になっちゃうわよ。確かに、精霊や神であれば、そこらの人間の魔法くらい弾いてしまってもおかしくはないけど……」

「精霊や神の類が、人目を忍びながら人里に降りてきて風呂場を覗のぞくなんて、聞いたこともないです。人の入浴を覗くのが趣味の神や精霊がいるですか？」

「う、うーん。も、もしかしたらいるかもしれませんが～？　新種とか～？」

　覗きの精霊。覗きの神。

　いやー、どっちも嫌だが、よく考えてみれば今の自分がそれに近いものなのではないかなどと、思わないわけでもなく。

「あとは、もっとべつの可能性ですね。たとえば──魔法とか」

「「魔法？」」

　レティシアとチーチクが声を揃そろえる。

「魔法で自分と感覚を共有するなにかを生み出しているのです。たとえば、自分の魂を切り分けるようにして、もう一人の自分を生み出すことによって」

「そ、そんな魔法聞いたこともないけど!?　というか、魂を切り分けるって、そんなこと普通の存在にできるわけないでしょう。それこそ神か精霊でもないと──」

「はい。でも、稀まれにいるのですよ。そんな魔法を、特殊な体質により使える者が。服を着ていない、というところからも可能性は高いです。その魔法で発生した存在は、熱美あたみさまが実体化した時のように服を着ていませんから」

　クムさんの言葉に、チーチクとレティシアが黙りこむ。

　どうやら、その分身する（？）魔法というのは、それだけ特殊なものらしい。

「人間にしろ幽霊にしろ、普通の変態であれば、覗くか露出するかどちらかだと思いませんか？　露出しながら覗くなんて高度すぎます」

　確かに、といった風にレティシアとチーチクが頷うなずいた。

　言われてみればその通りだ。

　見たいのか見せたいのか、どちらかにして欲しい。

「それで、その覗のぞき魔まが魔法だった場合は、対処方ってあるの？」

「…………」

　クムさんが、再び考え込むようにして俯うつむく。

「……術者を感知すれば、捕まえられるかもしれません」

「感知？」

「はい。もし魔法だった場合は、それを使っている人間が近くにいるはずです。私には、その魔法を使っている相手を見つける力があります」

「な、なんでクムはそんな力が使えるわけ？」

「それは……その、秘密です」

　クムさんは唇に人差し指を当てながら、申し訳無さそうに返した。

　なんというかクムさんって、得体の知れないところがあるよな。

　世界中を旅していたとはいうが、それにしても色んなことに詳しかったり……そういえば、温泉である俺が生きていることにいち早く気付いて、レティシアを巻き込んで成長を促したのもクムさんだったっけ。

　クムさんって、なんだか隠し事をしている感じなんだよな。

　喰くわせものというか、底が見えないというか、本心を出さないというか……。

「まぁいいわ。多分、聞いたって教えてくれないんだろうし。そう言っているということは、やれるのよね？」

「はい。当然、必ず見つけるとか、絶対に捕まえるとか、そういう保証はできませんし、ただのアンデッド系モンスターだったなんて可能性もあるわけですが」

「ま、やる価値はあるってことね。決まりよ。ひとまずクムを頼ってみましょう」

　三人が頷うなずいた。

「熱美あたみ、聞いてたんでしょう？　どう？　クムに頼ることに異論は？」

　──異論なし。

　レティシアに念話を飛ばす。

「異論ないらしいわよ」

　レティシアを通じて伝えた俺の返事を聞いた二人は、目を合わせて再び頷き合った。

「それじゃあそれでいきましょう。じゃあ、クムがその術者を捕まえるための作戦を練らないとね。んで、捕まえて、変態魔法使いをぶっ飛ばしてやりましょう！」

「その通りです！　変態スゴ腕魔術師の股こ間かんを××して、二度と男として再起できないようにしてやるですよ！　女湯を覗くなんて、死すら生ぬるいです！」

　レティシアとチーチクが燃え上がる。

　そ、その通りだな、女湯を覗のぞくなんてそのくらいの罪状だよな。

　…………。

　俺が女性の裸を見て喜んでいることは、絶対に知られないようにしよう。

　温泉として再起不能にされてしまうかもしれない。

「じゃあ、その覗き魔を捕まえるための作戦を考えなきゃね。クムは覗き魔の術者を探すために外で待機ってことでいいのかしら？　まさか浴場や宿にはいないだろうし……」

「一応、宿も調べてもらいましょう。村の中、あるいは遠くても村から少し離れた場所か……魂の分離には膨大なマナと体力を消耗します。術者は、浴場からそう遠くない位置にいるはずです。私は女湯の外に一人で待機して、覗き魔が現れ次第相手を探します」

「一人で？」

「そっちの方が都合がいいんですよ。ほら、集中とかいろいろと」

　またなにかごまかしてるな……。

　レティシアとチーチクも察したのか、二人が苦笑いを浮かべる。

「まぁ、細かいことはいいです。それで、クムさんは待機するとして、あとはなにをすればいいのですか？」

「私が術者を見つけるまでの間、相手の術者の魔法の気配を探りやすいよう、変態が消えないように留とどめておいてもらえるとありがたいのですが……」

「とどめるって言ったって、足止めしようにも魔法は効かないのでしょう？」

「捕まえようとしたら消えてしまうわけですし、そんなに長いこと留める手段なんて思いつかないですよね」

　魔法の効かない覗き魔を足止めする手段、か。

　足止め──足止め、ねぇ。

　いや、上う手まくいくかはわからないものの、案は簡単に思いつくし、その実行も大して難しそうではない。

　問題は、二人が協力してくれるかどうかだが──。

　──レティシア。

「わ、なに!?　アンタいつも唐突ね！」

　いや、念話を飛ばすのに、入念に前段階を踏むのは難しいだろう。

　チーチクとクムさんが、言葉を止めてレティシアの方を見た。

　──案がある。覗き魔を足止めするための作戦だ。そのためには、お前とチーチクの協力が必要だ。だから、怒らないで聞いて欲しい。

「その前振りの時点で、いやーな予感しかしないんだけど……」

　──いいか？　怒るなよ？　絶対にだ。作戦はだな……。
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　覗のぞき魔ま待ち伏せ作戦は、さっそく翌晩に行われることになった。

　手て筈はず通り、クムさんは浴場の外で術者を探るために待機。

　そして、その術者をおびき寄せるため──

「ありえないわ、まったく。神さまだからって、やっていいことと悪いことがあるでしょう!?　私の裸をなんだと思っているわけ!?」

「まったくです。作戦とはいえ、釈然としなすぎです」

　レティシアとチーチクが、覗き魔を引きつけ足止めする作戦のため、浴場に入っていた。

　今はいつもの覗き魔が現れる時間帯──宿泊客のみが利用できる夜の深い時間帯の温泉だが、女将おかみさんに手伝ってもらって他の客は入れないようにしてある。

　覗き魔に気取られてなければいいのだが。

「百歩譲って、囮おとりというのはいいですよ。でも、それ以上がよくないです。絶対にダメです！　おかしいです！　横暴です！」

「ほんとにね。チーチクはまだいいわよ。覗かれて減るような身体からだではないし、少しくらい見てもらった方が育つかもしれないし。でも私は違うもの！」

「レティシアさんはおつむが足りないから理解してないようですが、私のはないのではなくつけてないだけです。胸には大小様々なサイズがあるですが、半端なサイズに需要なんてあるのですか？　大きくないならない方が素敵なのです」

「あら、そうやって割りきるようにしたってわけ？」

「真理に辿たどり着ついて、考え方を変えただけですよ」

　レティシアとチーチクの間に火花が散る。

　途中から完全に話がズレていたが、こいつら飽きずによく言い争いするよなぁ。

　あまり大声を出さないでくれよ、覗き魔が察して逃げたりしたら元も子もない。

　二人にしくじってもらうと困るのだ。

　俺の仕事は失敗したところで作戦に影響はないし、最悪謝れば二人は許してくれるだろうから、自分のことで緊張はないのだ──

「とりあえず熱美あたみ、協力はするけど、もししくじったら覚えておきなさいよ。絶対に許さないからね」

「その通りです、熱美さん。少しのミスが命取りです」

　──あああ、緊張してきた。

　絶対に失敗しないようにしないと。

「でも、本当に覗き魔は現れるのかしら。これでやって来なかったら結構な間抜けよね」

「ここのところ毎日いるのですから、多分来るとは思うのですが……」

　その保証はないよなぁ……。

　しかし、その心配は無駄に終わり、二人の視線が竹垣の上へと移った。

「「あ……」」

　二人声を揃そろえて、呆ぼう然ぜんとした表情で視線を止める。

　そこにいたのは、股こ間かんを隠そうともせず仁王立ちする真っ裸の男。

　その男はレティシアたちをジっと見下ろす。

　一瞬、レティシアの顔が引きつり、

「きゃっ──」

　声をあげようとして、自分で口を塞ふさいでそれを止めた。

　悲鳴を上げて逃げられてはいけないからだ。

　クムさんが術者を見つけるまで、二人はあの変態の相手をして足止めする必要がある。

「よく我慢したです」

　チーチクが男に聞こえないよう小声で呟つぶやく。

「アンタこそね」

　チーチクの方はといえば、空に向かってビンと立った耳と尻尾しつぽが小刻みに震えており、本当は声に出して叫びたかった悲鳴的なものを表現している。

「じゃあ、やるわよチーチク。意を決して、一気に」












「本当にやるですか？　マジですか？」

「マジよマジ、大マジ。せーの、でやるわよ。熱美あたみも準備はいい？　せーの」

　レティシアが掛け声を呟つぶやくと、二人が同時に立ち上がる。

　今だ！

　同時に、俺は湯船から湯けむりを発生させて、二人の大事な部分を隠した。

　上半身の二つの膨らみを、下肢の大切な窪くぼみを、覗のぞき魔まから守るようにして湯けむりで覆い護まもる。

　覗き魔が、食い入るように二人を凝視した。

　大事な部分の湯けむりが晴れないか、期待しているのだろう。

　だが、一向にそれは晴れない。

　当たり前だ、この湯けむりは俺が操っているのだから。

　──見たか、湯けむり捌さばきには自信があるんだ！

「で、私たちは、いつまでこうやっているわけ？」

「クムさんが術者を見つけるまで、じゃないですか？」

　顔を真っ赤にしながら、恥ずかしそうに小声で呟く二人。

「大事な部分は見られてないとはいえ、滅め茶ちや苦く茶ちや恥ずかしいんですけど。なにこの変態ＶＳ変態みたいな図。相手は相手で見たくないもの出しちゃってるし、変なものが目に入らないようにするのも、精神的に辛つらいんだけど……」

「言われると気になるじゃないですか、いちいち声に出して言わないでくださいです。見るなと言われたら、見たくなくても気になっちゃうじゃないですか」

「じゃあ見ればいいじゃない。熱美のは既に見ているんでしょう？　今更一本や二本変わらないわよ。どうせなら見比べてみてはどう？」

　なんだかこっちが恥ずかしいからやめてください。

　いや、でも、マジで。

　湯けむりを操り続けるのもそうだが、この状況めっちゃしんどいな。

　クムさん、はやく術者を見つけてくれ、このシュールな状況は長くもたないぞ！





　　　◆






　クムが隠れていた場所は、女湯の浴場を囲む竹垣のすぐそば、住居の傍かたわらにある植え込みの陰だった。

　いつもの神官服を着て、右手に愛用のメイスを携えた彼女は、竹垣の上に変態が出現する瞬間をしっかりと見ていた。

　変態は竹垣をよじ登ったりするわけではなく、それこそ幽霊でも現れたかのように、突如竹垣の上に仁王立ちで出現する。

　その瞬間、自分に似た存在が持つ特有のマナの流れを確かに感じることができて、クムは自分の推測が正しかったことを確信した。

「やっぱり、そうなのですね」

　呟つぶやくと、クムは胸の谷間に隠してある鍵かぎを取り出して自分の首輪に挿した。

　解錠して拘束を緩め、内なる力を解き放つ。

　クムの中にあるもう一つの魂が、抑圧を抜けだして声をあげた。

「聞こえてますか。お仲間かもしれません」

　──ああ、聞こえてるよ。ったく、自分が用のある時だけ呼び出しやがって。お前は都合のいい女か。いや、都合がいい扱いをされているのは俺か。

「でも、満更でもないでしょう？　ひさびさに本気を出せるかもしれないんですから」

　相手は、禁忌の力を使う魔法使いだ。

　魔法を極め禁忌に手を染めた存在か、あるいはこちら側の存在か。

　──はいはい、しゃーねぇな。

　クムの中のなにかが吐き捨てるように言うと、彼女の身体からだが優しく薄緑の発光を始めた。

　全身のマナを使って魔法に対する感度を敏感に、変態を生み出すために術者が使っているはずのマナを読み取り、その出所を探る。

「じゃあ、お願いします。同じ器を有するもの。魂を分かつもの。破壊を司つかさどるもう一人の私」

　クムに宿るもう一つの魂には、本来の彼女をはるかに上回る力がある。

　敵を殲せん滅めつしうる暴力的な力と身体能力、そして圧倒的な魔法の技量と感覚。

　特に、物体や物の性質を把握する能力は、一般的に一流と呼ばれる魔法の使い手の中でも群を抜いている。

　手で触れ肌で感じて、場合によっては口や性器などを通じて体内で魂に溶かすことによって、対象の情報と本質を把握することができた。

　──見つけた、こっちだ。

「行きましょう」

　目的地に向かって、クムは村の中を駆けた。

　夜なのでただでさえ人通りの少ない幅広の道はさらに進みやすく、クムの疾走を邪魔するものなどなにもない。

　やがて辿たどり着ついたのは、村の裏手すぐの場所にある河川敷。

　暖かい季節の昼であれば、村の少年たちが水遊びや釣りをして遊んでいる、そんな川の畔ほとりにて、ローブのような黒装束を身に纏まとった男が仁王立ちをしていた。

　目深なフードで顔を隠しており、クムの位置からその中を窺うかがうことはできない。

「おや、見つからないよう村の中には入らないよう気をつけていたはずなのですが……」

　と、男が決して顔を見せないままクムの方を見ると、彼女の首輪で目を留めて「ほう」と声をあげた。

「なるほど……似たような存在だから、私に気付いたというわけですか」

　男は一目で、クムの首輪がどういうものであるのかに気付いたらしい。

「なぜあなたは女湯を覗のぞくのです？」

　気にせず、クムが問いかける。

「男が女湯を覗くのに、理由など必要か？」

「カッコよく言ってますけど、なかなか最低な台詞せりふですね。でも、本当にそれだけでしょうか？」

「他に理由があるとでも？」

　男がククっと笑った。

　クムもまた、それを見て「ふふっ」と笑う。

「だったら、力尽くで聞き出すまでです」

　クムが地を蹴けって男に飛び掛かった。

　──かああああああ、やっぱいいねぇ。この瞬間、力を震えるこの刹せつ那な。生きてるって感じがしてたまんねぇええええ。漏もれそうになっちまう！

「私の頭の中で下品なことを言わないでください！」

　男が向かってくるクムに向かって、右手を構え「レイフム！」と唱えた。

　初歩にして王道な炎の魔法。

　それ故ゆえに術者の力を反映させる魔法だが、男が放った焰ほのおの大きさは世間一般的な魔法使いの放つそれの約三倍程度。

　真まっ直すぐに男に飛び掛かっていたクムは、その巨大な焰を避けることができず、そのまま飲み込まれてしまう。

　そこらの冒険者が生身で受ければ、そのまま炭にでもなっていたかもしれないそんな激しい猛火。

　だが、クムはそれをものともせず、焰を突き破るようにして男の目前まで迫った。

「──なに!?」

　クムは、作戦前に温泉を使って対魔法属性を高めていた。

　電気風呂、水風呂、そして対火属性効果のある砂湯。

　こんなこともあろうかと、準備は万端に済ませていたのである。

　──それにしてもすげぇな、あの温泉の効能は！　たまらん！

「ええ。だからお願いしますよ！」

　信頼、譲渡、全力、自我を保ちながらも半身はあちらに在あり。

　身体からだの制御の半分は、もう一人の自分に預けてある。

　クムの中のもう一人が、思いきり振りかぶったメイスを男に向かって叩たたき落おとした。

　首輪を解錠している状態のクムは、通常時の何倍もの身体能力を持ち、並みの武術の達人くらいであれば容易に圧倒することができる。

　踏み込みとともに一打、それを避けられたところで踏み込みもう一打。

　流れるようなメイスの乱舞を、すんでのところでとはいえ避ける男もまた人並み外れた異常な身の動かし方だったが、幼い頃から対人に特化して鍛錬をつんできたクムには一歩届かなかった。

　加えて、クムは待ち伏せの直前まで温泉に入っていた。

　身体にはマナが漲みなぎっており、まるで羽のように軽い。

　横払いに放たれたメイスが、すんでのところで避けきれなかった男の横腹を殴打する。

　しかし、その瞬間、

「なっ……!?」

　男は消え、彼の黒装束のみを巻き込み、メイスは空振りした。

　メイスが触れそうになった瞬間、男は服だけを残して、まるで幽霊であるかのように姿を消したのである。

　クムはすぐに、なにが起こったのか、なぜ男が消えたのかの理由を悟った。

「なるほど。最初から、本物じゃなかったのですね」

　──ちっ、そのようだな。くそがっ。

「私が来ていることに気付いてすぐ、新しく魔法で自分を分けてここで待ち伏せ。本体は村から撤退ってところでしょうか。服を着ていたから油断してしまいましたが……」

　──俺が男を感知できたように、男も俺を感知できたのかもな。

「……なるほど」

　男は、魔法で生み出したもう一人の自分に服を預けたのだろう。

　ここにやってくるクムを欺き、村から逃げ出す時間を稼ぐために。

「気配は追えますか？」

　──ここから少し離れた場所に気配を感じるが、今から向かってももうその場には残っていないだろ。やれやれだぜ。

「その通りですね。じゃあ、お疲れさまでした」

　──って待て！　俺はまだ今日なにも──。

　問答無用で、クムが鍵かぎを閉める。

　解錠した状態は、続くとクムの身体に負担をかけるし、もし隙すきを突かれて身体の自由でも奪われたら大変なことになる。

　そして、クムの中にいるもう一人は、そのようなことをしでかす存在だ。

「はぁ、成果はなにもなし。戻ったら皆さんに怒られそうですね」

　呟つぶやきながら、クムは胸元から小型の魔ま灯とう結けつ晶しようを取り出して黒装束を照らした。

　なにか術者に関する手掛かりがないか、探すためである。

「そう簡単に見つかるわけもないんでしょうけど～……うん？」

　すると黒装束の胸元の内側に、白い糸でなにやら刺し繡しゆうが入っているのを見つける。

　クムはその文字を見て息を吞のむ。

「《Ｍ》……」

　そこには、彼女が最近ずっと追い求めていた、魔造士の名が記されていたのだから。
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　不思議な男物の黒装束を手に、クムさんが戻ってきたのは、そう時間も経たたないうちのことだった。

「そんなわけで、残念ながら捕まえられませんでした。二人に恥ずかしい思いをしてもらったのに……」

　二号店の女湯にて、帰りを待っていたレティシアとチーチクの二人と顔を合わせるなり、クムさんが申し訳なさそうに頭を下げた。

　わざわざ浴場で話をしてくれているのは、俺に状況がわかるようにだろう。

「ううん、私が恥ずかしい思いをしたのは熱美あたみのせいだし、クムが謝る必要はないわよ」

「そうです。あのアホな作戦は熱美さんのものです。その件に関しては、熱美さんが実体化した時にお詫わびさせるので大丈夫です。上う手まくいかなかったのは熱美さんのせいです」

　てか、二人ともあの作戦めっちゃ恨んでるな!?

「それに、クムの推測は当たっていたんでしょう？　人為的な魔法によるものだったと判明しただけでも随分な収穫じゃない」

「その通りです。明日にもう一度挑むとか、村の人で協力して厳戒態勢を敷くとか、いろいろやりようがあるですよ」

　チーチクも追随するように頷うなずいた。

　二人の言うとおり、クムさんの功績は大きい。

　本人は役立てなかったとか言っているがとんでもない、暗雲の垂れこめた状況が一気に解決に向けて進んでいる。

「ひとまず、明日もう一度リベンジといくですよ。また相手が覗のぞきに来てくれるとありがたいのですが」

「そうね。気乗りしないけど、囮おとりならもう一度やるし。いやほんと、あんな恥ずかしい真ま似ねはできるなら二度とゴメンなんだけど」

「そうだ、次の囮おとりは熱美あたみさんにやってもらうってのはどうですか。私たちのように裸であの変態を魅了して、足止めもやるですよ」

「そうね。あの術者が男の裸に欲情しないって証拠はないものね」

　普通に考えて逃げ出されるだけで逆効果だろ!?

　だが、その二人の話を聞いてクムさんが笑う。

「あはは。本当にすみません、もう一度手を貸してもらえるとありがたいです」

「だから、頑張ってくれているのはクムであって、この温泉のために頑張っているわけでしょう？　気にする必要ないんだってば」

「その通りです。そしてそれは、ライゲアのためでもあるですよ」

「はい、その通りですね」

　バツの悪そうな笑みを浮かべるクムさん。

「それにしても、結局なんであんな凄すごい魔法使いが覗のぞきなんてやってるんですかね。やっぱり、ただ覗きたいだけだからなのでしょうか」

「それなのですが……もしかすると、覗きの背後に何者かがいるかもしれません」

「背後に？」

「はい。尋ねてみたんですよ、なぜこういうことをしているのかって。そうしたら、覗き以外にも、他に理由があるようなことを仄ほのめかしていました」

「他の理由って、変態が変態的な行為を楽しむということ以外に、どんなものがあるというのよ」

「覗きをする理由。嫌がらせくらいにしかならないような気がするですが……」

　と、チーチクの言葉に、三人が目を合わせた。

　俺も一つの可能性が思い当たる。

「コムネイ側の嫌がらせの可能性はありますね」

「こちらから抜かれそうなのを見て焦った、と。確かに、理由としては腑ふに落ちるわ」

　確かにその可能性ならあるが──。

　コムネイのセントーの持ち主であるシャーラ、か。

　そういうことをしそうな子には見えなかったけど……。

「ひとまず、村の方で冒険者に頼んで、それとなく調べてみるですよ」

「うん、チーチクお願い。まぁ、変態をとっ捕まえて吐かせれば、すべてはわかるんでしょうけど」

「その通りです。次こそ絶対に捕まえるですよ」




　しかし翌日、そしてその翌日、更に翌日も翌々日も覗き魔は現れなかった。

　思えば、一度捕まりそうになったのだ。

　もう諦あきらめて手を出さなくなってもおかしくないというか、それが普通だろう。

　みんなでそう結論を出した頃には、覗のぞき魔まの騒動でやや少なくなっていた客足も元に戻り、状況は騒動以前の順調なものへと復活していた。

　そうして、さらに数日後。

　カレンさんから、最後の中間報告が届いた。







『ライゲアＶＳコムネイ　浴場対決企画　第五回中間報告




　熱美あたみ温泉　　　　　２０９満足ぅ

　コムネイセントー　１９５満足ぅ




　いよいよ大詰めを迎えた、真の温泉を決定するＶＳ企画。

　最後の中間報告は、ライゲアの熱美温泉が逆転して差をつける形となった。

　勝因は前回に引き続き、ライゲアの村につくられた二号店の存在と、そこにある砂湯による純粋な顧客満足度の向上だ。

　途中変質者が現れて騒動が起こるなどしたものの、客への配慮を欠かさず早急に状況を解決した熱美温泉の好感度は変わらぬまま。

　一方、コムネイのセントーでもラコニクム蒸し風呂で熱を発生させている魔法炉が壊されしばらく使用できなくなるという事件があったが、十分な謝罪ができず客の不信を買い心証を下げることとなった。

　このままいけば、熱美温泉の勝利は間違いないだろうが、最後の集計までにもう一波乱起こるのか。

　双方とも、最後の集計まで死力を尽くして頑張ってもらいたい』







　中間報告を聞いた一同は、カレンさんを待ち構えていた夜の温泉施設前で、小躍りをする勢いで喜んだ。

「やったあああああああ！」「やりましたですよ！」

　感極まって叫んだのはレティシアとチーチクだ。

　そのまま隣にいたチーチクとハイタッチをして、クムさんに抱き付いている。

　リザちゃんとミィも、嬉うれしそうに手を合わせて飛び跳ねていた。

「あー、こほん。まだ勝ったってわけではありませんよ？」

　カレンさんが、一言釘くぎを刺した。

　みんなそんなことは百も承知だろうが、その上で嬉うれしいのだろう。

　最初は勝てそうになかった競争だし、二号店をつくったり変質者を撃退したり、色々あったからな……。

　このまま無事に勝てればいいのだけど。

　そうして勝利した暁には、『アドベント』を通じてさらに人気を上げた当温泉は、さらなる発展をして──。

　……想像するだけで既にダルいな！

「負けて面倒なことになったら嫌じゃないですか。ボクは面倒なことが嫌いなんです。だから勝ってもらわないと困りますし、最終局面ともなれば結果は気になるわけですよ～」

　フレイよ、そんなことを言っているが、勝ったら勝ったで面倒なことになるんだぞ。

　というか、今更ながらどうして俺は、二号店なんてつくって手間を二倍に増やしてしまったのだろうか。

　俺は、心の中で大きく溜ため息いきを吐つきつつ、少しはゆっくりする時間が確保できるよう、あまりお客さんが増えすぎないようにと祈るのだった。
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　人にとってお風呂の心地良さに差があるように、温泉である俺にとって従業員の清掃の心地良さには差がある。

　人が心地良さを感じる湯温が存在するように、磨かれるのに最上のブラシやスポンジの力加減なんてものが存在するわけだ。

「クムったら、仕事を放ほうり出して居眠りなんて。カレンさんの報告を聞いて気が弛ゆるんだのかしら」

　レティシアが、浴槽をデッキブラシで擦こすりながら言った。

「私はべつに気にしてないよ。普段、クムさんほどには役に立ててないし、偶たまにお返しできると思えば全然」

「や、やっぱりリザはいい子よね！　おねーちゃんとして鼻が高いわ！　耳だって長い！」

「耳が長いのは私たちエルフの特徴だけど……」

　あははとリザちゃんが苦笑いを浮かべる。

「それにね、こうやって誰かのために役立てるのは嬉しいんだ。これまでずっと、病気のせいで人に迷惑かけてばかりだったでしょ？　まだ迷惑も多いけど、少しずつ恩返しができるようになってるのが嬉しくって」

　くすりと、リザちゃんが笑う。

「だから、誰かのために働くのは悪いことじゃないの。夢だったからさ。みんなのために、勿もち論ろんおねーちゃんのために、助けられた分だけ誰かを助けられる自分になりたいって」

「……リザ！」

　レティシアが、デッキブラシを捨ててリザに抱き付いた。

「マジいい子すぎる！　さすが私の妹だわ！　完かん璧ぺきすぎっ！　こんなに立派に育ってくれて姉としては嬉うれしいわ！」

「ちょ、ちょっとおねーちゃん、掃除中だから！　というか、大おお袈げ裟さすぎ！　そ、それに、私のために頑張ってくれてたのはおねーちゃんもでしょ！」

「私がリザのために頑張るのは当たり前でしょ！」

「だったら私がおねーちゃんのために頑張るのも当たり前だよ～」

　興奮するレティシアの胸を押すようにして、リザちゃんが離れる。

　しかしレティシアって、シスコンだよな……。

「あれ？　そういえば、ミィは？」

「ええとね、クムおねーちゃんと一緒に寝てたよ。肩を寄せ合いながら。食堂のテーブルで。だから、どうせ暇だったし」

「なるほどね」

　浴槽の掃除は、数日置きに当番制でやっていた。

　レティシアとクムさんが一緒に組んで、リザはミィと一緒にやる。

　男湯はフレイが一人でやってくれているが、その分は他の仕事量を調整して、といった風だ。

　んで、当施設で一番心地良いブラシ捌さばきをするのはリザちゃん。

　レティシアやクムさん、チーチクといったこれまでの三人のスポンジ使いも中々のものだったが、もう一段上の高みの心地良さというものを提供してくれるのが彼女である。

　クムさんが居眠りをしてしまった関係で代わりにやることになったというが、俺としては予期せぬ至福の時間の到来を喜んでいた。

「ごしごし、ごしごし、どうです熱美あたみおにーちゃん。気持ちいいですかー？」

　ああ、たまらん。最高だ。

　そうそう、そのへんに汚れがたまっていて痒かゆいので、優しく、撫なでるような毛先の感覚で磨いてもらえると、うん、うん、それ、それな！

「だったらさ、次の時に代わってもらったら？」

「べつにそれもいいよ。お掃除好きだし。だってこれ、熱美おにーちゃんが喜んでるんでしょ？　『あいつ』は身体からだを磨かれるのが好きだって、おねーちゃん教えてくれたよね」

「そ、そうだけど。でも、喜ぶのは熱美であって、私たちじゃないのよ？」

「おにーちゃんが喜んでくれるなら、私だって嬉しいよ」

　おいおい、嬉しいことを言ってくれるなリザちゃんよ。












　掃除は上う手まいし可愛かわいいし嬉うれしいこと言ってくれるし神かそれか天使か。

「それに、よく湯船の中でお漏らししちゃってるし。おにーちゃん平気だって言うけど、痛覚あるって話だったよね？　痛いんじゃないかなって……少しでも、お詫わびとかお返しとかしたいなって」

　まぁ、あの瞬間は悪魔が襲来したような気分だが……。

「大体、おねーちゃんだって掃除当番を譲らなかったじゃない。先月、体調が悪そうだったから私が代わろうかと言ったのに、絶対に嫌だって聞かなかったし」

「な、ちょっとリザ、熱美あたみが聞いている場所でそれ言わないでよ！」

「え？　べつに悪口を言っているわけでもないんだし、いいと思うんだけど」

「恥ずかしいでしょう!?　つーか違うからね！　熱美！　勘違いしないでよ！」

　なにをだよ、言ってたんだろ。

「否定しなくても、神さまを誉ほめるのは普通のことじゃないかな？　昔、ご飯を食べる時は豊ほう穣じようの神さまに感謝しろって、おねーちゃんに言われたような気もするけど……」

「むぐっ──」

　頰ほおを赤く染めながら、言葉につまるレティシア。

　本人的には聞かれたくない話題だったみたいだが、俺としてはもっと好意はアピールしてくれていいのよ。だって嬉しいし。

　人さまファーボットさまエルフさまに愛される温泉を目指していきたいものである。

「ま、まぁ、それにしてもクムのことは心配よね！　居眠りって、寝不足なだけでしょ？　最近毎晩のようにどこか出歩いているみたいだし」

「もー、おねーちゃんったら、そんな露骨にごまかさなくても」

「リザ！」

「あはは、冗談だよ。でも、そうだね、確かに心配だよね。クムおねーちゃん、なにしてるんだろう」

「う～ん……一人で例の覗のぞき魔まを探しているのかしら。あの日から様子がおかしい気がするし」

　言われてみれば、そうだったか。

「そういえばね、ミィが妙なことを言ってたの。最近、クムおねーちゃんの中のマナが大きくなっているって」

「クムの中のマナって、以前、自分も漏もれるものがあるとか言ってたやつ？」

「だと思う」

　ええっと……。

『リザちゃんと同じ感じでしょうか。私にも、漏れちゃうものがあるんですよ。この首輪はそれを閉じ込めるものなのです』

　こんなことを言っていたこともあったんだっけ。

　その漏れそうなマナが、大きくなっている、と。

「つまり、最近のクムは漏れそうってこと？」

「うん。もしかしたら、漏れそうになる夜の活動をしているのかもしれないね」

　笑顔で言うリザちゃんだったが、その言い方は卑ひ猥わいでまずいですよ。

　それはともかく、最近クムさんが入浴していると、俺もなにか淀よどみのようなものを感じてしまうんだよな。

　なんだろう、以前、呪のろいにかかっていた時のミィが俺の温泉に入った時と似たような感じというか。

　クムさんが呪われてる──なんてわけはないんだろうけど。

「なにか悩みごとがあるのかな」

「んー……私もそう思うんだけど、クムってあまり自分のことを話したがらないのよね。一度、首輪のことを聞いた時もはぐらかされて、言えないんだって謝られちゃったし」

「心を開いてくれてないのかなー」

「まぁ、誰しも言いたくないことの一つや二つあるってことじゃないの？」

　それもそうか。

　考えてもわからないものはわからないし、もし言いたくなったら話してくれるだろう。

「じゃあ、掃除ももう少しだから、もうひと頑張りと行きましょう」

「おー！」





　　　◆






　従業員も出払った夜中。

　女湯の温泉に、一人クムさんが肩を沈めている。

　食堂で居眠りをしていたクムさんが目覚めたのは、レティシアたちがすべての業務を終えて、張り直したお風呂に入り終わり、寮に戻るというタイミングだ。

　というわけで、他のみんなは先に寮に帰ったのだが、クムさんは一人残って温泉で汗を流しているというわけである。

「はぁ……ぐっすり居眠りして掃除をさぼってしまうなんて。もう一度リザちゃんに謝っておかないと」

　温泉に入りながら、浮かない表情で沈んだ声をこぼすクムさん。

　常にどこかつくったような笑顔を崩さない彼女だから、この光景は珍しい。

　──湯温は少しぬるめにするか。

　気分が沈んでいる時は、熱すぎない方がいいからな。

「……はぁ……」

　クムさんが、愉悦ならぬ湯悦といった甘い声を漏もらす。

　最近、なにを無理しているのかしらないが、無理を自覚したのであれば、長湯でもしてリラックスしていって欲しい。

「…………」

　クムさんが、目を閉じて浴槽の岩に背中を預ける。

　そのまま暫しばらく、もたれかかるようにして──。

「……く～……」

　って、クムさん、また眠っちゃったよ。

　よほど疲れていたのだろう、まだ眠り足りなかったらしい。

　しかし、タフそうに見えるクムさんがここまで疲れているなんて。

　なにをやっているのかしらないけど、本当に無理をしないで欲しいものである。

　いやだって、お風呂で寝るなんて、溺でき死しの可能性があって危ないしな。

　気持ち良さそうに眠っているところ悪いけど、起こしてあげた方がいいかもしれない。

　泡を立てるか、実体化して声をかけるか、あるいはスピーカーを使うか──。




『──助け──て──』




　……!?

　あれ、今の助けを呼ぶ声、この間も聞いたものと同じ!?

　あの時は気のせいかと思ったが、やはり誰かが俺を呼んでいる気がする。

　俺の脳に直接響くような声。

　そしてその声は、もう一度聞くとクムさんのもののように思えた。

　湯船でクムさんをジっと見てみる。

　彼女が、俺に助けを求めている？　どうして？

　そうしていると、クムさんはビクっと反るように身体からだを動かした後、バチリと目を開いた。

　どうやら、俺が起こすまでもなく目を覚ましたらしい。

「……ん？」

　目を覚ましたクムさんは、落ち着かない様子で周囲をきょろきょろと見回し始めた。

　背中を預けていた岩盤を触り、お湯を両手で掬すくって、自分の頰ほおを両手でぱちぱちと叩たたく。

　……うん？

　様子がおかしいけど、どうしたんだろう。

「これはもしかして、上う手まくいったのか？」

　クムさんが、自分の両手を見た。

　そして、唐突に立ち上がると、

「ふははは！　俺を呼び出しすぎて弁がガバガバになってしまっていたみたいだな。しかし、まさかとは思ったがこうも上手くいくとは」

　いつものおっとりとした感じはどこへやら、俺に丸見えの裸を隠そうともせず妙な口く調ちようで呟つぶやいた。

　──え、え、え？　誰これ。

　どう見てもクムさんだけど、様子が変というよりは別人だ。

　だって、クムさんは自分のことを俺なんて言わないし！

　するとクムさん（？）は、頭上を見上げて、

「なぁ、こっちを見てるんだろう？　俺はお前と話がしたい。この温泉の神、熱美あたみさんよ」

　まるで幽霊かなにかに取とり憑つかれたかのような様子で、俺に出てこいと言ってくる。

　……ええっと、どうしたものだろう。

　高圧的に呼び出されると出る気もなくなるというものだが、今クムさんになにが起こっているのか確かめるには、出て行った方がはやい気がする。

　マナの貯ちよ蓄ちく量も問題なさそうだし──よし。

　俺はマナを集めると、人間の形をつくって浴場に発現した。

　当然、いつものように湯けむりで大事な部分を隠すのも忘れない。

　股こ間かんを隠すために拾ったのは洗面器だ。

「呼び出されたので来たけど──お前は誰だ？」

　浴場に出てきてすぐ、そう質問した。

「誰って、わからないか？　俺はクムだよ、どうみても」

「クムさんはそんな喋しやべり方をしないし、大胆だが恥じらいはある。相手が俺だとしても、もう少し見せないような工夫はするさ」

「ふははは！　そうか、まぁそうだな。確かにそうだ。じゃあ言葉遣いを改め恥じらおう。ええっと……熱美あたみさま、これでよろしいですか？」

「確かにクムさんっぽくなったけど……取りあえず前を隠してくれ。裸が見えちゃってる」

　というか、目のやり場に困るから温泉に入ってくれ。

　動揺した様子でも見せようものなら神の威光がなくなってしまいそうだが、とても冷静ではいられない。

「ええ？　どうしてでしょうか？」

　クムさん（？）はトボけながら湯船を出ると、高速で俺の間近まで迫って右手を摑つかんだ。

　──なっ。

　気付けばという形容が正しいほどの速度で迫った彼女は、こちらの手を手繰りよせるようにして、俺の顔を豊満な両胸に押しつける。

　──え？

　最初、なにが起こったのかわからなかった。

　状況を理解した時には、俺はクムさん（？）の豊満な両胸で窒息しそうになっていた。

「ん……む～、んぐ～！（ちょ……な、いきなりなにを！）」

「隠す必要なんてないんですよ。だって、見せてたんですから」

「ふぁ、ふぁんふぇん～んんんん！（な、なんでそんなことを！）」

　むにょん、むにょん。

　さきほどまで温泉に入ってたせいか、マシュマロのような両胸は人肌以上の適度な熱を灯ともしていて、それがまた柔らかい感触と相あい俟まって気持ちがよい。

「ん、やっ、そんな鼻息荒くされると、くすぐったいです～」

　仕方ないだろ、だって息苦しいんだもの！

　このままだと、色欲と肉欲に溺おぼれて窒息死するなんて、洒落しやれにならないことになってしまう。

　温泉が溺れるなんて、ちょっと笑えない。

「あ、あわへ！（は、はなせ！）」

「うふふ、だったら取り引きといきましょう」












「お、おいひひ!?（と、とりひき!?）」

「はい。温泉さまにお願いしたいことがあるんです。この鍵かぎで、私の首輪を解錠してもらえませんか？」

　そう言って、いつの間に持っていたのか、クムさんが右手の小さな鍵を俺の左手に重ねるようにして渡してきた。

　いや、視界は胸に奪われているからわからないのだが、この金属の手触りと凹凸の多い形は鍵だろう。

　そして首輪。

　クムさんの首輪って、確か──

『リザちゃんと同じ感じでしょうか。私にも、漏もれちゃうものがあるんですよ。この首輪はそれを閉じ込めるものなのです』

　魔力を閉じ込めるものだと言っていたよな。

　それを開ける？　どうして？

　大体、鍵を開けたいなら、自分で開ければいいのではないだろうか。

「それに、もっと気持ちいいことがしたいでしょう？　首輪を開けてくれたら、この身体からだを好きにしてもらって構いませんから～」

　な、なに？　クムさん（？）の身体を好きに？

　人間、生命の危険に瀕ひんすると子孫を残すために性欲が高まるという話だが、温泉である俺もそうなのだろうか。

　女性の裸なんて見慣れた俺が、クムさん（？）の怪しすぎる誘いに心揺らいでしまっているのは、このままでは死んでしまいそうな状況故ゆえかもしれない。

　って、首輪を開けるもなにも、この状態だと視界が見えなくてどうしようもないだろ。

「どうでしょうか？」

　さらに、ぎゅうううっと胸を押しつけられる。

　やめ、やめてくれ、このままやられると本当に息ができなくなって死んでしまう！

　だ、だから、どうするもこうするも、とりあえず視界を──。

　…………？

　突然、クムさん（？）の動きがピタリと止まる。

　……うん？

　俺は彼女の胸に顔を埋めたままで、視線を上に向けてクムさん（？）の顔を見た。

　するとそこには、頰ほおを赤くして、あわあわしているクムさん（？）の姿があって……。

「あ、あ、あの、熱美あたみ……さま。こ、これは、その……その、その」

　さきほどまでの誘惑はどこへやら、赤面してあたふたとするクムさん（？）。

　なにやら様子がおかしいが、むしろ今の状態が正常であるように思える。

　さきほどの変な状態から元に戻った、ということなのだろうか？

　クムさんが両手で俺の胸を押すようにして距離を取った。

「す、すみません！　今のは私じゃなくて、その！」

「ええっと、それはまぁ、なんとなくわかってたよ」

「そ、そうですか」

「は、はい……」

　どう見てもクムさんじゃなかったし。

　べつの淫いん乱らんななにかだったし。

「……で、さっきのはなんだったんだ？」

「…………」

　クムさんが黙る。

「秘密ってこと？」

「あ、いえ！　そうじゃないのです！」

　クムさんが慌てて否定する。

「いえ、秘密ではあるのですが……喋しやべりたくないわけではなくて。その、ルールなんです。誰にも言ってはならないという、決まりがあるのです」

「誰に決められたルールなんだ？」

「うーん……神さま、ですかね？」

　つまり、ラーダ教ってことか。

　なるほど、だったら喋しやべれなくても当然のことだ。

　──だが。

「業務中に居眠りなんて、他のみんなの迷惑だろうにな～」

「っ!?」

「神さまである俺に罪悪感のある隠しごとなんて、いい度胸してるよな～」

「ああああもう、なんなんですか一体！」

　珍しくクムさんが取り乱した。

「というかだな、俺は人の類じゃない、神である。普段は実体が存在すらしていない魂だ。俺に言ったところで独り言と変わらないだろう」

「…………」

「心配してるんだ。最近眠そうだし。なにか無理してるんじゃないかって。レティシアやリザだって」

　俺がそう言うと、クムさんはしばらくポカンとした後に、

「うふふ。面白いことを言いますね、熱美あたみさまは。でも、そうですね。確かに、熱美さまは、誰かに含まれないかもしれません」

　意地悪を言っただろうか。

　クムさんは、「はぁ」と溜ため息いきを吐ついて。

「私、人工魂機物アーテイグリムなんですよ」

「……は？」

　人工魂機物って──。

　あれだろ？

　物に魂が宿っている魂機物グリム、それを人の手によってつくったもの。

「いや、クムさんは人だろう？　魂は最初から宿っているんじゃ」

「だから、二つ入っているんですよ。元からの魂に、もう一つの魂。熱美さまも、さきほどご覧になったでしょう？」

　ああ──なるほど、理解できた。

　さっきのあれは、クムさんに眠るもう一つの魂ということか。

「幼い頃、悪い魔法使いの実験材料にされてこうなってしまったんです。呪じゆ托たくと呼ばれる、氷の魔女によって生み出された禁忌の技術。それを受けた私は、本来は持ち得なかったもう一つの魂を身に宿すこととなってしまったのです」

　氷の魔女。

　ミィに人間を恨むよう呪のろいの魔法をかけた、昔この世界を酷ひどいことにした悪い魔法使いだったっけ。

「その魂は、気を抜けば私の身体からだを食らい尽くそうとします。自由になろうと暴れてしまいます。それを封じているのが、この首輪なのです」

　クムさんが、付けている首輪を擦こすった。

「ええっと。大変、なんだな」

　黙っていたということは、あまり言いたくないことだったのかもしれない。

　危険な目にあったから聞いてみたものの、不用意な質問だったかもと少し反省しながら、クムさんに告げる。

「あはは。大変ですけど、いいことだってあるんですよ。魂機物グリムが強力な力を持つように、私もまた異質な力を持っています。その力を使えば、教会の裏のお仕事だって楽ちんなわけです。というより、その力を見込まれて神官に誘われたようなものですし」

「裏のお仕事？」

　クムさんが、こくりと頷うなずいた。

　エ、エッチな響きがするけど……いや、そういうのじゃないよな、多分。

「絶対に言わないでくださいよ？」

「ああ、黙っておくさ。神に誓って」

「あはは、神さまがおかしなことを言いますね」

　ジョークのつもりだったので、笑ってくれて嬉うれしい。

「人工魂機物アーテイグリムは、人の手で生命をつくりだしてしまうという倫理的な観点と、国を滅ぼすほどの力を生み出すことができるという危険性から世界中で禁じられています。それを教示しているのが、私が仕えるラーダ教です。それはご存ぞん知じですよね？」

「あ、あぁ」

　わからないが、わかっている振りをする。

　まだまだこの世界については知らないことの多い俺にとって、初耳の話だった。

　知っているのが当然みたいな言い方だし、怪しまれないようにしなければ。

「ラーダ教は、恒久的な世界平和を望み、各地に教会を建て、教えと慈愛を人々に施すことによって信者を増やしました。争い事が起これば人々の保護に努め、場合によっては戦争の仲裁にも入ります。いわば、平和の使者といったところでしょうか」

　このあたりは、お客さまが話していたのを聞いたので知っている。

「ですが、この教会には裏の顔があります。現存する人工魂機物の回収、及び破壊。製作者である魔造士の捕獲。場合によっては、断罪」

　警察、ということなのだろうか。

　しかし、どうしてこっそりと。

　悪いことをやっているわけでもないだろうに、もっと表立って活動してもよさそうなものだが。

「不思議そうな顔をしてますね。どこの国でも勝手に干渉して、相手が貴族だろうが王族だろうが個人の裁量で取り締まる。場合によっては──いえ、頻繁に手荒な真ま似ねを行います。そんな組織、公には認められないでしょう？」

「……なるほど」

　それは確かに、こっそりとしかやれないのかもしれない。

　つまり、必殺仕事人というか、国家を無視して裏で動く特務エージェントのようなものなのだろう。

「最近睡眠不足なのは、先日ライゲアで見かけた変質者が、その人工魂機物アーテイグリムをつくっている悪い魔造士である疑いが出てきたからです。残念ながら、まだ見つかってないんですが……すみません、居眠りしちゃって」

「いや、そっちが本業なんだろう？」

「はい。でも、私の夢でもありますから。世界から人工魂機物をなくす。そのために、私は生きているんです」

　クムさんが、笑顔で答える。

　世界から人工魂機物をなくす、ね……。

「ま、あまり無理しないようにな。助けを求めるって、かなり追い詰められてるように思うし」

「え？」

「聞こえるんだ、クムさんが俺に助けを求める声。もしかしたら、クムさんの中に眠っているもう一人の声なのかもしれないけど」

「声……」

　あの、頭の中に直接響いてくる声。

　理由はわからないけど、間違いなく俺に助けを乞こうクムさんのものだった。

　以前、クムさんが温泉に入っている時に漏もれているものを、魔女の呪のろいにかかっていた時のミィに似ていると思ったことがあるが、あの呼び声こそまさに同じ。

　彼女の心の声と会話した時、助けを求めた彼女の声に似ている気がした。

　すると、クムさんがしばらくきょとんとした後。

　やがておかしそうに、笑い始めた。

「えっと、面白いことを言ったか？」

「いえいえ、やっぱり熱美あたみさまは凄すごい神さまです。ひょっとすると、私より私に詳しいのかもしれません」

「クムさんよりクムさんに詳しいなんて、そんなことあるわけはないだろう」

「いえ。案外自分では見えないものだって多いものですよ。だから、ミィちゃんは元の心に戻れた。やはり熱美あたみさまには、特別な力があるようです。それこそ、この世界の勇者になれるかもしれないような」

「……は？」

　俺が、勇者？

　ただの温泉だし、湯ゆー者しやとかならなれそうなものだが、勇者になんてなれるわけがない。

「いやいやいや！　そんなものになれるわけがないだろ！」

「期待しています」

　勝手に期待しないでくれ！

　確かに、この世界の人間の心を温めてやりたいとか、癒やしを提供したいとか、そういうことを思ったことはあったけども、だからといって世界中の呪のろいをどうこうなんてスケールの大きな話、まったくピンと来ない。

　大体、そういうのは温泉の仕事じゃないだろう。

「……時に熱美さま。一つ質問があるのですが」

「うん？」

「さきほど、もう一人の私が熱美さまを襲った時、どうして実体化を解いて逃げなかったのですか？　それだけで済んだはずなのですが」

　…………。

　苦しくて思考に余裕がなかったのか、心地よさのあまり朦もう朧ろうとしていたのか。

　完全に、忘れてた。
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　客の出払った夜のアトリウム。

　カレンから渡された中間発表の紙を読み、シャーラは番台に肘ひじをつきながらわなわなと肩を震わせた。

「どうして……どうしてこんなことになっているんだ。勝てるんじゃなかったのか」

　負けるはずはなかった、勝ちを確信していたはずだった。

　だって、コムネイのセントーは本物だ。

　世界に公衆浴場の文化を広めるため、一族が苦労して積み上げてきた努力の結晶だ。

　祖父の、父の、みんなの夢が、想おもいが乗っているのだ。

　あんな野の晒ざらしのお風呂に、負けるなんて──。

「ふむ。二号店が勝因だと書いていますが、私はそうは思わないですね」

　シャーラの背後にいた、黒装束を着た瘦やせこけた男──マギアが言った。

「どういうこと？」

「ライゲアは、覗のぞき魔まの騒動を上う手まく利用して株を上げたとあります。これが評価を上げた最大の要因でしょう。そしてこちらにとっては、何者かによって魔力炉を破壊されたことが点を落とした要因。これらが持つ意味を考えれば──」

「まさか、あちらの覗き魔の事件はライゲアの自作自演で、セントーの魔力炉もやつらに壊されたというのかっ!?」

　シャーラが、両手で机をどんと叩たたいて立ち上がり、ぎりりと握り拳こぶしをつくる。

　その様子を見て、マギアが愉快そうに笑った。

「そうでしょう。だから勝たなくてはなりません。これを」

　そして、装束の中から瓶を取り出す。

「これは……？」

「コムネイのセントーに込められた貴方あなた、そして一族の思いを魂に変えるための液体です。それを使えば、コムネイのセントーはこの世界のどんな人間をも魅了する、最強のお風呂となるでしょう」

「どんなお風呂にも負けない……最強のお風呂……」

　なんの変哲もない瓶と液体のように見えた。

「毒など入っておりませんから安心してください。私の誠意です。私は、シャーラさん──いえ、あなたがた一族を応援していますので」

　シャーラはしばらく瓶を眺めると、「ありがとう」と礼を言って瓶を番台に置いた。

　そしてもう一度、瓶の中の液体を眺める。

　瓶の端に、小さく《Ｍ》という文字が刻まれていたのだが、シャーラは気にも留めなかった。












■第四章　存在理由




　魂機物グリムとは、人が持った願いや想おもいを食べて生まれた魂であり、幾千幾万の願望を成就させ、伝承にまで昇華した想念を宿したものだ。

　人の心は善きに脆もろく、悪あしきに深い。

　故ゆえに、正の感情よりも負の感情の方が、魂機物を生み出しやすいという性質がある。

　それを人工的につくるとなれば、当然込められる感情は負のものがほとんどだ。

　そのためには、魔法的な規則に従い、不幸な願いを集めて負の祈りを捧ささげ、時には人為的に怨えん嗟さをつくりだすことを必要とする。

　氷の魔女が編みだした、倫理に触れた禁忌の手法。

　人工魂機物アーテイグリムとは、まさに呪のろわれし道具だった。




　私を人工魂機物にした施設は、『万ばん年ねん童どう貞てい喪も処しよ女じよ教きよう』という名の小さな教団の施設。

　信徒が願ったのは、自分たちを蔑ないがしろにした今の世界の破壊。

　恋人のできない国家の破壊。恋人のできない平和の破壊。恋人のできない秩序の破壊。

　自分たちを受け入れてくれない、この世界の破壊。

　魔造士は、彼らの呪いを一層強めるため、時には恋人を演じる詐欺師を用意し、淡い期待を持たせ、最良のタイミングと方法をもって失恋させていたという。

　なんとムゴたらしいことを……。

　神み子ことして崇拝され、そういったものたちの恨みを浴びせられた私は、破壊を願う魂をその身に宿らせた。

　──今後ともよろしくな。つっても、すぐにでも一つになっちまうだろうけどな。

「一つに？」

　──一つの器に二つの魂なんてありえない。普通は混ざり合って消えちまうのさ。俺がお前の一部になる感覚だな。

「それは困ります。私は私です、あなたにはなりたくありません」

　私は、彼女に飲まれてしまわないよう抵抗した。

　油断をすれば、なにかを壊したくなってしまう。

　次第に、自分が怖くなっていった。

　このような存在が、この世界にいることを危き惧ぐするようになった。

　自分をそのような人間にした、禁忌に触れた魔造士も恨むようになった。

　世界を恨むようになった。

　そして、事の発端である氷の魔女のことを、そして自分すらも──。




『──助けて──』
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　ライゲアとの決戦まで一週間となった。

　最後の追い込みということもあってか、開業前からレティシアたちは忙せわしなく働いていて、朝一番のお客さまに備えていた。

　普段はサボリ気質かたぎで、客の見えないところでは遊んでばかりだったミィも、鼻はな唄うたを歌いながら雑ぞう巾きんでフロントの床を磨いている。

「ミィ、それはなんの歌？」

「昔戦った魔術師団に使われた、合唱式のドラゴン封印魔法なの。印象深かったので心に残ってるの」

　大変だったんだな……。

「ほらほら、喋しやべってないで、お客さまが見えたわよ」

　番台に座ったレティシアが、扉の向こう側の人影を確認してリザとミィに言った。

　──ガラガラガラ。

　横開きの戸が開かれる。

　だが、現れたのは客ではなく、浮かない顔をしたチーチクだった。

「って、なんでアンタなのよ。どうしたの？　こんな朝から、珍しい」

「困ったことになったです」

「困ったこと？」

「コムネイの工作を調べるために遣いに出していた村の者たちが戻ってこなくなったです」

「は？　なによそれ」

　レティシアが意味がわからないと言った風に返した。

　俺もわからない。

「セントーを調べるようにお願いしていた村の者がいたですが、そのまま音信不通になったのですよ。そこで昨日、その者の様子を見るように新しい遣いを出したです。ところが、その者も村に戻らなくなったです」

　チーチクが肩を竦すくめると、食堂の準備をしていたクムさんもでてきた。

「それは、どう考えても普通じゃない状況ですね」

「はい。ですからあたしは、コムネイに様子を見に行ってみようかと思っているですが──」

　チーチクが言いかけた時、再びガラガラと入口の戸が開いて、黒いスーツのような服を着た女性が血相を変えて飛び込んできた。

　冒険者雑誌『アドベント』の編集者、カレンさんだ。

「大変なことになりました。すみませんが、温泉ＶＳセントーの雑誌企画、あれを一度中止させてもらうかもしれません」

　一同が、「え？」とカレンさんの方を見る。

「どういうこと？」

「実は、コムネイのセントーを利用していた覆面調査員たちが、コムネイから戻って来なくなるという妙な事態になりまして……」

　レティシアたちが、顔を見合わせた。

　おいおい、なんだかさらに妙な話になってきたぞ？

　チーチクが、村の人間が戻ってこなくなった話をする。

「ライゲアでもそんなことが。実は、こちらでも戻らなくなった調査員たちの状況を調べるため、新たに人を出していたのですが、その方々も戻ってこなくなってまして」

「どうやら、こちらとほとんど同じ状況みたいね」

「私ども編集部としては、なにかしらの事件に巻き込まれたのではないかと危き惧ぐしておりまして、ギルドを訪ねて評価員の調査のため冒険者を派遣するつもりでした」

　ここまでくると、カレンさんのいうとおり、なにかしらの事件が起こっている可能性が高いよなぁ。

「だったら、私が行けば丁度いいんじゃないかしら」

　すると、レティシアがそんなことを言い始めた。

「え？　レティシアさんがですか？」

「ええ。だって、ライゲアの人がコムネイのセントーを調べていたのは、コムネイとの温泉対決があってのことだもの。温泉の従業員であり腕の立つ冒険者でもある私が、調べに行かない理由がないくらいよ」

　そこまで言うと、レティシアが天井を見る。

「そうよね、熱美あたみ」

　無関係なことであれば、わざわざ面倒事に首を突っ込む必要もないと思ってしまうのだが、残念ながらレティシアのいう通りだ。

「ピンポンパンポーン♪」

　俺は、チャイムを鳴らして頷うなずいた。

「でしたら、私も行きますよ」

　クムさんが言った。

「クムも？」

「なにがあるかわからないから、レティシアちゃんだけじゃ心配じゃないですか？　それに、個人的に気になっていることもありますし」

　例の覗のぞき魔まのことだろうか。

「あたしも行くです。私がお願いした相手が消えてしまったんですから、当然です」

　チーチクも続いた。

　こいつの強さを知る前であれば止めただろうが、こう見えて武術の達人だからな。

「じゃあ私も同行させてもらいます。評価員がどうなっているのか、編集部としても確認する必要がありますし」

　カレンさんも同行の意を示す。

　まぁ、この三人については、着いていくのが妥当だろう。

「わ、私も行きたいです！」

　しかし、さらに手を挙げたのが、リザちゃんだった。

「リザはダメよ。お留守番しとかないと」

「でも、おねーちゃんたちだけ危ないところに行くのに、お留守番なんて……」

「危ないところに行くからダメなんでしょう？　ここでミィとお留守番しとかなきゃダメ。なにかあってからじゃ遅いんだから」

　リザちゃんが、頰ほおを膨らませて不満そうにする。

「おねーちゃんが心配なんだもん。村の人も、『アドベント』の評価員の人たちも帰ってきてないっていうし、またおねーちゃんが帰ってこなくなったらって思うと、私」

　レティシアがバツの悪そうな表情になる。

　あ～……なるほど、旅に出る時、リザちゃんに黙って出ちゃってたのか。

　そりゃ根に持たれても仕方がないよな。

「あのね、リザちゃん。レティシアちゃんはリザちゃんをなるべく危険なことに巻き込みたくないと思っているの。わかってあげて？」

「わかってます。でも、だったら尚なお更さら、私もついていきたいんです。その気になれば、魔法だって使えますし」

　クムさんの説得にも、リザちゃんは応じない。

　レティシアもなかなか頑固なところがあると思っていたが、リザちゃんも一度言い出したら折れない性格のようである。

　──仕方がない、助け船を出してやるか。

　二号店も増えてマナはかなり貯ちよ蓄ちくできている、俺はマナを集めて実体化を行った。

　例によって、湯けむりと番台に飾ってあった花瓶で大事な部分を隠しながら出現する。

「熱美あたみ！」

　レティシアたちが驚きながらこちらを向いた。

「あのさ、リザちゃん。リザちゃんがついていきたい気持ちはわかるけど、この温泉だって誰か残って働かないといけないからさ。今日はお休みだって、お客さまたちに伝えてないし」

「で、でも……」

「大丈夫だって。レティシアたちは俺が護まもってみせるから」

　瓶の中からだし、大したことはやれないけど！

　だが、リザちゃんは神である俺のことを信用してくれているはずだ。

「わかりました。熱美おにーちゃん、よろしくお願いします」

　リザちゃんにお願いされる。

　まぁ、瓶の中からだけどな！

「それってつまり、熱美もついてくるってことでいいの？」

　レティシアが聞いてくる。

「ああ。お前たちが気になるのもあるけど、俺だってコムネイでなにが起こっているのかは気になるからな。いつものように瓶に入れて運んでくれ」

「──って、なに勝手に決めてるんですか!?」

　慌てて男湯の更衣室から出てきたのは、開店に向けて男性浴場の点検をしていたフレイだ。

「無理ですよ三人でなんて。レティシアさんやクムさんがいても回ってないですし、最近はますますお客さんだって増えて毎日ギリギリなんですから」

「とりあえず食堂は休業しても仕方ないんじゃないか？」

「食堂を閉めても難しいです。だって、レティシアさんとクムさんって僕の三倍くらい働いているんですよ？　怠けてばかりの僕と、頑張ってるけどお二人ほどは捌さばけないリザさんとミィさんでは、とてもとても……」

「いや、まずはお前が働けよ」

　すると、その時勢いよく温泉の入口の扉が開いて、

「話は聞かせてもらった。なぁ弟よ」

「そうだな兄者。俺たちが手伝おうではないか」

　見覚えのある大柄の冒険者──グランハルト兄弟が現れた。

「まだここが小さかった時から通ってるんだ。臨時の店員くらい任せとけ。なぁ、兄者」

「その通りだ、弟よ。馴な染じみの風呂が危機だっていうなら、手伝うのが道理ってもんよ」

　二人が、自慢の大胸筋を張るようにして両手を腰に付けると、にぃっと笑みを浮かべて親指を立てた。

　おまえら……。

「じゃあ、決まりだな。グランハルト兄弟に手伝ってもらって、フレイとリザちゃんとミィで温泉を営業。レティシアたちはコムネイに向かって状況の調査だ。よろしく頼むよ、兄弟」

「兄者。ついでに、軟弱な客がいたら鍛え直してやるというのはどうだろう」

「そうだな弟よ。手始めに、やる気の見られないフレイの根性からたたき直してやるというのはどうだ」

「……なんでこんな怠だるそうなことに」

　フレイが肩を落とす。

「じゃあ、リザちゃんとミィも、そういうわけだからよろしくな。大変ムサいことになった今、清涼剤になれるのは二人だけだ。期待しておく」

「わ、わかりました！　期待に添えるよう、色気とか使って頑張ります！」

「ミィも脱ぐの～」

　脱がなくていいから。

　そうして、俺たちはコムネイを目指すことになった。
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　みんなが、なにが起こるかわからないのでと念のため温泉に入った後、馬車に揺られて（レティシアの腰に括くくり付つけられた俺は彼女とともに揺らされ）コムネイに辿たどり着ついたのは昼前のことだった。

「最近、この街ちょっと変なんですよねぇ」

　街の入口にて、一度馬車を降りて正門の扉を開けて戻ってきた御者のおじさんが言った。

「以前来た時は入口に衛兵が居たでしょ？　最近はいなくなっちゃって。勝手に開けて入っても文句は言われないから、問題はないんですが」

　御者さんが馬車を走らせて、街の中央広場を目指す。

「どうして衛兵さんはいなくなったんでしょ～？」

「他にも、街路の人通りが少ないでしょう？　なんでも、みんなセントーにいるらしいので、衛兵もそこじゃないですか？」

「セントーに？　確かにセントーは人気があったみたいですけど……」

　確かに、馬車の中から石畳の街路を見渡すと、前に来た時よりも明らかに人通りが少ない。

　以前は喧やかましかったはずの風景が、激しい雨にあてられた直後のように静かである。

　──というか、いくらなんでも静かすぎる。

「あの、並んでいるお店のほとんどが閉まっているように見えるんですが～」

「それもみんなセントーに行ってるらしいのですよ」

「え？　仕事を放ほうり投げてでしょうか？　衛兵さんも？」

「そうそう。日に日に閉まっていってますけどね。俺も何度も街の人に誘われたのですが、風呂嫌いなので断っております。あー、ほら、あのあたりとかおかしいでしょ？」

　御者さんが、道具屋の前を通っている石畳の街路の端に視線を飛ばす。

　するとそこには、数人の男女が仰あお向むけに倒れていた。

「って待って待って。明らかにおかしいでしょ!?　なんで人が街の端に倒れてるのよ!?」

「見てください。一人だけじゃないです！」

　よくみると、そこかしこに気絶した人が倒れていた。

　なっ──。

「あれは、温泉に入りすぎて、その帰り道に倒れているのです」

「「「「……え？」」」」

　四人の声が揃そろう。

　温泉に入りすぎて、倒れている？

　一体どういうことなんだ……？

「もう中央広場ですから、気になるなら馬車を降りた後にでも本人たちに直接聞いてみてはどうでしょうか」

　馬車が止まる。

　レティシアたちが座席から飛び降りて、転がっていた人たちのもとへと駆け寄る。

「だ、大丈夫ですか!?」

　レティシアが中腰になると、倒れている男に話しかける。

　すると、男の人が僅わずかに口の端を釣り上げ笑みのようなものを浮かべた。

「旅の者か。いやはや、お恥ずかしい。大丈夫だよ。ちょっと動けなくなっているだけで」

「動けなくって、どうして……」

「ここ数日間、毎日一日中セントーにある温泉に入っていたら、熱が出るだけでなく目眩めまいまでして、立ってもいられないような状況になってしまってね。それで、今日もセントーに行こうとしていたのだけど、恥ずかしながらこのザマさ」

　あははと、男の人が弱ったような笑みを浮かべる。

　毎日ずっとお風呂に入って、熱が出て倦けん怠たい感かんも出て──って、ただの湯あたりじゃないか！

「も、もしかして、他の倒れている人たちも？」

「ああ。みんな、温泉に入りすぎてああなっちまったのさ」

「ちょっと待ってくださいです。どうしてこんな状況になってまで、お風呂に入り続けたですか!?」

　少しでも理性を持ち合わせた人間なら、こうなる前に入るのをやめるはずである。

「それが不思議なんだ。一度入ると、逃げられなくなっちまう」

　しかし、男は妙なことを言った。

「なんつーんだ。凄すごく気持ちのいい女の中に入った時みたいな感じっつーか。わかるか？　わかんねーだろうなー。がはは！」

　……下品だ。

　しかしこのオッサン、倒れているのに案外元気だな。

「一度入ると病みつきになって、毎日入らずにはいられなくなっちまう。そんなわけで、みんなずっとセントーに向かってるってわけだ」

「どういう状況なのよそれ」

「お嬢ちゃんたちも入ってみればわかるよ」

「いや、そこまで言われて入りたくなる人なんて滅めつ多たにいないと思うけど」

　と、その時、

「あれは……調査員のモルダさん！」

　カレンさんが、路ろ傍ぼうで倒れている中年男性を見て声をあげながら近付いた。

　レティシアたちもカレンさんの後を追う。

「大丈夫ですか!?」

　カレンさんが、倒れていたモルダという男性を抱き起こしながら言う。

「…………」

　ダメだ、気絶している。

　とても喋しやべれるような状況では──

「カレンさん、ちょっといいです？　その男性を俯うつぶせに倒してくださいです」

「え？　は、はい」

　カレンさんがモルダさんを床に俯せに寝かせた。

　すると、チーチクが右手の人差し指を天に掲げたあと、

「ほわたあああああああああ！　です！」

　勢いよくそれを振り下ろして男の背中を何度も突いた。

「チ、チーチクさん、一体なにを！」

「以前、間抜けなレティシアさんが温泉に入りすぎて倒れた時、必要になるのではないかと思って編みだしていたものです。ライゲア流武術は、相手のマナの流れを司つかさどる秘孔と呼ばれる場所に拳けんを放ち、流れを止めることで敵を破砕します。これを応用すれば──」

「はうあっ!?」

　瞬間、気絶していた男性が声をあげる。

　ゲホゲホと何度か咳せき込こんだ後、咽むせるようにしながら目を開いた。

「動から静を奪うことができるように、静に動を与えることもまた可能。病を治す秘孔だって突けるというわけです」

「あれは……魔沙示マツサージ」

「知ってるのクム!?」

「はい。大陸の東の方にある小さな国に存在した伝説の医療術です。使い手はもういなくなったと聞いていましたが……まさか、チーチクさんのお父さんが使っていた武術というものが、そのようなものだったとは……」

「凄すごいのねアンタ！」

「ふふん！　いまさらですか！」

　いやいや、マッサージって……しかもめっちゃ昔の漫画で見たぞ、そういう技使う人。

　でもこいつのこの力を普及させれば、温泉でマッサージサービスも可能？

　ああいや、そういうのは後で考えよう。

　カレンさんが、再びモルダさんに駆け寄って抱えた。

「大丈夫ですか！　モルダさん！」

「『アドベント』のカレンさん……ど、どうしてここに」

「あなたが戻って来ないから心配になったのです。それより、どうしたのですか？」

「お恥ずかしながら、宿に泊まるお金がなくなったので道端で野宿していたら、そのまま気絶してしまいまして……食事もしてなかったのがダメだったのでしょうね……」

「え!?　宿に泊まるお金がなくて寝てた!?」

「はい。カレンさんもコムネイのセントーに入りに来たんですか？」

　虚うつろな目で、横たわるモルダさんが言った。

　ええっと、さっきのオッサンより言動がヤバいのだが。

「いえ、だから今、あなたが心配だから様子を見にきたと伝えたはずですが。『アドベント』の記者として。調査員であるあなたの身を案じて。原稿落ちるとやばいですし」

「す、すみません……そういえば、そんな仕事を請けてたような……」

　モルダさんが、目を泳がせながら言う。

「忘れていたんですか？」

「……いえ、覚えていました。覚えていましたとも。でも、私はもう評価をできるような身体からだではないのです。毎日セントーにある温泉に入らないと、気が気でなくなってしまう。ですので、コムネイから離れることができないのです」

「気が気でなくなるって、どうしてまた」

「カレンさんも入ってみればわかりますよ。とてもいい気分になって、嫌なことをすべて忘れられますから……うふふ」

　うわぁ、絶対に入りたくないやつだこれ。なんかヤバイ薬とか入ってるよ。

　カレンさんが、心配というよりは軽い恐怖に怯おびえるような表情でモルダさんを再び地面に下ろす。

　よくわからないが、思っていたより酷ひどい状況になっているみたいだ。

「カレンさん。この人とここで待っていてもらえるかしら」

　と、レティシアが提案した。

「ここで、ですか？」

「ええ。この様子だと、セントーでなにが起こっているかわからないもの。まずは私たちで様子を見てくる」

「それがいいかもしれませんね」

　クムさんも同意した。

　確かに、この様子だと危険な可能性があるな。

「……わかりました。では、状況の確認をよろしくお願いします」

「御者さんも、ここで待っていてもらえるですか。その人を馬車で休ませてあげて欲しいです」

　チーチクが言った。

「あいよ。今日は村長の貸し切りだしな。気をつけなよ、嬢ちゃんたち」

　レティシアたちは御者さんに礼をすると、セントーのある方に向かって走り始めた。




　一同がセントーの前までやって来ると、これまでにも増してたくさんの人々が地面に倒れていた。

　倒れた人々は皆一様に、「温泉……温泉」などと呟つぶやき、セントーのある方角に向けて手を伸ばしている。

「もしかしてこの人たち、セントーを目指していて──」

「志こころざし半ばに倒れてしまったみたいです」

　レティシアとクムが、哀れむような視線を倒れた人々に向ける。

　しかし、お風呂に入れずに倒れてしまうなんて、一体どんな状況だというのだ。

「急ぐです！」

　セントーの入口である和風建築の大おお仰ぎような扉を開いて、三人が施設の中に駆け込む。

　フロントでは、入口の前以上の人たちが倒れていた。

　浴場から出ようとしたのか、向かおうとしたのか、滞在中だったのか。

「酷ひどい状況ね、子供も混ざってるし」

　レティシアの視線の先には、さきほどまで娯楽場で遊んでいたらしい子供が、息苦しそうにしながら倒れていた。

　くそっ、これもあのシャーラってやつがやったのか？

　一同は、床に倒れた人を踏まないように走り、女湯に続く脱衣所へと入った。

　そうして、服も脱がずにそのまま浴場へ。

「っ！　クム、チーチク、気をつけて！　この先になにかいるわ！」

　と、足を踏み入れた瞬間、レティシアが叫んだ。

「もうやめてくれ。私はこんなことを望んではいなかった！」

　同時に、浴場の奥の方から女性の叫び声が聞こえてくる。

「あの声は確か、シャーラって女！」

　ああ、この銭湯の主あるじであるシャーラだ。

　浴場を駆け抜けたレティシアが、露天温泉のある浴場への扉を開く。

　すると、そこにいたのはやはり銭湯の主シャーラで、怪しげな黒いローブを着た男を睨にらみつけていた。

「あの男は──！」

　クムさんが息を吞のむ。

「知っているの？」

「ええ。あの時の覗のぞき魔まです」

「ということは、あの時の覗き事件はやっぱり、コムネイが裏で糸を引いていたというわけですか！」

「許せないわね！」

　レティシアとチーチクが、男を睨にらみ付ける。

　男とシャーラが、レティシアたちに気付いてこちらを振り向いた。

「おやおや、誰かと思えば先日の神官さん。いや、教会の狗いぬとでも言った方が正しいでしょうか。どうせ私のことも知っているんでしょう？」

「……魔造士《Ｍ》」

　なるほど、彼女が言っていたとおり変質者は、クムさんが追いかけていた相手で間違いがなかったようだ。

「あなたがその温泉に魂を宿らせた──人工魂機物アーテイグリムに変え、人々を特殊な力で病気にした、といったところで間違いないですか？」

「そうなのかマギア殿!?」

　シャーラが驚く。

「病気、というのは間違いですね。このセントーに宿った魂は、あくまでも湯から感じられる心地よさを倍増させていたにすぎません。対象に与える快感を倍増させて魅了する。そういったことを過度に行っていたにすぎないのです」

「一族より受け継がれてきたこの施設を、よくもお前は……！」

「黙りなさい小娘。感謝されることはあれど、怒られるいわれなどありません。我が創作の糧かてとなった栄誉を誇るべきでしょう」

「なっ……!?」

　どうやらシャーラは状況を理解できていないらしく、それどころかあのマギアという男に利用でもされたかのように見える。

「このセントーはいい触媒でした。長い年月に渡ってあなた方一族から向けられてきた怨おん念ねんと執念。ライゲアの温泉に対するあなたの嫉しつ妬と。そして、かつてセントーを中心にして成長した街全体が持つ成功の再来を願う祈り」

　男──マギアが、湯船の方を向いた。

「あなたに温泉の情報を教えたのも、それに触発されてセントーの営業を再開させるよう持ちかけたのも、すべて私の目的のため。このセントーに生命を宿らせ、新たな子を産むというための、ね」

「……そ、そんなことにこのセントーを……待て、聞いてないぞ！」

「言ってませんから」

　マギアが薄ら笑いを浮かべる。

「チャンスだと思ったのです。これまで私は、教会や国の狗いぬどもに捕まらないよう姿を隠して商売をしてきました。物をつくっては富を蓄え、その富で場所を換えて新たな地で物をつくる。だが、それではまるで私が間違っていることをしているかのようだ」

　マギアが、興奮気味に続ける。

「それは違う。私が子を産みたいという望みは確かなもののはず。だって私は、魂を造る神となるという目的を持って造られ──いえ、産まれた生命なのだから」

「……あなたは、自分の中にある魂と完全に混ざり合ってしまっているのね。魂をつくりたいという、人工魂機物アーテイグリムの創作願望を持った魔造士の魂と」

　ああ。

　話の流れから、あいつがクムさんと同じ人工魂機物なのはわかっていたが。

　なるほど、首輪のような制御装置もない──つまり、喰われてしまっているのか。

「混ざり合うのもいいものですよ？　自らの願望に素直になれますから。器に宿る魂は、器が本来持ち得る性質との強い相性が必要だ。然しかるに、人工魂機物を産み落とすことこそが我が祈願であり、目的である」

　マギアがにぃっと笑った。

「昔、お腹なかの大きな女性を見るのが好きな自分に気付いたんですよ。子を宿した女性への興奮。やがて、私は自分でも産みたいと強く渇望するようになりました。そんな時です。魔女の弟子を名乗る魔造士に攫さらわれ、人工魂機物にされてしまったのは」

「さっきからさっぱり話の意味がわからないんだけど、要するにやっぱりそいつは変態だったってことでいいのよね!?」

「あ、新手の変態です！　やっぱり変態だったですよ!?　その上覗のぞき趣味とか救いようがないです！」

　いや、本当に。

　普通の話のように語ったけど、大分歪ゆがんでるだろ。

「失礼ですね。あれはコムネイのセントーの設備も壊した上で、こちらを陥いれようとしているのではないかとシャーラに疑念を抱かせるためのものです。セントーに魂を宿らせるのに、もう少しだけ憎悪が必要でしたから」

「……っ！　あの炉もお前が壊したのか！」

　シャーラの言葉に、マギアが邪悪な笑みを浮かべた。

「それにね、再確認もしたかった。普通の女性の裸を見てもなにも感じない自分をもう一度発見して、魂を産みたいという自分を確かめたかった。そうしてセントーに集う怨おん念ねんを煮詰めた結果、こうして人工魂機物が生まれることになったのです！」

　状況は理解したが、こいつは理解できない。

　大分おかしな人間だということだけはわかったが……。

　クムさんが、マギアからは目を離さずに、横にいるレティシアとチーチクの方をちらりと見た。

「レティシアちゃん、チーチクちゃん、詳しいことは話せる時が来たら話します。だから、今は──」

「わかってるわよ。この変態を捕まえるってことでしょう？」

「深くは知らずとも悟れることはあるです。つまり、倒すべきはあの変態」

「──すみません、お願いします！」

　クムさんが、メイスを振り上げながらマギアに向かって跳んだ。

　すかさずマギアに向かってそれを振り下ろすと、懐から小振りのナイフを取り出してメイスの一撃を受け止める。

「先日より軽いですね。その首輪を開けてはいかがですか？」

「いえ、必要ありません」

　と、刹せつ那な。

　マギアの背後に回り込んだレティシアが、彼に向かって斬きりかかる。

「相手は一人だけじゃないわよ！」

「ちっ──」

　レティシアが飛び込みながら放った縦の一いつ閃せんは、相手の死角から一切の慢心なく迅速に描かれたもので、普通であれば防ぎようがない一撃だっただろう。

　しかし、マギアは舌打ちすると、彼の身体からだから分かれるようにしてもう一人のマギアを生み出した。

「なっ──!?」

　マギアから生まれた、もう一人の裸のマギア。

　彼は、右手を黒い影の剣のような形状に変化させると、レティシアの剣をそれで受けた。

「なにこれ！　分身したんだけどこいつ！　しかも裸なんだけど!?」

「レティシアちゃん、その男は自分の分身を生み出すことができるわ！　気をつけて！　相手が裸でも目を逸そらさずに！」

「もう一人いるですよ！」

　すると今度は、もう片側から迫るチーチクが鋭い正せい拳けん突づきを放った。

　しかし、それもマギアはもう一人自分を生み出し、今度は右腕を大盾のような形に変化。

　チーチクの拳こぶしを受け止めてしまう。

「また増えたです!?」

「でも、さっきよりも──遅い！」

　レティシアは、マギアが振り下ろした剣を避よけると、追い打ちするようにして放たれた球状の魔法を、マナを宿した剣で打ち返してマギアにぶつけた。

「こういうのはタッキューで鍛えたのよ！」

　凄すごいなレティシア、あのスポーツも無駄ではなかった！

　同じようにして隣のチーチクが、マギアの分身が持った大盾を拳で砕いて追い詰める。

　一方クムさんは、マギアのナイフをメイスで弾はじき飛とばしていた。

　からんからんと、浴場の岩の床にマギアのナイフが転がる。

「自らの魂を切り分け身を生み出す力。元が増えたわけではないので、当然増えれば増えるほど一体あたりの力は弱くなります」

「くっ……」

「侮りましたね。我々はここに来る前、熱美あたみさまの温泉に入って力を強くしています。いくら人工魂機物アーテイグリムとして突出した力を得たあなたでも、その効能を得た三人の達人の前には為なす術すべもないはず。解錠するまでもありません」

「なるほど。少々ライゲアの温泉を侮っていたようです……」

　マギアが、自じ嘲ちよう気味に笑う。

「さて、ご同行いただきましょうか。本来なら、禁忌に触れた魔造士はその場で処罰することが多いのですが、あなたには聞きたいことが山ほどあります」

　案外呆あつ気けなかったが、終わったのか……。

　浴場対決企画は中止になるのだろうが、まぁ俺は勝敗なんてどうでもよかったし、こんな騒動を起こした後にシャーラが難癖をつけてくるようなこともないだろうから、すべてが丸く収まりそうな気もする。

　温泉中毒になって倒れてしまっている人たちも、元凶となった人工魂機物さえなくなればどうにかなるだろう、多分。

　と、そんなことを考えていると。

　突如、セントーの温泉の湯が緑色に──マナの色に、発光を始めた。

「え!?」

　レティシアが驚き、クムさんとチーチクもそちらを見る。

　……え？　待った、一体なにが起こって……。

　マギアの方を見ると、彼はこうなることを知っていたようで、笑っていた。

「ふはは！　完成、完成だ！　ははっ、ようやく完成した！　我が積年の願い！」

　マギアがそう叫んだと同時、ざばあああああとセントーの湯が噴き上がり、露天温泉の頭上に集まり始めた。

　お湯は女湯だけのものではなく、隣の男湯からも飛んできて集合する。

　集まった湯はやがて巨大な人の形をつくると、そのまま巨大なゼリーの怪物のようになって地面に足をつけた。

「「「なっ……!?」」」

「わ、私のセントーが！」

　レティシアたち三人、それにシャーラが驚きの声をあげる。

　全長は五メートルほどの、巨大な温泉の悪魔が、空っぽになった露天風呂の浴槽に立ち、レティシアたちを見下ろす。

　あ、あれは……？

「私はとうとう、無機物だけでなく自律式の生命すらも産むに至ったのだ！」

　なっ──！

　もしかしてこのお湯に宿った魂は、自らの肉体であるお湯を操って生物となったというのか。

「行くのです、セントースライム！　ここにいるやつらを皆殺しにしてください！　まずはシャーラ、あなたからです！」

「え!?　ちょ、ちょっと、どうして私から！」

「なぁにウォーミングアップですよ。私の正しさを世に問うための第一歩。その礎いしずえとなるのですから、光栄に思いなさい！」

「ひっ！」

「セントオオオオオオオオオオオオ！」

　セントースライムが不気味な声で吼ほえると、周囲に水分を飛ばしながら手を振り上げた。

　その時、飛沫しぶきとなった水が周囲に散り、近くにいたレティシアやシャーラたちの肌や衣服へとかかる。

　じゅうううううと、物もの凄すごい音を立てて肌が焼け、水滴がかかった部分の衣服を溶かした。

　な──っ、ちょっとやばすぎる。

　水滴程度なら大したことなさそうだが、あんなものをマトモに浴びたらひとたまりもないだろう。

「シャーラさん、逃げて！」

　クムさんが、地面に尻しり餅もちをついて震えているシャーラに向かって叫んだ。

　しかしスライムは、無慈悲に腕を振り下ろして──

「──なああああああああああ!?　なぜ、親である私にいいいいいいいいいいいい……ぐぼおおおごぼあおおおおおおお!?」

　マギアを、巨大な腕で殴るようにして取り込むと、自らの湯に沈め。

　惨むごたらしい音を立てながら、骨の一片も残らないように、溶かした。

　は……？

　一同、その光景を見て啞あ然ぜんとする。

　やばいとは思っていたが……いや、本当に洒落しやれにならない。

「あ、あれはなんであんなことができるですか？」

「おそらく、熱美あたみさまと同じかと。お湯に宿っている魂なのだから、自在に自らの身体からだである湯を操作することができるのでしょう」

　つまり、俺が温泉を操作しているのと同じ原理で、人を溶かせるような水質──高濃度の硫酸かなにかを生み出したわけか。

「──チノル！」

　と、レティシアがスライムに向かって魔法を唱えた。

　レティシアの手の平からいくつもの巨大な氷のつららが生まれ、弾丸のようにスライムに向かって飛ぶ。

　しかし、氷の弾丸はスライムに触れると、じゅわりと音を立てて無慈悲にも蒸発。

「っ、だったら──レイフム！」

　今度は炎を飛ばすが、これもまったく通用せず、表面で弾はじかれるばかりだ。

「ダメね。まったく通用しない。熱美あたみの力で強くなっているっていうのに」

「ええ。あのスライム、物もの凄すごい魔力を持っていますね。おそらく、ドラゴン形態のミィちゃんよりもよほど」

「そんなにですか!?」

「マナを宿しやすい素体である水を使って造られた、一級品の人工魂機物アーテイグリムです。人々の負の願望だけでなく、さまざまな魔法薬や魔鉱石の類も使われているのでしょう」

　というか、俺はあのスライムのように温泉を操って人の形をつくることなんてできない。

　それだけを考えても、あいつは俺よりも格上ということになる。

　と、再び人型のスライムが腕を振り上げた。

「──いけないですっ」

　すかさず、チーチクが蹲うずくまっていたシャーラのもとへ飛び込み、彼女を抱えて疾風迅雷の速度で戻ってくる。

「セントオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　刹せつ那な、スライムの腕がシャーラのいた場所に振り下ろされ、それまで彼女の座っていた地面が溶けた。

「死ぬ気ですかっ！　なにボーッとしてるですか！」

「だ、だって。だって……私のセントーが……」

　チーチクが、呆ぼう然ぜんとするシャーラを下ろしながら叱しかった。

　と、そこで。

「レティシアちゃん、チーチクちゃん、彼女を連れて、施設内の客、及び街の人の救護と避難誘導をお願いできますか」

「え？　クムはどうするのよ」

「私がここで時間を稼ぎます」

　クムさんが、胸元から小さな鍵かぎを取り出す。

　その鍵は、まさか──。

　クムさんはその鍵を首輪に当てると、カチリと音を立てて回した。

　すると、クムさんの全身から夥おびただしい量のマナが放出される。

「す、凄い力です！　なんなんですかこれは！」

「……行きます！」

　刹那、クムさんが三人に分かれ、物凄い速度でスライムに飛び掛かった。

　さきほどマギアが使っていたものと同じものだろう、うち二人は裸で本体だけが服を着ている。

「セントオオオオオオオオオオ！」

　スライムは、自分の周囲を跳び回るクムさんを落とそうと、腕をぶんぶんと振り回す。

　時々その腕が分け身のクムさんにあたり、蒸発する。

　するとクムさんは、再び新しい分け身を生み出して、再びスライムを翻ほん弄ろうした。

「凄すごい。私なんかと比べものにならないくらい速い……なんなのあれ。あれが本気を出したクムっていうの？」

「でも、あんな戦い方じゃ長く持たないです。ほら、シャーラとか言ったセントーの主あるじさん。さっさと逃げるですよ」

「も、もういい！　どうせお前たちに勝つこともないし、セントーの復興なんて……」

「は、はぁ？　なにを言っているですか！　この状況で！」

　目的を失って、セントーも無む茶ちや苦く茶ちやになって、自や棄けになってしまったのか。

　…………。

　──レティシア。

「な、なによ熱美あたみ！　今忙しいんだから話している暇なんて！」

　──見てるんだからわかってるよ。シャーラにこう言ってやってくれ。

「はぁ？」

　俺は、レティシアにシャーラ宛あてのメッセージを伝える。

「シャーラ、うちの神さまから伝言」

「神さま？」

「〝お前たち一族は、もともとなんのためにお湯を沸かしてきたんだ。お前たちが浴場の第一人者と名乗るためか？　湯の民としての自分たちをアピールするためか？〟」

「ち、違う！　そうではない！　そうではなく、我々湯の民は、この世界に浴場の素晴らしさと温かさを提供して、癒やしを提供したかっただけだ！」

　──だったら。

「〝だったら、競争なんてどうでもいいだろ。どちらが本物か偽物かなどではなく、ただみんなを喜ばせるための湯造りをしていけばよかっただけじゃないのか？〟」

「こんな騒動を引き起こした私がか!?」

「〝人にお風呂の温ぬくもりを届けたがるような奴やつに悪いやつはいねぇ〟」

「──っ!?」

「〝だから、銭湯内にいるお客さまを連れてはやく逃げろ。それがその銭湯の主であるお前の仕事じゃないのか？〟」

「……っ、わかった！」

　シャーラが慌てて立ち上がると、施設内の浴場で転がっている他の客たちに声をかけるために駆けていく。

「はぁっ、これでいいわけ？」

　──ああ。じゃあ、お前たちも逃げろ。

「無理よ。クムさんを置いて逃げられるわけないでしょう」

　だよな。

　とはいえ、この二人がクムさんを助けられるとは思えない。

　ひとまず俺は、瓶の中のお湯を沸騰させて湯けむりを起こした。

　ダメだ、スライムに煙を浴びせてみるが僅わずかに動きが遅くなるだけで大して効いてない。

　と、そうこうしていると、スライムの手がクムさんを捉とらえた。

「クム!?」「クムさん！」

　衣服の一部を溶かされたクムさんが、全身に火傷やけどを負いながらレティシアたちのいたところへ落ちてくる。

　地面に転がったクムさんは、一瞬ビクンと身体からだを震わせると、すぐに立ち上がった。

「っ、油断しました。それよりも二人とも、はやく避難を。こうなったら、なんとしてでも私があれを倒します」

「倒すって。どう考えても無理じゃない！　そんな状態でなにを言ってるの！」

「その通りです！　クムさんも一緒に逃げるです！」

　しかし、クムさんは首を横に振った。

「すべてを明け渡せば、可能かもしれません。私の中に在あるのは、破壊の願望から生まれた魂。そこらの魂機物グリムには負けない強さを持っています」

「すべてを、明け渡す？」

「はい。私の肉体をこの力の主に譲渡すれば──あるいは」

「で、でも、それをやるとどうなっちゃうわけ!?」

「…………」

　喰われてしまう。

　クムさんは、そんなことを言っていた。

　つまり、もしすべてを明け渡せば、多分クムさんがクムさんじゃなくなるのだろう。

「大丈夫ですよ。私は私の本来の仕事に戻るだけ。熱美あたみ温泉が発展していくのを見られなくなるのは哀かなしいですが」

「ちょっと待ってください！　なにを言っているですか！　まるで、お別れの言葉みたいに言わないでくださいです！」

「でも、この状況では私以外にあれをどうにもできません。それに、いいのですよ。私はそういう目的で生きてきたのですから」

　クムさんが遠い目をした。

「この世界から、氷の魔女の呪のろいをなくし、人工魂機物アーテイグリムやそれらをつくる魔造士による被害をなくす。不幸をばら撒まくそれらをすべてなくす。それが私の生いき甲が斐いであり、目的です。存在理由なんです」

　ふと、違和感を覚える。

　いや違うな。

　これまで気付かなかった──いや、気付けなかった、彼女の本性。

「だから、そのためであれば魂が消えようが、仮にこの身が朽ち果てようがかまわないんです。だって、人工魂機物は滅びて当然。でしょう？」

　クムさんは、自分のことを大事にしていない。

　いや、蔑ろにしている。

　だから無理をしているし、そんな自分を助けたくて、無自覚のうちに時々悲鳴をあげてしまっていたのだ。




『──助けて──』




　何度か聞こえた、クムさんの助けを乞こう声を思い出す。

　ああ、そうか、だから。

　──それは違うだろ、クムさん。

「……え？」

　と、不意に心の中で呟つぶやいたはずの声に、クムさんが答える。

　……あれ？　まさか。

「熱美あたみ、さま？」




『また、好感度が高くなると、その対象と念話できるなど様々な特殊効果が発生します』




　念話。

　どうやらクムさんの好感度が高まり、レティシアと同じように念話が飛ばせるようになったらしい。

　──クムさん、それは違う。

「違うって、なにがでしょうか」

　──どこか引っかかってたんだ、昨日のクムさんの話。世界から人工魂機物をなくすのが夢って言ってたけど、それってつまりクムさんも消えるってことだろ？

「はい。この世界の平和に、人工魂機物という存在が不要ですから」

　──その人工魂機物アーテイグリムという存在の被害者が、自分の救済もできずに世界を幸せにするなんておかしくないか？　自分も救えない人間に世界が救えるとは思えない。

「それは……」

　──クムさんはシャーラやマギアと一緒だ。目的ばかりを見て、なぜその目的や夢を抱いたのかという切っ掛けを忘れてしまっている。

「神さまなのに、青いことを言いますね」

　──クムさんが老けすぎなんだよ。夢を語るくせに冷めてる。だから妙に世界を俯ふ瞰かんするし、気取って自己犠牲すら口にする。

「老けっ……!?」

　クムさんの顔が引きつった。

　ああ、言っちゃいけないことを言ってしまった気がするけど、はじめてクムさんが素の表情を見せてくれた気がするぞ。

「でも、どうしろと仰おつしやるのです？　この状況であれをどうにかする方法なんて──」

　確かに、今のところはない。

　だが、諦あきらめるにはまだはやい。

　なにかある、きっとなにかあるはず……。

「オオオオオオオオオオオオ！」

　スライムが暴れる。

　レティシアの目前に手が迫った。

「やばっ──」

　っ！

　俺はすかさず、瓶から勢いよく飛び出し、水鉄砲のようにしてスライムの手にぶつかる。

　レティシアが距離を取るための時間を稼げれば、そんな小さな期待程度の行動だったが。

「オオオオ、オオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　スライムが手を押さえながら、苦しそうに仰のけ反ぞった。

　……え？

「苦しそうにしてる!?」

　レティシアも驚く。

　今の俺の勢い、そんなにあった？

　いや、待て。

　クムさんの話によれば、人工魂機物も氷の魔女の編みだした魔法と工程によってつくられた、言わば魔女の呪いのようなものだ。

　──レティシア、クムさん。

「な、なに？」「なんでしょう」

　二人同時に念話で言葉を飛ばす。

　──あのスライム、倒せるかもしれない。

「え？　どうやって？」

　──俺をあいつにぶっかけるんだ。あのスライムも魔女の呪のろいの一部なら、浄化できるかもしれない。さっき俺がかかったら苦しんでいたのを見たろ？

「なるほど。確かに、熱美あたみさんをかければあのスライムが浄化されてしまう可能性はあります。いや、でも、待ってください。それだと私はどうして……」

　──それは多分、クムさんが混ざりあってないからじゃないでしょうか。

　これはクムさんにだけ念話を飛ばす。

　──クムさんは、呪われているけど呪いではない。そういうことですよ。

　納得したようにクムさんが頷うなずく。

「で、でも、仮に熱美でどうにか出来るとして、どうやってここまで運ぶの？」

　──それはだな。





　　　◆






　瓶から本店に視界を戻した俺は、男湯に従業員を集めた。

「しかし無む茶ちや苦く茶ちや言うな、いきなり男湯を閉めろだなどと。なぁ兄者」

「そうだな弟よ。我らが筋肉でお願いしないと客も納得してくれなかったと思うぞ」

　今いるお客さまには申し訳ないが、一刻を争う状況だ。

「じゃあグランハルト兄弟とフレイ、あとの営業はお願いする。ミィとリザちゃんには、俺を運んでもらわなきゃいけないので」

「面倒ですけど、めちゃくちゃ大変そうですし、ボクが行く必要がないだけマシだと思うことにします。頑張ってきてください」

　フレイが自分に素直に答えた。

「よし、じゃあミィ、任せた！」

　俺はそう告げると、実体を消して視界を温泉に戻した。

「了解なの～！」

　威勢の良い返事とともにミィがドラゴンの姿になると、凍り付いた温泉に爪つめを立てて抉えぐる。

　──っ、思っていた通り死ぬほどいてぇ、でも我慢だ……！

　凍らせた温泉は、俺が水温を下げ、氷点下を突破させてつくったものだ。

　今まで試したことがなかったけどこんなことができたとは……。

　だが、液体であれば運ぶことができない温泉も、固体であれば持ち運ぶことができる。

　やがて、上う手まく抉えぐり取った巨大な氷塊をミィが抱えると、その背中にリザが飛び乗った。

「じゃあ、皆さんあとはお願いします！」

　ミィが翼を広げて、リザを背中に乗せて空へと舞い上がる。

　両手には温泉の氷塊。

　そしてそれが、俺の視点。

　目的地は、コムネイのセントーだ。

「ミィ、そう、その方向。真まっ直すぐ」

　リザちゃんが、振り落とされないよう必死に鱗うろこに摑つかまりながら、頭の中に地図を登録できるというマッピングの魔法を使ってミィをナビゲートする。

　コムネイの場所は、先日一緒に行った時に魔法で記録していたらしい。

「でも、私がいてよかったですね、熱美あたみおにーちゃん。まさか、運ぶ時の地図のことをなにも考えてなかったなんて」

　──ぐっ。

「私も、役に立てて良かったです。ずっと、ずっと思ってましたから。誰かの役に立ちたいって。おねーちゃんの助けになりたいって。それが、誰かに頼り切りだった私の夢」

　……リザちゃん。

「だから、おねーちゃんたちを……コムネイを、絶対に救いましょうね！」

「ミィもかっ飛ばしていくのー♪」

　馬車で一時間ほどかかっていた距離が、わずか十分足らずといったところだろうか。

　コムネイのセントーの頭上までやって来た俺たちは、例のスライムと、それと奮闘する三人の姿を見つけた。

「よかった、みんな無事だ。おにーちゃん、いくよ!?」

　ああ！

　俺は氷塊の温度を上げる。

　割れないように、まだ固体を保つように。

「ミィ、お願い！」

　スライムの頭上高く上がったミィが、抱えていた氷塊を手放す。

　その瞬間、俺は、お湯になるように水温を上げて──。





　　　◆






　クムは、レティシアやチーチクとともに時間を稼ぎながら、さきほど熱美に言われた言葉を何度も反はん芻すうしていた。

『まずは自分自身が幸せにならなきゃ意味がないはず』

　そうだ、そのとおりだ。

　どうしてこの世界から、人工魂機物アーテイグリムを一掃したいと思ったか。

　自分が味わった不幸を、他の誰にも感じさせたくなかったから。

　つまり、本当なら自分が傷付きたくなかったから。

　──なんだ、俺のことがそんなに嫌いか？

　心の中のもう一人が、不満そうに言う。

「そりゃあ、油断をすれば身体からだを奪おうとするような相手ですから」

　──ふん、俺だって好んで人の身体を奪おうとしてるわけじゃねーよ。

「わかってます。……わかってますとも」

　この子たちにだって、悪意はない。

　ただ、そういう風に生まれてしまっただけ。

　だから、本当に私が目指したかった未来というのは──。

　スライムが伸ばした腕を避よけて、ふと頭上を見上げれば、そこには氷塊を抱えるドラゴンの姿があった。

　──来た。

　クムはとっさにスライムから離れる。

　レティシアとチーチクも、同様に距離を取っていた。

　すると、高度を上げたドラゴンから氷塊が落とされた。

　氷塊は途中で液化して、ほかほかの温泉へと変わる。

　そしてそれらは、スライムの身体に触れても蒸発することなく、優しく溶け合うようにして混ざり合う。

　人の形をしていたスライムは、ただのお湯に戻ってしまったのか、そのまま崩れるようにして岩の地面に落ち、地面に染み込みながら一帯に広がった。

　浄化されたのだ。

「なるほど、必ずしも壊す必要もないのかもしれませんね」

　思わず呟つぶやいた。

　壊すのが目的ではない、なくすのが目的ではない、ただ救い、救われたかった。

　人工魂機物ではない、いつも自分でも言っていたように、不幸をなくしたかったのだ。

「やはり、あの方は……」

　しかし、そのおかげでクムは想おもいを強くする。

　自分を救済した、熱美あたみへの期待。

　きっと、あの神さまならば──。

「この世界を幸せに導くために現れた、神さまなのかもしれません」












■エピローグ




　あれから、二週間が経たった。

『アドベント』の浴場対決企画は、コムネイの事件当日までの結果を反映する形で紙面に載り、結果はあのまま俺たちの勝利に。

　とはいえ、こちらとしてはコムネイのセントーを系列店舗にする気もなく、そもそも例のスライム騒動で建物自体が崩壊してしまったので、なし崩し的にそれはなしに変更。

　というわけで、なにもかもが元通りになって、以前までと変わらない日々が始まるはずだったのだが──。

「人手不足と聞いてやってきた。不束ふつつか者ものだがよろしく頼む」

　営業時間後のフロント、チーチクに集められた女性従業員たち（男のフレイはさっさと帰った）の前に、見覚えのあるドワフィ族の少女──シャーラが立っていた。

「待って、どうしてアンタがここにいるの？」

「どうしてと言われても、勝負で負けたから借りを返しにきたのだ。どうせ我がセントーは壊れてしまった。湯の喜びを知らしめるのが喜びである私としては、この温泉で働かせてもらうのが手っ取り早い」

「そういうことじゃなくて！　なんで雇ったのよ！」

　レティシアが、今度はチーチクの方を見る。

「いいじゃないですか。賃金は安くて構わないと言っているですし、なによりドワフィ族は物作りが得意です。施設の拡張、必要であれば武具の作成まで。一流の職人を安く扱こき使つかうことができるですよ」

「お金の問題なの!?　フレイの時といいアンタは安けりゃなんでも拾ってくるの!?」

「客入りがよくて大分取り戻せてきているものの、先日の対決で二号店をつくるのに村のお金をかなり使いましたからね。すべてライゲアが出しているのです、少しでもお金が浮くのはありがたいのです」

　チーチクが言い切る。

「ぐっ──」

「まぁまぁ、いいじゃないですか。彼女のお風呂に対する情熱は本物ですし～」

「私は仕事が減る分には大歓迎かな」

「ミィも歓迎なの～♪　居眠り増やすの～♪」

　ミィは居眠りを減らせと言いそうになったが、そういやこいつも利益を享きよう受じゆしたように見えて実質タダ働きさせられてるんだよな。

　リザちゃんも療りよう養ようついでの手伝いということで安く働いてるし……あれ、チーチクって実は賢い？

「そ、それにだな。先日のレティシア殿の口を借りたガツンとくる一言で、私は──その──」

　と、シャーラが、頰ほおを赤らめながら、もじもじと身体からだを動かしはじめた。

　なんだ？

「私は、この熱美あたみ温泉に惚ほれたのだ！　一生ついていくと決めたのだ！　惚れた温泉で働くのは当然だろう！」

「ええええええええ!?」

　驚きの声を上げたのはレティシアだ。

　ついでにいうと、俺も驚いている。

　こいつはなにを言っているんだ。

「アンタ、相手は温泉よ!?」

「もともとお風呂を広く伝えるために生きていたのだ。お湯に惚れても不思議はあるまい」

「レティシアちゃん、強力なライバル出現ですね。熱美さまの争奪戦も激しくなってまいりました」

「だから、なんで私までそういうことになっているわけ!?　というか他に誰かいるの!?」

「さて、誰でしょう～」

　クムさんが、天井に向かって──俺に対してのつもりなのか、ウインクをしてみせる。

　いやいや、そういうのはいいから。

　レティシアだけならともかく俺までからかわないでくれ。




　とにもかくにも、そうして新しい仲間が増えた熱美あたみ温泉。

　これからも、訪れるお客さまに至高の癒やしを提供しつつ、あまり慌ただしくならない程度に楽しい日々が続けばいいなと願いつつ。




『やはり熱美さまには、特別な力があるようです。それこそ、この世界の勇者になれるかもしれないような』




　たとえば、こういうフラグはいらないってことだな。

　勇者とかそういうのはきっと、俺以外にもいるかもしれないこの世界への転生者とか、そういう人たちがやってくれるだろう。

　だから俺は、まったりと温泉生活をしていればいい。

　だって俺には、世界を救うなんていう正義心は湧わき上がってこないのだから。




　湧き上がるのは、温泉だけで十分なのである。












あとがき




　えっと、七なな烏う未みです。

　異世界温泉二巻ということで、どうでしたでしょうか？

　一巻の執筆時から、二巻を書く機会があればクムの話にしようと思っていたのですが、一巻のレティシアに比べるとかなり丁寧に尺を取ってしまったかもしれません（苦笑）

　担当さんからも突っ込まれたりしたのですが、レティシアはまた機会があればその時にでも掘り下げることができればと。予定は未定です、が！




　あ、そういえば、森あいり先生による漫画版の連載が、ＣｏｍｉｃＷａｌｋｅｒさまとニコニコ静画さまにて始まっていると思います。詳しくは次ページの広告で！

　あわせてお楽しみいただければと……！




　ではでは、またお会いできることを祈りつつ。





２０１７年夏の日のこと　七烏未奏そう
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